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英文要旨

A copy of translation with notes of Chun-qiu Fan-lu jiao-si,shun-ming,jiao-shi-dui,zhi

-zhi,shan-chuan-song.

Tomotsugu SAKAMOTO

Miki ZAIKI

It is said that Chun-qiu Fan-lu(春秋繁露)was written by Don Chong-shu(董仲舒) in

Han(漢)period.This Paper is a translation,annotation and consideration of

Chun-qiu Fan-lu jiao-si(郊祀),shun-ming(順命),jiao-shi-dui(郊事對),zhi-zhi(執贄),

shan-chuan-song(山川頌).
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『
春
秋
繁
露
』
訳
注
稿

郊
祀
・
順
命
・
郊
事
對
・
執
贄
・
山
川
頌
篇

坂
本

具
償

財
木

美
樹

凡

例

一
、
本
訳
注
は
『
春
秋
繁
露
』
の
「
郊
祀
第
六
十
九
」
「
順
命
第
七
十
」
「
郊
事
對
第
七
十

一
」
「
執
贄
第
七
十
二
」
「
山
川
頌
第
七
十
三
」
に
対
し
て
訳
注
を
施
し
た
も
の
で
あ

る
。

二
、
本
訳
注
は
蘇
輿
の
『
春
秋
繁
露
義
證
』（
宣
統
二
年
長
沙
刊
本
）
を
底
本
と
し
、
原
文

と
【
校
記
】【
書
き
下
し
文
】【
注
】【
現
代
語
訳
】
か
ら
成
り
、
内
容
に
よ
っ
て
適
当

な
段
落
に
区
切
っ
た
も
の
で
あ
る
。

三
、
各
篇
の
冒
頭
に
は
簡
単
な
要
旨
を
述
べ
て
読
解
の
便
に
供
し
た
。

四
、
原
文
は
極
力
底
本
の
文
字
を
用
い
る
よ
う
に
し
た
が
、
写
植
文
字
の
制
約
に
よ
り
、

原
文
と
は
異
な
る
字
体
と
な
っ
た
文
字
も
あ
る
。

五
、
原
文
を
改
め
た
場
合
は
、
原
本
の
文
字
は
（

）
で
示
し
、
校
訂
及
び
増
補
し
た
文

字
は
〔

〕
で
示
す
。
そ
の
詳
細
は
【
校
記
】
で
述
べ
る
。

六
、【
書
き
下
し
文
】
は
校
訂
・
増
補
し
た
原
文
に
基
づ
い
て
書
き
下
し
た
。

七
、【
書
き
下
し
文
】
で
は
、
脱
文
の
字
数
が
不
明
の
場
合
は
、
…
…
で
示
し
、
特
定
で
き

る
場
合
は
□
を
一
字
と
し
て
示
す
。

八
、【
現
代
語
訳
】
で
は
、
補
訳
は
（

）
で
示
し
、
補
注
は
〔

〕
で
示
す
。

九
、
校
記
及
び
注
で
言
及
す
る
書
名
・
人
物
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①

宋
本

宋
嘉
定
四
年
江
右
計
臺
刻
本
（
『
北
京
図
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
』
２
所

収
）

②

盧
文
弨

『
春
秋
繁
露
』
十
七
巻
（
『
抱
経
堂
叢
書
』
所
収
）

③

凌
曙

『
春
秋
繁
露
注
』
十
七
巻

嘉
慶
二
十
年
蜚
雲
閣
凌
氏
叢
書
本

④

兪
樾

『
諸
子
平
議
』（
『
春
在
堂
全
書
』
所
収
）

⑤

劉
師
培

『
春
秋
繁
露
斠
補
』（
『
劉
申
叔
先
生
遺
書
』
所
収
）

⑥

『
今
註
今
譯
』

頼
炎
元
註
譯
『
春
秋
繁
露
今
註
今
譯
』（
台
湾
商
務
印
書
館
）

⑦

『
校
釋
』

鍾
肇
鵬
主
編
『
春
秋
繁
露
校
釋(

校
補
本)

』（
河
北
人
民
出
版
社
）

郊
祀
第
六
十
九

本
篇
は
郊
祭
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
る
。
郊
祭
が
諸
も
ろ
の
祭
の
う
ち
で
も
っ
と
も

重
要
な
も
の
な
の
で
、
天
を
祭
る
郊
祭
を
行
わ
ず
、
天
以
外
の
神
の
祭
祀
を
行
う
こ
と
は
、

祭
祀
の
順
序
を
あ
や
ま
り
、
礼
に
合
致
し
な
い
。
郊
祭
を
行
う
の
は
旱
魃
の
よ
う
な
天
か

ら
の
と
が
め
が
な
い
こ
と
を
願
っ
て
行
う
の
で
あ
る
と
す
る
。

周
宣
王
時
、
天
下
旱
、
歳
惡
甚
。
王
憂
之
。
其
詩
曰
、
倬
彼
雲
漢
、
昭
囘
於
天
。
王
曰
、

嗚
呼
、
何
辜
今
之
人
。
天
降
喪
亂
、
饑
饉
薦
臻
。
靡
神
不
舉
、
靡
愛
斯
牲
。
珪
璧
既
卒
、

寧
莫
我
聽
。
旱
既
太
甚
、
蘊
隆
蟲
蟲
。
不
殄
禋
祀
、
自
郊
徂
宮
。
上
下
奠
瘞
、
靡
神
不
宗
。

后
稷
不
克
、
上
帝
不
臨
。
耗
射
下
土
、
寧
丁
我
躬
。
宣
王
自
以
爲
不
能
乎
后
稷
、
不
中
乎

上
帝
。
故
有
此
災
。
有
此
災
、
愈
恐
懼
而
謹
事
天
。
天
若
不
予
是
家
、
是
家
者
安
得
立
爲

天
子
。
立
爲
天
子
者
、
天
予
是
家
。
天
予
是
家
者
、
天
使
是
家
。（
天
使
是
家
者
）
①
、
是

家
、
天
之
所
予
也
、
天
之
所
使
也
。
天
已
予
之
、
天
已
使
之
、
其
（
間
）〔
家
〕
②
不
可
以

接
天
何
哉
。
故
春
秋
凡
（
譏
）〔
議
〕
③
郊
、
未
嘗
譏
君
德
不
成
於
郊
也
。
乃
不
郊
而
祭
山

川
、
失
祭
之
敍
、
逆
於
禮
。
故
必
譏
之
。
以
此
觀
之
、
不
祭
天
者
、
乃
不
可
祭
小
神
也
。

郊
因
先
卜
、
不
吉
不
敢
郊
。
百
神
之
祭
不
卜
、
而
郊
獨
卜
、
郊
祭
最
大
也
。
春
秋
譏
喪
祭
、

不
譏
喪
郊
。
郊
不
辟
喪
。
喪
尚
不
辟
、
況
他
物
。
郊
祝
曰
、
皇
皇
上
天
、
照
臨
下
土
。
集

地
之
靈
、
降
甘
風
雨
。
庶
物
羣
生
、
各
得
其
所
。
靡
今
靡
古
、
維
予
一
人
某
、
敬
拜
皇
天

之
祜
。
夫
不
自
爲
言
、
而
爲
庶
物
羣
生
言
、
以
人
心
庶
天
無
尤
焉
。
天
無
尤
焉
、
而
辭
恭

順
、
宜
可
喜
也
。

右
郊
祀
九
句
、
九
句
者
陽
數
也
。
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【
校
記
】

①

「
天
使
是
家
者
」

盧
文
弨
に
従
い
、
削
除
す
る
。

②

「
間
」

兪
樾
に
従
い
、「
家
」
字
に
改
め
る
。

③

「
譏
」

宋
本
・
凌
本
な
ど
に
従
い
、「
議
」
字
に
改
め
る
。

【
書
き
下
し
文
】

郊
祀
第
六
十
九
①

②
周
の
宣
王
③
の
時
、
天
下
旱
し
、
歳
惡
甚
し
。
王
之
を
憂
ふ
。
其
の
『
詩
』
④
に
、「
倬

た
る
彼
の
雲
漢
、
昭
り
天
に
囘
る
。
王
曰
く
、『
嗚
呼
、
何
の
辜
あ
る
今
の
人
。
天
、
喪
亂

ひ
か

つ
み

を
降
し
、
饑
饉
薦
り
に
臻
る
。
神
と
し
て
舉
げ
ざ
る
靡
く
、
斯
の
牲
を
愛
む
靡
し
。
珪
璧

し
き

い
た

な

を
し

な

既
に
卒
き
、
寧
て
我
に
聽
く
莫
し
。
旱
既
に
太
だ
甚
し
、
蘊

隆

蟲

蟲
た
り
。
禋
祀
を
殄

つ

か
つ

う
ん
り
ゅ
う
ち
ゅ
う
ち
ゅ
う

い

ん

し

た

た
ず
、
郊
よ
り
宮
に
徂
く
。
上
下
に
奠
瘞
し
、
神
と
し
て
宗
せ
ざ
る
靡
し
。
后
稷
克
ら
ず
、

ゆ

て
ん
え
い

な

し

上
帝
臨
ず
。
下
土
を
耗
射
し
、
寧
て
我
が
躬
に
丁
ら
し
む
る
か
』
と
」
と
曰
ふ
。
宣
王
自

み

か
つ

み

あ
た

ら
以
て
后
稷
に
能
ら
ず
、
上
帝
に
中
ら
ず
。
故
に
此
の
災
有
り
と
爲
す
。
此
の
災
有
り
て
、
愈

あ
た

あ
た

い
よ

い
よ
恐
懼
し
て
謹
し
ん
で
天
に
事
ふ
。
天
若
し
是
の
家
に
予
へ
ざ
れ
ば
、
是
の
家
安
く
ん

つ
か

も

あ
た

い
づ

ぞ
立
ち
て
天
子
と
爲
る
を
得
ん
や
。
立
ち
て
天
子
と
爲
る
者
は
、
天
、
是
の
家
に
予
ふ
。

あ
た

天
、
是
の
家
に
予
ふ
る
者
は
、
天
、
是
の
家
を
使
ふ
。
是
の
家
は
天
の
予
ふ
る
所
な
り
、

天
の
使
ふ
所
な
り
。
天
已
に
之
に
予
へ
、
天
已
に
之
を
使
ふ
に
、
其
の
家
以
て
天
に
接
す

可
か
ら
ざ
る
は
何
ぞ
や
。
故
に
『
春
秋
』
凡
そ
郊
を
議
す
る
に
、
未
だ
嘗
て
君
德
、
郊
に

成
ら
ざ
る
を
譏
ら
ざ
る
な
り
。
乃
ち
郊
せ
ず
し
て
山
川
を
祭
る
は
、
祭
り
の
敍
を
失
し
、

そ
し

禮
に
逆
ふ
。
故
に
必
ず
之
を
譏
る
。
此
を
以
て
之
を
觀
れ
ば
、
天
を
祭
ら
ざ
る
者
は
、
乃

ち
小
神
を
祭
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
郊
は
因
り
て
先
づ
卜
し
、
吉
な
ら
ざ
れ
ば
敢
て
郊
せ

ず
⑤
。
百
神
の
祭
は
卜
せ
ず
し
て
、
郊
獨
り
卜
す
る
は
、
郊
祭
最
も
大
な
れ
ば
な
り
。『
春

秋
』
は
喪
祭
を
譏
り
⑥
、
喪
郊
を
譏
ら
ず
⑦
。
郊
は
喪
を
辟
け
ず
。
喪
す
ら
尚
ほ
辟
け
ず
、

況
ん
や
他
の
物
を
や
。
郊
祝
し
て
曰
く
⑧
、「
皇
皇
た
る
上
天
、
下
土
を
照
臨
す
。
地
の
靈

を
集
め
、
甘
き
風
雨
を
降
す
。
庶
物
羣
生
し
、
各
お
の
其
の
所
を
得
。
今
と
靡
く
古
と
靡

く
、
維
れ
予
一
人
某
、
敬
し
ん
で
皇
天
の
祜
を
拜
す
」
と
。
夫
れ
自
ら
の
爲
に
言
は
ず
し

て
、
庶
物
羣
生
の
爲
に
言
ふ
は
、
人
心
、
天
、
尤
む
る
無
き
を

庶

ふ
を
以
て
な
り
。
天
、
尤

と
が

こ
ひ
ね
が

と
が

む
る
無
く
、
辭
恭
順
な
る
は
、
宜
し
く
喜
ぶ
可
き
な
り
。

右
郊
祀
九
句
、
九
句
は
陽
數
な
り
。

【
注
】

①

「
郊
祀
」
は
天
子
が
天
を
郊
外
で
祀
る
祭
り
で
あ
る
。
錢
塘
（
盧
校
引
）
は
、
「
『
郊

祀
』
は
當
に
『
郊
祝
』
に
作
る
べ
き
に
似
た
り
」
と
い
う
。

②

「
周
宣
王
」
の
上
に
は
も
と
「
爲
人
子
而
不
事
父
者
、
天
下
莫
能
以
爲
可
。
今
爲
天

之
子
而
不
事
天
、
何
以
異
是
。
是
故
天
子
毎
至
歳
首
、
必
先
郊
祭
以
享
天
、
乃
敢
爲
地
、

行
子
禮
也
。
毎
將
興
師
、
必
先
郊
祭
以
告
天
、
乃
敢
征
伐
、
行
子
道
也
。
文
王
受
天
命

而
王
天
下
、
先
郊
乃
敢
行
事
、
而
興
師
伐
崇
。
其
詩
曰
、
芃
芃
棫
樸
、
薪
之
槱
之
。
濟

濟
辟
王
、
左
右
趨
之
。
濟
濟
辟
王
、
左
右
奉
璋
。
奉
璋
峩
峩
、
髦
士
攸
宜
。
此
郊
辭
也
。

其
下
曰
、
淠
彼
涇
舟
、
烝
徒
檝
之
。
周
王
於
邁
、
六
師
及
之
。
此
伐
辭
也
。
其
下
曰
、

文
王
受
命
、
有
此
武
功
。
既
伐
于
崇
、
作
邑
於
豐
。
以
此
辭
者
、
見
文
王
受
命
則
郊
。

郊
乃
伐
崇
、
伐
崇
之
時
、
民
何
處
央
乎
」
の
百
九
十
五
字
が
あ
っ
た
が
、
盧
文
弨
が
郊

祭
篇
の
錯
簡
と
み
な
す
の
に
従
い
、
凌
本
は
郊
祭
篇
に
移
し
た
。
義
證
本
も
そ
れ
に
従

う
。

③

「
周
の
宣
王
」、
姓
は
姫
、
名
は
靜
。
厲
王
の
子
。
厲
王
の
無
道
の
あ
と
を
う
け
て
即

位
し
、
周
道
を
復
興
し
、
中
興
の
主
と
称
さ
れ
た
。

④

『
詩
』
は
大
雅
・
蕩
・
雲
漢
の
一
節
。
そ
の
小
序
に
「
雲
漢
は
仍
叔
、
宣
王
を
美
む

る
な
り
。
宣
王
、
厲
王
の
烈
を
承
け
、
内
に
撥
亂
の
志
有
り
。
烖
に
遇
ひ
て
懼
れ
、
身

を
側
て
て
行
ひ
を
脩
め
、
之
を
鎖
し
去
ら
ん
と
欲
す
。
天
下
、
王
化
の
復
た
行
は
れ
、

百
姓
憂
へ
ら
る
る
を
喜
ぶ
。
故
に
是
の
詩
を
作
る
な
り
」
と
あ
る
。
毛
詩
に
は
「
耗
射

坂本具償 他：『春秋繁露』訳注稿 郊祀・順命・郊事對・執贄・山川頌篇
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下
土
」
を
「
耗
斁
下
土
」
に
作
る
。

⑤

『
春
秋
』
に
は
卜
の
結
果
、
郊
祭
を
せ
ず
に
望
祭
だ
け
を
し
た
と
い
う
記
載
が
二
度

見
え
る
。

夏
、
四
月
、
四
卜
郊
。
不
從
。
乃
免
牲
。
猶
三
望
。（
僖
公
三
十
一
年
）

春
、
王
正
月
、
郊
牛
之
口
傷
。
改
卜
牛
。
牛
死
。
乃
不
郊
。
猶
三
望
。（
宣
公
三
年
）

僖
公
三
十
一
年
『
左
傳
』
に
は
、

望
は
郊
の
細
な
り
。
郊
せ
ざ
れ
ば
亦
望
す
る
無
く
し
て
可
な
り
。（
望
、
郊
之
細
也
。

不
郊
亦
無
望
可
也
）

『
公
羊
傳
』
に
、

何
を
以
て
書
す
る
。
郊
せ
ず
し
て
望
祭
す
る
を
譏
る
な
り
。（
何
以
書
。
譏
不
郊
而

そ
し

望
祭
也
）

と
あ
り
、
そ
の
何
休
注
に
「
尊
者
食
せ
ず
し
て
、
卑
者
獨
り
食
す
る
を
譏
る
」
と
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
郊
祭
は
君
と
な
れ
ば
行
っ
て
も
よ
く
、
必
ず
し
も
功
な
り
德
就
っ
た
あ

な

と
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

⑥

閔
公
二
年
「
夏
、
五
月
乙
酉
、
吉
禘
于
莊
公
」
の
『
公
羊
傳
』
に
、

何
を
以
て
書
す
る
。
譏
れ
ば
な
り
。
何
を
か
譏
る
。
始
め
て
三
年
な
ら
ざ
る
を
譏

る
な
り
。（
何
以
書
。
譏
。
何
譏
爾
。
譏
始
不
三
年
也
）

『
穀
梁
傳
』
に
、

喪
事
未
だ
畢
ら
ず
し
て
吉
祭
を
舉
ぐ
。
故
に
之
を
非
る
な
り
。（
喪
事
未
畢
而
舉
吉

を
は

祭
。
故
非
之
也
）

と
あ
り
、
莊
公
が
亡
く
な
っ
て
三
年
の
喪
が
お
わ
ら
な
い
う
ち
に
禘
祭
を
行
っ
た
こ
と

を
譏
っ
て
い
る
。

⑦

宣
公
二
年
「
冬
、
十
月
乙
亥
、
天
王
崩
」
の
際
に
、
翌
三
年
正
月
、
魯
は
郊
祭
を
行

お
う
と
し
た
が
、
郊
牛
の
口
が
傷
つ
い
た
り
、
死
ん
だ
り
し
た
の
で
、
結
局
郊
祭
は
取

り
や
め
に
な
り
、
望
祭
を
行
っ
た
。
此
の
時
に
は
郊
祭
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
『
春

秋
』
は
譏
っ
て
は
い
な
い
。
ま
た
『
繁
露
』
郊
祭
篇
に
も
、

『
春
秋
』
の
義
、
國
に
大
喪
有
れ
ば
、
宗
廟
の
祭
り
を
止
ど
む
る
も
、
而
も
郊
祭

し
か

を
止
ど
め
ず
。
郊
祭
を
止
ど
め
ざ
る
は
、
敢
て
父
母
の
喪
を
以
て
、
天
に
事
ふ
る

の
禮
を
廢
せ
ざ
れ
ば
な
り
。（
春
秋
之
義
、
國
有
大
喪
者
、
止
宗
廟
之
祭
、
而
不
止

郊
祭
。〔
不
止
郊
祭
者
〕、
不
敢
以
父
母
之
喪
、
廢
事
天
（
地
）
之
禮
也
）

喪
に
は
祭
ら
ず
、
唯
だ
天
を
祭
る
の
み
、
喪
を
越
え
て
事
を
行
ふ
を
爲
す
と
曰
ふ
。

夫
れ
古
の
、
天
を
畏
敬
し
て
天
の
郊
を
重
ん
ず
る
こ
と
、
此
の
如
く
甚
し
き
な
り
。

（
喪
者
不
祭
、
唯
祭
天
、
爲
越
喪
而
行
事
。
夫
古
之
畏
敬
天
而
重
天
郊
、
如
此
甚

也
）

と
い
う
。

⑧

舊
本
で
は
こ
の
一
文
を
「
皇
皇
上
天
、
照
臨
下
土
。
集
地
之
靈
、
降
甘
風
雨
。
庶
物

羣
生
、
言
而
已
矣
」
に
作
る
。
義
證
本
は
、
盧
文
弨
の
「
舊
本
訛
し
て
『
言
而
已
矣
』

に
作
り
、
『
各
得
其
所
』
以
下
の
四
句
無
し
。
今
、
『
大
戴
禮
記
』
公
冠
篇
及
び
『
博
物

志
』
の
文
を
以
て
訂
補
す
。
下
云
ふ
所
の
『
郊
祀
九
句
』
と
合
す
」
と
い
う
の
に
従
っ

て
改
め
る
。
た
だ
『
博
物
志
』
に
は
「
皇
皇
上
天
、
照
臨
下
土
。
集
地
之
靈
、
降
甘
風

雨
。
庶
物
羣
生
、
各
得
其
所
」
と
あ
り
、
下
の
三
句
が
な
い
。

【
現
代
語
訳
】

郊
祀
第
六
十
九

周
の
宣
王
の
時
、
天
下
に
は
旱
魃
が
つ
づ
き
、
収
穫
も
あ
が
ら
な
か
っ
た
。
宣
王
は
こ

の
よ
う
な
状
況
を
と
て
も
心
配
し
た
。
当
時
の
『
詩
』
に
次
の
よ
う
に
言
う
、「
明
る
く
輝

く
天
の
河
は
光
り
輝
き
な
が
ら
天
を
め
ぐ
る
。
宣
王
は
そ
れ
を
み
な
が
ら
、『
あ
あ
、
今
の

人
に
何
の
罪
が
あ
る
と
い
う
の
か
。
天
は
戦
乱
を
地
上
に
降
し
、
飢
饉
が
何
度
も
つ
づ
く
。

（
私
は
）
あ
ら
ゆ
る
神
を
祭
り
、
犠
牲
を
惜
し
ま
ず
に
供
え
た
。（
神
に
捧
げ
る
）
珪
や
璧

も
供
え
尽
く
し
た
の
に
、
天
は
私
の
願
い
を
聞
き
い
れ
て
は
く
だ
さ
ら
な
い
。
旱
魃
は
ひ

ど
く
、
高
温
が
つ
づ
き
蒸
し
暑
い
。
雨
乞
い
の
祭
り
を
絶
や
す
こ
と
な
く
行
い
、
郊
で
天

を
祭
り
、
宗
廟
に
も
ど
っ
て
地
を
祭
る
。
上
は
天
、
下
は
地
に
供
え
物
を
供
え
、
あ
ら
ゆ

る
神
を
尊
ん
だ
。（
そ
れ
な
の
に
）
后
稷
は
私
の
苦
し
い
胸
の
内
も
わ
か
っ
て
は
く
れ
ず
、
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上
帝
は
私
の
真
心
を
み
て
も
く
れ
な
い
。
天
は
ど
う
し
て
国
土
を
荒
廃
さ
せ
、
私
の
御
代

に
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
お
こ
さ
せ
た
の
か
』
と
い
う
」。
宣
王
は
、
后
稷
に
苦
し
い
胸
の
内

も
わ
か
っ
て
も
ら
え
ず
、
上
帝
に
真
心
を
み
て
も
ら
え
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
旱

魃
の
災
害
が
発
生
し
た
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
旱
魃
の
災
害
が
発
生
し
た
の

で
、
宣
王
は
ま
す
ま
す
恐
懼
し
て
天
に
つ
か
え
た
。
そ
も
そ
も
天
が
天
下
を
こ
の
周
と
い

う
家
に
与
え
な
け
れ
ば
、
こ
の
家
が
ど
う
し
て
天
子
と
し
て
立
つ
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ

う
か
。
天
子
と
し
て
立
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
天
が
天
下
を
こ
の
家
に
与
え
た
の
で
あ
る
。

天
が
天
下
を
こ
の
家
に
与
え
た
と
い
う
こ
と
は
、
天
が
こ
の
家
に
天
下
を
治
め
さ
せ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
家
は
天
か
ら
天
下
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
天
が
こ
の
家
に
天
下
を

治
め
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
天
が
天
下
を
こ
の
家
に
与
え
、
天
が
こ
の
家
に
天
下

を
治
め
さ
せ
た
の
に
、
こ
の
家
が
天
と
心
を
通
じ
あ
え
な
い
の
は
ど
う
し
て
か
。
だ
か
ら

『
春
秋
』
が
郊
祭
に
つ
い
て
議
論
す
る
場
合
、
君
の
徳
が
郊
祭
を
行
う
時
点
で
成
就
し
て

い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
譏
ら
な
い
。
し
か
し
郊
祭
を
行
わ
ず
に
山
川
を
祭
る
こ
と
は
、

祭
祀
の
順
序
を
あ
や
ま
り
、
礼
に
合
致
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
必
ず
譏
る
。
以
上

の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
天
の
祭
祀
を
行
わ
な
い
も
の
は
、
天
以
外
の
神
の
祭
祀
を
行
っ

て
は
な
ら
な
い
。
郊
祭
を
行
う
に
先
だ
っ
て
ま
づ
卜
し
、
卜
し
て
吉
と
で
な
け
れ
ば
、
郊

祭
は
行
わ
な
い
。
天
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
神
の
祭
祀
に
対
し
て
は
卜
せ
ず
、
郊
祭
だ
け
卜
す

る
の
は
、
郊
祭
が
も
っ
と
も
重
要
だ
か
ら
で
あ
る
。『
春
秋
』
は
喪
の
期
間
に
（
郊
祭
以
外

の
）
祭
祀
を
行
う
の
を
譏
り
、
喪
の
期
間
に
郊
祭
を
行
う
こ
と
は
譏
ら
な
い
。
郊
祭
は
喪

が
あ
っ
て
も
回
避
し
な
い
。
喪
で
さ
え
も
（
郊
祭
を
）
回
避
し
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
他

の
こ
と
で
郊
祭
を
回
避
し
て
行
わ
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
郊
祭
の
祝
詞
に
い
う
、「
偉
大

な
る
天
は
、
大
地
を
照
ら
し
、
地
上
の
霊
気
を
集
め
、
恵
み
の
風
や
雨
を
降
ら
す
。
万
物

は
生
長
し
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
い
る
べ
き
場
所
に
安
ん
じ
る
。
古
今
に
関
係
な
く
、
私
は

つ
つ
し
ん
で
天
の
恵
み
を
承
り
ま
す
」
と
。
そ
も
そ
も
天
子
が
自
分
の
た
め
に
祈
ら
ず
に
、

万
物
の
生
長
の
た
め
に
祈
る
の
は
、
天
か
ら
の
と
が
め
が
な
い
こ
と
を
期
待
し
た
か
ら
で

あ
る
。
天
か
ら
の
と
が
め
が
な
く
、
郊
祭
の
言
葉
が
恭
順
で
あ
る
の
は
、
喜
ぶ
べ
き
こ
と

で
あ
る
。

以
上
、
郊
祭
の
祝
詞
九
句
で
あ
る
。
九
句
は
陽
の
数
で
あ
る
。

順
命
第
七
十

本
篇
は
天
・
天
命
・
畏
に
つ
い
て
、
例
を
挙
げ
な
が
ら
述
べ
る
。
最
初
に
天
子
と
い
う

名
称
の
由
来
と
そ
の
至
高
性
に
つ
い
て
述
べ
、『
春
秋
』
に
お
け
る
尊
卑
爵
位
の
高
下
の
並

べ
方
は
一
貫
し
て
い
て
わ
か
り
や
す
い
と
し
、
そ
の
例
を
挙
げ
る
。
さ
ら
に
天
命
を
奉
じ

る
こ
と
が
で
き
な
い
天
子
・
諸
侯
・
子
・
臣
・
妾
・
妻
の
例
を
挙
げ
て
、
そ
の
罪
の
重
さ

を
述
べ
、
最
後
に
天
命
・
大
人
聖
人
の
言
を
畏
れ
る
と
い
う
孔
子
の
言
葉
を
引
い
て
、
天

命
・
大
人
・
聖
人
の
言
を
お
そ
れ
な
か
っ
た
例
を
挙
げ
て
、
こ
の
三
者
は
内
容
は
異
な
る

が
結
果
は
同
じ
で
あ
る
と
す
る
。

父
者
子
之
天
也
。
（
天
）
〔
祖
〕
①
者
父
之
天
也
。
無
天
而
生
、
未
之
有
也
。
天
者
萬
物

之
祖
。
萬
物
非
天
不
生
。
獨
陰
不
生
、
獨
陽
不
生
。
陰
陽
與
天
地
參
、
然
後
生
。
故
曰
、（
父
）

〔
天
〕
②
之
子
也
可
尊
。
母
之
子
也
可
卑
。
尊
者
取
尊
號
、
卑
者
取
卑
號
。
故
德
侔
天
地

者
〔
稱
〕
皇
〔
帝
〕
③
、
天
右
而
子
之
、
號
稱
天
子
。
其
次
有
五
等
之
爵
以
尊
之
、
皆
以

國
邑
爲
號
。
其
無
德
於
天
地
之
間
者
、
州
國
人
（
民
）〔
氏
〕
④
。
甚
者
不
得
繋
國
邑
、
皆

絶
骨
肉
之
屬
、
離
人
倫
、
謂
之
閽
盜
而
已
。
無
名
姓
號
氏
於
天
地
之
間
、
至
賤
乎
賤
者
也
。

其
尊
至
（
德
）〔
高
〕
⑤
、
巍
巍
乎
不
可
以
加
矣
。
其
卑
至
賤
、
冥
冥
其
無
下
矣
。

春
秋
列
序
位
尊
卑
之
陳
、
累
累
乎
可
得
而
觀
也
。
雖
闇
且
愚
、
莫
不
昭
然
。
公
子
慶
父
、

罪
亦
不
當
繋
於
國
、
以
親
之
故
爲
之
諱
、
而
（
謂
之
）〔
繋
諸
母
之
國
、
稱
〕
⑥
齊
〔
之
〕

⑥
仲
孫
、
去
其
公
子
之
親
也
。
故
有
大
罪
不
奉
其
天
命
者
、
皆
棄
其
天
倫
。
人
於
天
也
、

以
道
受
命
。
其
於
人
、
以
言
受
命
。
不
若
於
道
者
、
天
絶
之
。
不
若
於
言
者
、
人
絶
之
。

臣
子
大
受
命
於
君
、
辭
而
出
疆
、
唯
有
社
稷
國
家
之
危
、
猶
得
發
辭
而
專
安
之
。〔
鄄
〕
⑦

盟
、
是
也
。

天
子
受
命
於
天
、
諸
侯
受
命
於
天
子
、
子
受
命
於
父
、
臣
妾
受
命
於
君
、
妻
受
命
於
夫
。
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諸
所
受
命
者
、
其
尊
皆
天
也
。
雖
謂
受
命
於
天
亦
可
。
天
子
不
能
奉
天
之
命
、
則
廢
而
稱

公
。
王
者
之
後
、
是
也
。
公
侯
不
能
奉
天
子
之
命
、
則
名
絶
而
不
得
就
位
。
衞
侯
朔
、
是

也
。
子
不
奉
父
命
、
則
有
伯
討
之
罪
。
衞
世
子
蒯
聵
、
是
也
。
臣
不
奉
君
命
、
雖
善
以
叛

言
。
晉
趙
鞅
入
於
晉
陽
以
叛
、
是
也
。
妾
不
奉
君
之
命
、
則
〔
□
〕
⑧
。
媵
女
先
至
者
、

是
也
。
妻
不
奉
夫
之
命
、
則
絶
。
夫
〔
人
〕
⑨
不
言
及
、
是
也
。
曰
、
不
奉
順
於
天
者
、

其
罪
如
此
。

孔
子
曰
、
畏
天
命
、
畏
大
人
、
畏
聖
人
之
言
。
其
祭
社
稷
宗
廟
山
川
鬼
神
、
不
以
其
道
、

無
災
無
害
。
至
於
祭
天
不
享
、
其
卜
不
從
、
使
其
牛
口
傷
、
鼷
鼠
食
其
角
。
或
言
食
牛
、

或
言
食
而
死
、
或
食
而
生
、
或
不
食
而
自
死
、
或
改
卜
而
牛
死
、
或
卜
而
食
其
角
。
過
有

深
淺
薄
厚
、
而
災
有
簡
甚
、
不
可
不
察
也
。
猶
郊
之
變
、
因
其
災
而
之
變
應
而
無
爲
也
。

見
百
事
之
變
、（
之
）〔
人
〕
⑩
所
不
知
而
自
然
者
、〔
可
〕
⑪
勝
言
與
。
以
此
見
其
可
畏
、

專
誅
絶
者
其
唯
天
乎
。
臣
（
殺
）
〔
弑
〕
⑫
君
、
子
（
殺
）
〔
弑
〕
⑫
父
、
三
十
有
餘
。
諸

其
賤
者
則
損
。
以
此
觀
之
、
可
畏
者
其
唯
天
命
大
人
乎
。
亡
國
五
十
有
餘
、
皆
不
事
畏
者

也
。
況
不
畏
大
人
。
大
人
專
誅
之
、
君
之
滅
者
、
何
日
之
有
哉
。
魯
宣
違
聖
人
之
言
、
變

古
易
常
、
而
災
立
至
。
聖
人
之
言
可
不
愼
〔
與
〕
⑬
。
此
三
畏
者
、
異
指
而
同
致
。
故
聖

人
同
之
、
倶
言
其
可
畏
也
。

【
校
記
】

①

「
天
」

兪
樾
に
従
い
、「
祖
」
に
改
め
る
。

②

「
父
」

蘇
輿
に
従
い
、「
天
」
に
改
め
る
。

③

「
故
德
侔
天
地
者
皇
天
右
而
子
之
」

劉
師
培
が
、
三
代
改
制
質
文
に
「
德
侔
天
地

者
、
稱
皇
帝
。
天
佑
而
子
之
、
號
稱
天
子
」
と
あ
る
の
に
よ
り
「
故
德
侔
天
地
者
稱
皇

帝
天
右
而
子
之
」
と
改
め
る
の
に
従
う
。

④

「
民
」

兪
樾
に
従
い
、「
氏
」
に
改
め
る
。

⑤

「
德
」

蘇
輿
に
従
い
、「
高
」
に
改
め
る
。

⑥

「
而
謂
之
齊
仲
孫
」

劉
師
培
に
従
い
、「
而
繋
諸
母
之
國
稱
齊
之
仲
孫
」
に
改
め
る
。

（
注
⑦
参
照
）

⑦

陳
立
（
『
公
羊
義
疏
』
二
十
二
）
に
従
い
、「
鄄
」
字
を
補
う
。

⑧

劉
師
培
に
従
い
、
一
字
脱
し
て
い
る
と
み
る
。（
注
⑭
参
照
）

⑨

劉
師
培
に
従
い
、「
人
」
字
を
補
う
。

⑩

「
之
」

劉
師
培
に
従
い
、「
人
」
に
改
め
る
。

⑪

惠
棟
（
『
校
釋
』
引
）
に
従
い
、「
可
」
字
を
補
う
。

⑫

「
殺
」

凌
曙
に
従
い
、「
弑
」
に
改
め
る
。

⑬

盧
文
弨
に
従
い
、「
與
」
字
を
補
う
。

【
書
き
下
し
文
】

順
命
第
七
十

父
は
子
の
天
な
り
。
祖
は
父
の
天
な
り
。
天
無
く
し
て
生
ず
る
は
、
未
だ
之
れ
有
ら
ざ

る
な
り
。
天
は
萬
物
の
祖
な
り
①
。
萬
物
は
天
に
非
ざ
れ
ば
生
ぜ
ず
②
。
獨
陰
生
ぜ
ず
、

獨
陽
生
ぜ
ず
。
陰
陽
は
天
地
と
參
じ
て
、
然
る
後
に
生
ず
。
故
に
曰
く
、「
天
の
子
は
尊
ぶ

可
し
。
母
の
子
は
卑
し
む
可
し
」
と
。
尊
者
は
尊
號
を
取
り
、
卑
者
は
卑
號
を
取
る
③
。

故
に
德
、
天
地
に
侔
し
き
者
を
皇
帝
と
稱
し
、
天
右

び
て
之
を
子
と
し
、
號
し
て
天
子
と

ひ
と

た
ふ
と

稱
す
。
其
の
次
は
五
等
の
爵
有
り
て
以
て
之
を
尊
び
、
皆
國
邑
を
以
て
號
と
爲
す
④
。
其

の
、
天
地
の
間
に
德
無
き
者
は
、
州
・
國
・
人
・
氏
も
て
い
ふ
⑤
。
甚
し
き
者
は
國
邑
に

繋
く
る
を
得
ず
、
皆
骨
肉
の
屬
を
絶
ち
、
人
倫
を
離
れ
、
之
を
閽
盜
と
謂
ふ
の
み
⑥
。
天

地
の
間
に
名
姓
號
氏
無
き
は
、
至
て
賤
し
き
者
よ
り
賤
し
き
な
り
。
其
の
尊
さ
は
至
高
、

巍
巍
乎
と
し
て
以
て
加
ふ
可
か
ら
ず
。
其
の
卑
し
さ
は
至
賤
、
冥
冥
と
し
て
其
れ
下
無
し
。

『
春
秋
』
の
列
序
位
尊
卑
の
陳
は
、
累
累
乎
と
し
て
得
て
觀
る
可
き
な
り
。
闇
且
つ
愚

と
雖
も
、
昭
然
た
ら
ざ
る
莫
し
。
公
子
慶
父
、
罪
亦
當
に
國
に
繋
く
べ
か
ら
ず
、
親
の
故

を
以
て
之
が
爲
に
諱
み
て
、
諸
を
母
の
國
に
繋
け
、
齊
の
仲
孫
と
稱
し
、
其
の
公
子
の
親

こ
れ

を
去
る
な
り
⑦
。
故
に
大
罪
、
其
の
天
命
を
奉
ぜ
ざ
る
有
る
者
は
、
皆
其
の
天
倫
を
棄
つ
。

人
の
、
天
に
於
け
る
や
、
道
を
以
て
命
を
受
く
。
其
の
、
人
に
於
け
る
や
、
言
を
以
て
命
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を
受
く
。
道
に

若

は
ざ
る
者
は
、
天
之
を
絶
つ
。
言
に
若
は
ざ
る
者
は
、
人
之
を
絶
つ
。

し
た
が

臣
子
大
い
に
命
を
君
に
受
け
⑧
、
辭
し
て
疆
を
出
づ
れ
ば
、
唯
だ
社
稷
國
家
の
危
有
る
の

み
、
猶
ほ
辭
を
發
し
て
之
を
專
ら
に
し
安
ん
ず
る
を
得
。
鄄
の
盟
、
是
れ
な
り
⑨
。

天
子
は
命
を
天
に
受
け
、
諸
侯
は
命
を
天
子
に
受
け
、
子
は
命
を
父
に
受
け
、
臣
妾
は

命
を
君
に
受
け
、
妻
は
命
を
夫
に
受
く
。
諸
も
ろ
の
命
を
受
く
る
所
の
者
、
其
の
尊
き
は

皆
天
な
り
。
命
を
天
に
受
く
と
謂
ふ
と
雖
も
亦
可
な
り
。
天
子
、
天
の
命
を
奉
ず
る
能
は

ざ
れ
ば
、
則
ち
廢
さ
れ
て
公
と
稱
す
。
王
者
の
後
、
是
れ
な
り
⑩
。
公
侯
、
天
子
の
命
を

奉
ず
る
能
は
ざ
れ
ば
、
則
ち
名
絶
た
れ
て
位
に
就
く
を
得
ず
。
衞
侯
朔
、
是
れ
な
り
⑪
。

子
、
父
の
命
を
奉
ぜ
ざ
れ
ば
、
則
ち
伯
討
の
罪
有
り
。
衞
の
世
子
蒯
聵
、
是
れ
な
り
⑫
。

臣
、
君
の
命
を
奉
ぜ
ざ
れ
ば
、
善
と
雖
も
叛
を
以
て
言
ふ
。
晉
の
趙
鞅
、
晉
陽
に
入
り
て

以
て
叛
す
、
是
れ
な
り
⑬
。
妾
、
君
の
命
を
奉
ぜ
ざ
れ
ば
、
則
ち
□
。
媵
女
先
に
至
る
者
、

是
れ
な
り
⑭
。
妻
、
夫
の
命
を
奉
ぜ
ざ
れ
ば
、
則
ち
絶
つ
。
夫
人
に
は
及
と
言
は
ず
、
是

れ
な
り
⑮
。
曰
く
、
天
を
奉
順
せ
ざ
る
者
、
其
の
罪
此
の
如
し
⑯
。

⑰
孔
子
、「
天
命
を
畏
れ
、
大
人
を
畏
れ
、
聖
人
の
言
を
畏
る
」
⑱
と
曰
ふ
。
其
れ
、
社

稷
宗
廟
山
川
鬼
神
を
祭
る
に
、
其
の
道
を
以
て
せ
ざ
る
も
、
災
無
く
害
無
し
。
天
を
祭
り

て
享
け
ざ
る
に
至
り
て
は
、
其
の
卜
從
は
ず
⑲
、
其
の
牛
の
口
を
し
て
傷
つ
け
し
め
⑳
、

鼷
鼠
、
其
の
角
を
食
ふ

。
或
い
は
牛
を
食
す
と
言
ひ

、
或
い
は
食
し
て
死
す
と
言
ひ


、
或
い
は
食
し
て
生
き

、
或
い
は
食
せ
ず
し
て
自
ら
死
し
、
或
い
は
卜
を
改
め
て
牛

死
し

、
或
い
は
卜
し
て
其
の
角
を
食
す

。
過
ち
に
深
淺
薄
厚
有
り
て
、
災
に
簡
甚
有

り

、
察
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
郊
の
變
猶
り
、
其
の
災
に
因
り
て
、
之
の
變
應
じ

よ

こ

て
爲
無
き
な
り
。
百
事
の
變
、
人
知
ら
ざ
る
所
に
し
て
自
ら
然
る
者
を
見
れ
ば
、
勝
へ
て

言
ふ
可
け
ん
や
。
此
を
以
て
其
の
畏
る
可
き
を
見
れ
ば
、
誅
絶
を
專
ら
に
す
る
者
は
其
れ

唯
だ
天
の
み
か
。
臣
、
君
を
弑
し
、
子
、
父
を
弑
す
こ
と
、
三
十
有
餘

。
諸
も
ろ
の
其

の
賤
し
き
者
は
則
ち
損
ふ
。
此
を
以
て
之
を
觀
れ
ば
、
畏
る
可
き
者
は
其
れ
唯
だ
天
命
大

人
の
み
か
。
亡
國
五
十
有
餘

、
皆
畏
る
る
を
事
と
せ
ざ
る
者
な
り
。
況
ん
や
大
人
を
畏

れ
ざ
る
を
や
。
大
人
之
を
誅
す
る
を
專
ら
に
す
れ
ば
、
君
の
滅
ぶ
る
者
は
、
何
れ
の
日
か

之
れ
有
ら
ん
。
魯
宣
、
聖
人
の
言
に
違
ひ
、
古
を
變
へ
常
を
易
へ
、
災
ひ
立
ち
ど
こ
ろ
に

至
る

。
聖
人
の
言
愼
し
ま
ざ
る
可
け
ん
や
。
此
の
三
畏
者
は
、
指
を
異
に
し
て
致
を
同

じ
く
す
。
故
に
聖
人
之
を
同
じ
く
し
、
倶
に
其
れ
畏
る
可
し
と
言
ふ
な
り
。

【
注
】

①

蘇
輿
は
、『
繁
露
』
觀
德
篇
の
、

天
地
は
萬
物
の
本
、
先
祖
の
出
づ
る
所
な
り
。（
天
地
者
萬
物
之
本
、
先
祖
之
所
出

也
）

『
漢
書
』
董
仲
舒
傳
・
對
策
の
、

天
は
羣
物
の
祖
な
り
。（
天
者
羣
物
之
祖
也
）

『
莊
子
』
達
生
篇
の
、

天
地
は
萬
物
の
父
母
な
り
。（
天
地
、
萬
物
之
父
母
也
）

『
白
虎
通
』
天
地
篇
の
、

地
は
天
氣
の
生
ず
る
所
、
萬
物
の
祖
な
り
。（
地
者
、
天
氣
之
所
生
、
萬
物
之
祖
也
）

『
白
孔
六
帖
』
一
引
の
黎
幹
の
、

萬
物
の
始
め
は
天
な
り
。
人
の
始
め
は
祖
な
り
。（
萬
物
之
始
、
天
也
。
人
之
始
、

祖
也
）

を
引
く
。

②

蘇
輿
は
、『
後
漢
書
』
劉
陶
傳
の
、

臣
聞
け
り
、
人
、
天
地
に
非
ざ
れ
ば
以
て
生
を
爲
す
無
し
、
天
地
、
人
に
非
ざ
れ

ば
、
以
て
靈
を
爲
す
無
し
。（
臣
聞
、
人
非
天
地
無
以
爲
生
、
天
地
非
人
、
無
以
爲

靈
）

『
莊
子
』
達
生
篇
の
、

凡
そ
貌
象
聲
色
有
る
者
は
、
皆
物
な
り
。（
凡
有
貌
象
聲
色
者
、
皆
物
也
）

を
引
く
。

③

『
穀
梁
傳
』
莊
公
三
年
に
、

獨
陰
生
ぜ
ず
、
獨
陽
生
ぜ
ず
、
獨
天
生
ぜ
ず
。
三
合
し
て
然
る
後
に
生
ず
。
故
に
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曰
く
、
母
の
子
や
可
な
り
、
天
子
の
子
や
可
な
り
。
尊
者
は
尊
稱
を
取
り
、
卑
者

は
卑
稱
を
取
る
。（
獨
陰
不
生
、
獨
陽
不
生
、
獨
天
不
生
。
三
合
然
後
生
。
故
曰
、

母
之
子
也
可
、
天
子
之
子
也
可
。
尊
者
取
尊
稱
焉
。
卑
者
取
卑
稱
焉
）

と
あ
る
。
ま
た
『
公
羊
傳
』
何
休
注
に
は
「
王
者
は
尊
ん
で
天
子
と
稱
し
、
衆
人
は
卑

し
ん
で
母
子
と
稱
す
」
と
い
う
。

④

「
國
邑
を
以
て
號
と
爲
す
」
と
は
、
封
ぜ
ら
れ
た
国
の
名
を
も
っ
て
呼
ば
れ
る
こ
と
。

た
と
え
ば
魯
公
、
紀
侯
、
曹
伯
、
楚
子
な
ど
。
魯
・
紀
・
曹
・
楚
が
国
名
で
、
公
・
侯

・
伯
・
子
は
五
等
の
爵
で
あ
る
。

⑤

莊
公
十
年
『
公
羊
傳
』
に
、

荊
と
は
何
ぞ
や
。
州
の
名
な
り
。
州
い
ふ
は
國
い
ふ
に
若
か
ず
。
國
い
ふ
は
氏
い

し

ふ
に
若
か
ず
。
氏
い
ふ
は
人
い
ふ
に
若
か
ず
。
人
い
ふ
は
名
い
ふ
に
若
か
ず
。
名

い
ふ
は
字
い
ふ
に
若
か
ず
。
字
い
ふ
は
子
い
ふ
に
若
か
ず
。（
荊
者
何
。
州
名
也
。

州
不
若
國
。
國
不
若
氏
。
氏
不
若
人
。
人
不
若
名
。
名
不
若
字
。
字
不
若
子
）

と
あ
る
。

⑥

「
閽
」
は
罪
を
犯
し
て
門
番
と
な
っ
た
も
の
。
襄
公
二
十
九
年
「
閽
弑
呉
子
餘
祭
」

の
『
公
羊
傳
』
に
、

閽
と
は
何
ぞ
や
。
門
人
な
り
。
刑
人
な
り
。
刑
人
な
れ
ば
則
ち
曷
爲
れ
ぞ
之
を
閽

な

ん

す

と
謂
ふ
。
刑
人
は
其
の
人
に
非
ざ
る
な
り
。
君
子
は
刑
人
を
近
づ
け
ず
。
刑
人
を

近
づ
く
る
は
則
ち
死
を
輕
ん
ず
る
の
道
な
り
。（
閽
者
何
。
門
人
也
。
刑
人
也
。
刑

人
則
曷
爲
謂
之
閽
。
刑
人
非
其
人
也
。
君
子
不
近
刑
人
。
近
刑
人
則
輕
死
之
道
也
）

『
穀
梁
傳
』
に
、

閽
は
門
者
な
り
。
寺
人
な
り
。
名
姓
を
稱
せ
ざ
る
は
、
閽
は
人
に
齊
し
き
を
得
ざ

ひ
と

れ
ば
な
り
。
其
の
君
を
稱
せ
ざ
る
は
、
閽
は
其
の
君
を
君
と
す
る
を
得
ざ
れ
ば
な

り
。（
閽
、
門
者
也
。
寺
人
也
。
不
稱
名
姓
、
閽
不
得
齊
於
人
。
不
稱
其
君
、
閽
不

得
君
其
君
也
）

と
あ
る
。「
盜
」
に
つ
い
て
は
、
哀
公
四
年
「
四
年
、
春
、
王
三
月
庚
戌
、
盜
殺
蔡
侯
申
」

の
『
公
羊
傳
』
に
、

君
を
弑
す
る
に
、
賤
者
は
諸
を
人
に
窮
む
。
此
れ
其
の
盜
と
稱
し
て
以
て
弑
い
ふ

は
何
ぞ
や
。
賤
者
よ
り
賤
し
け
れ
ば
な
り
。
賤
者
よ
り
賤
し
と
は
孰
を
か
謂
ふ
。

罪
人
を
謂
ふ
な
り
。（
弑
君
、
賤
者
窮
諸
人
。
此
其
稱
盜
以
弑
何
。
賤
乎
賤
者
也
。

賤
乎
賤
者
孰
謂
。
謂
罪
人
也
）

『
穀
梁
傳
』
に
、

盜
と
稱
し
て
以
て
君
を
弑
す
る
は
、
上
下
の
道
を
以
て
道
は
ざ
る
な
り
。
其
の
君

い

を
内
に
し
て
弑
す
る
者
を
外
に
す
る
は
、
弑
の
道
を
以
て
道
は
ざ
る
な
り
。
春
秋

い

に
三
盜
有
り
。
微
、
大
夫
を
殺
す
、
之
を
盜
と
謂
ふ
。
取
る
所
に
非
ず
し
て
之
を

取
る
、
之
を
盜
と
謂
ふ
。
中
國
の
正
道
を
辟
け
て
以
て
利
を
襲
ふ
、
之
を
盜
と
謂

ふ
。（
稱
盜
以
弑
君
、
不
以
上
下
道
道
也
。
内
其
君
而
外
弑
者
、
不
以
弑
道
道
也
。

春
秋
有
三
盜
。
微
殺
大
夫
、
謂
之
盜
。
非
所
取
而
取
之
、
謂
之
盜
。
辟
中
國
之
正

道
以
襲
利
、
謂
之
盜
）

昭
公
二
十
年
「
秋
、
盜
殺
衞
侯
之
兄
輒
」
の
『
穀
梁
傳
』
に
、

盜
は
賤
し
き
な
り
。（
盜
、
賤
也
）

と
あ
る
。
賎
者
で
あ
る
士
よ
り
身
分
の
低
い
「
閽
」
や
「
盜
」
に
対
し
て
は
国
や
邑
を

つ
け
て
呼
ば
な
い
し
、
名
や
姓
を
書
か
な
い
。『
鹽
鐵
論
』
周
秦
篇
に
も
、

『
春
秋
』
に
罪
人
は
名
號
無
く
、
之
を
謂
ひ
て
盜
と
云
ふ
。
刑
人
を
賤
し
ん
で
之

を
人
倫
に
絶
つ
所
以
な
り
。
故
に
君
は
臣
と
せ
ず
、
士
は
友
と
せ
ず
、
閭
巷
に
於

て
容
る
る
所
無
し
。（
春
秋
罪
人
無
名
號
、
謂
之
云
盜
、
所
以
賤
刑
人
而
絶
之
人
倫

也
。
故
君
不
臣
、
士
不
友
、
於
閭
巷
無
所
容
）

と
あ
る
。

⑦

公
子
慶
父
は
魯
の
莊
公
の
弟
で
、
子
般
と
閔
公
を
弑
し
、
魯
の
内
乱
の
き
っ
か
け
を

つ
く
っ
た
。
閔
公
元
年
「
冬
、
齊
仲
孫
來
」
の
『
公
羊
傳
』
に
、

齊
仲
孫
と
は
何
ぞ
や
。
公
子
慶
父
な
り
。
公
子
慶
父
な
れ
ば
、
則
ち
曷
爲
れ
ぞ
之

な

ん

す

を
齊
仲
孫
と
謂
ふ
。
之
を
齊
に
繋
く
る
な
り
。
曷
爲
れ
ぞ
之
を
齊
に
繋
く
。
之
を

な

ん

す

外
に
す
る
な
り
。
曷
爲
れ
ぞ
之
を
外
に
す
る
。
春
秋
は
尊
者
の
爲
に
諱
み
、
親
者

な

ん

す

た
め

い

の
爲
に
諱
み
、
賢
者
の
爲
に
諱
む
。（
齊
仲
孫
者
何
。
公
子
慶
父
也
。
公
子
慶
父
、
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則
曷
爲
謂
之
齊
仲
孫
。
繋
之
齊
也
。
曷
爲
繋
之
齊
。
外
之
也
。
曷
爲
外
之
。
春
秋

爲
尊
者
諱
、
爲
親
者
諱
、
爲
賢
者
諱
）

『
穀
梁
傳
』
に
、

其
の
齊
仲
孫
と
曰
ふ
は
、
之
を
外
に
す
れ
ば
な
り
。
其
の
目
せ
ず
し
て
仲
孫
と
曰

ふ
は
、
之
を
疏
ん
ず
れ
ば
な
り
。
其
の
齊
と
言
ふ
は
、
以
て
桓
を
累
す
れ
ば
な
り
。

う
と

（
其
曰
齊
仲
孫
、
外
之
也
。
其
不
目
而
曰
仲
孫
、
疏
之
也
。
其
言
齊
、
以
累
桓
也
）

と
あ
り
、
そ
の
范
寧
注
に
、
「
『
目
せ
ず
』
と
は
、
公
子
慶
父
と
言
は
ざ
る
を
謂
ふ
。
皆

公
子
の
親
を
絶
去
し
て
以
て
之
を
外
に
す
る
を
謂
ふ
な
り
」
と
い
う
。
前
年
莊
公
十
二

年
に
公
子
慶
父
が
出
奔
し
た
際
に
は
「
公
子
慶
父
如
齊
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
閔
公

元
年
で
は
親
者
の
た
め
に
諱
ん
で
公
子
と
は
い
わ
ず
、「
齊
仲
孫
」
と
書
か
れ
た
。

「
而
謂
之
齊
仲
孫
」
を
舊
本
は
「
而
諸
母
之
國
齊
之
仲
孫
」
に
作
り
、
盧
文
弨
は
「
『
而

謂
』
を
、
舊
本
、『
而
諸
母
之
國
』
の
五
字
に
作
る
は
訛
誤
な
り
。
今
改
正
す
」
と
い
っ

て
改
め
、
凌
曙
・
蘇
輿
も
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
劉
師
培
は
「
盧
本
改

め
て
『
而
謂
之
齊
仲
孫
』
と
爲
す
。
凌
本
之
に
從
ふ
。『
母
之
國
』
の
三
字
實
は
當
に
刪

る
べ
か
ら
ざ
る
を
知
ら
ず
。
公
羊
家
、
慶
父
を
以
て
莊
公
の
母
弟
と
爲
さ
ば
、
則
ち
母

を
文
姜
と
爲
す
。
今
、（『
春
秋
』）
經
は
仲
孫
を
以
て
他
國
に
繋
け
ざ
る
が
故
に
、
董
氏
、

其
の
義
を
詮
し
て
、
以
て
慶
父
は
乃
ち
齊
の
出
と
爲
し
、
因
り
て
之
を
齊
に
繋
く
。
此

れ
亦
公
羊
の
古
義
。
惟
だ
句
に
脱
字
有
り
。
疑
ふ
ら
く
は
當
に
『
而
繋
諸
母
之
國
稱
齊

之
仲
孫
』
に
作
る
べ
き
な
ら
ん
」
と
い
う
。
今
、
劉
師
培
に
従
う
。

⑧

「
人
於
天
也
」
か
ら
「
受
命
於
君
」
ま
で
は
穀
梁
の
義
を
用
い
て
い
る
。
莊
公
元
年

『
穀
梁
傳
』
に
、

人
の
、
天
に
於
け
る
や
、
道
を
以
て
命
を
受
く
。
其
の
、
人
に
於
け
る
や
、
言
を

以
て
命
を
受
く
。
道
に

若

は
ざ
る
者
は
、
天
之
を
絶
つ
。
言
に
若
は
ざ
る
者
は
、

し
た
が

こ
れ

人
之
を
絶
つ
。
臣
子
大
い
に
命
を
受
く
。（
人
之
於
天
也
、
以
道
受
命
於
人
也
。
於

人
也
、
以
言
受
命
。
不
若
於
道
者
、
天
絶
之
也
。
不
若
於
言
者
、
人
絶
之
也
。
臣

子
大
受
命
）

と
あ
る
。

⑨

莊
公
十
九
年
「
秋
、
公
子
結
媵
陳
人
之
婦
于
鄄
。
遂
及
齊
侯
宋
公
盟
」
の
『
公
羊
傳
』

に
、

大
夫<

、
命
を
受
け
、
辭
を
受
け
ず
。
竟
を
出
で
て
以
て
社
稷
を
安
ん
じ
國
家
を
利

す
可
き
者
有
れ
ば
、
則
ち
之
を
專
ら
に
し
て
可
な
り
。（
大
夫
受
命
、
不
受
辭
。
出

竟
有
可
以
安
社
稷
利
國
家
者
、
則
專
之
可
也
）

と
あ
り
、
そ
の
何
休
注
に
「
是
れ
よ
り
先
、
鄄
・
幽
の
會
、
公
比
り
に
至
る
。
公
子
結

し
き

境
を
出
づ
。齊
宋
深
く
魯
を
伐
つ
を
謀
ら
ん
と
欲
す
る
に
遭
ふ
が
故
に
專
ら
君
の
命
を
矯た

め
て
之
と
盟
し
、
國
家
の
難
を
除
き
、
百
姓
の
命
を
全
く
す
」
と
い
う
。

⑩

隱
公
五
年
『
公
羊
傳
』
に
、

天
子
の
三
公
を
公
と
稱
し
、
王
者
の
後
を
公
と
稱
し
、
其
の
餘
の
大
國
を
侯
と
稱

し
、
小
國
を
伯
子
男
と
稱
す
。（
天
子
三
公
稱
公
、
王
者
之
後
稱
公
、
其
餘
大
國
稱

侯
、
小
國
稱
伯
子
男
）

と
あ
り
、
隱
公
三
年
「
八
月
庚
辰
、
宋
公
和
卒
」
の
何
休
注
に
「
宋
、
公
と
稱
す
る
は
、

殷
の
後
な
れ
ば
な
り
。
王
者
、
二
王
の
後
を
封
じ
て
、
地
方
百
里
を
、
爵
し
て
公
と
稱

し
、
之
を
客
待
し
て
臣
と
せ
ず
」
と
い
う
。

⑪

「
衞
侯
朔
」
は
衞
の
惠
公
で
、
朔
は
そ
の
名
で
あ
る
。
桓
公
十
六
年
「
十
有
一
月
、

衞
侯
朔
出
奔
齊
」
の
『
公
羊
傳
』
に
、

衞
侯
朔
、
何
を
以
て
名
い
ふ
。
絶
す
れ
ば
な
り
。
曷
爲
れ
ぞ
之
を
絶
す
る
。
罪
を

な

ん

す

天
子
に
得
れ
ば
な
り
。
其
の
、
罪
を
天
子
に
得
る
こ
と
奈
何
。
衞
朔
を
守
ら
し
め

ら
れ
て
、
衞
の
小
衆
を
使
は
す
能
は
ず
。
越
へ
て
岱
陰
の
齊
に
在
り
。（
衞
侯
朔
、

何
以
名
。
絶
。
曷
爲
絶
之
。
得
罪
于
天
子
也
。
其
得
罪
于
天
子
奈
何
。
見
使
守
衞

朔
、
而
不
能
使
衞
小
衆
。
越
在
岱
陰
齊
）

と
あ
る
。『
禮
記
』
曲
禮
下
に
、

諸
侯
は
生
け
る
に
名
い
は
ず
。（
諸
侯
不
生
名
）

と
あ
る
よ
う
に
、
諸
侯
は
生
き
て
い
る
う
ち
は
名
で
呼
ば
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し

衞
侯
朔
は
衞
の
軍
隊
を
統
率
で
き
な
か
っ
た
の
で
、『
春
秋
』
で
は
名
を
書
い
て
棄
絶
し

た
の
で
あ
る
。
曲
禮
下
の
鄭
注
に
「
諸
侯
の
生
け
る
に
名
い
ふ
は
、
皆
大
惡
有
り
。
君
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子
の
遠
ざ
く
る
所
に
し
て
、
名
を
書
し
て
以
て
之
を
絶
す
」
と
あ
る
。

⑫

蒯
聵
は
衞
の
靈
公
の
子
で
、
靈
公
の
寵
愛
す
る
南
子
を
殺
そ
う
と
し
て
世
子
を
廃
さ

れ
、
晉
に
出
奔
し
た
。
哀
公
二
年
に
靈
公
が
亡
く
な
る
と
、
晉
は
趙
鞅
に
命
じ
て
蒯
聵

を
衞
に
送
り
返
し
て
復
位
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
戚
で
齊
と
衞
の
連
合
軍
に
包
囲
さ
れ

た
。
蒯
聵
は
父
の
命
に
そ
む
い
て
衞
に
返
ろ
う
と
し
た
の
で
、
方
伯
が
派
遣
し
た
齊
と

衞
の
連
合
軍
に
討
伐
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
哀
公
三
年
「
春
、
齊
國
夏
衞
石
曼
姑
帥
師
圍

戚
」
の
『
公
羊
傳
』
に
、

齊
の
國
夏
、
曷
爲
れ
ぞ
衞
の
石
曼
姑
と
師
を
帥
ゐ
て
戚
を
圍
む
。
伯
討
な
り
。
此

な

ん

す

れ
其
の
伯
討
と
爲
す
こ
と
奈
何
。
曼
姑
、
命
を
靈
公
に
受
け
て
輒
を
立
つ
。
曼
姑

い

か

ん

の
義
を
以
っ
て
す
れ
ば
、
固
よ
り
以
て
之
を
距
つ
可
き
と
爲
す
な
り
。
輒
と
は
曷
爲

も
と

い

か

な
る
者
か
。
蒯
聵
の
子
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
曷
爲
れ
ぞ
蒯
聵
を
立
て
ず
し
て
輒
を

な

ん

す

立
つ
る
。
蒯
聵
、
無
道
を
爲
す
。
靈
公
、
蒯
聵
を
逐
ひ
て
輒
を
立
つ
。
然
ら
ば
則

ち
輒
の
義
は
以
て
立
つ
可
き
か
。
曰
く
、
可
な
り
。
其
の
可
な
る
こ
と
奈
何
。
父

い

か

ん

の
命
を
以
て
王
父
の
命
を
辭
せ
ず
。
王
父
の
命
を
以
て
父
の
命
を
辭
す
。
是
れ
父

の
、
子
に
行
は
る
る
な
り
。
家
の
事
を
以
て
王
の
事
を
辭
せ
ず
。
王
の
事
を
以
て

家
の
事
を
辭
す
。
是
れ
上
の
下
に
行
は
る
る
な
り
。（
齊
國
夏
、
曷
爲
與
衞
石
曼
姑

こ

帥
師
圍
戚
。
伯
討
也
。
此
其
爲
伯
討
奈
何
。
曼
姑
受
命
乎
靈
公
而
立
輒
。
以
曼
姑

之
義
、
爲
固
可
以
距
之
也
。
輒
者
曷
爲
者
也
。
蒯
聵
之
子
也
。
然
則
曷
爲
夫
立
蒯

聵
而
立
輒
。
蒯
聵
爲
無
道
。
靈
公
逐
蒯
聵
而
立
輒
。
然
則
輒
之
義
可
以
立
乎
。
曰
、

可
。
其
可
奈
何
。
不
以
父
命
辭
王
父
命
。
以
王
父
命
辭
父
命
。
是
父
之
行
乎
子
也
。

不
以
家
事
辭
王
事
。
以
王
事
辭
家
事
。
是
上
之
行
乎
下
也
）

と
あ
り
、
そ
の
何
休
注
に
、「
方
伯
の
當
に
討
つ
べ
き
所
な
り
。
故
に
國
夏
を
し
て
兵
に

ま
さ

首
と
せ
し
む
」
と
い
う
。

⑬

定
公
十
三
年
の
「
秋
、
晉
趙
鞅
入
于
晉
陽
以
叛
」
を
指
す
。
下
文
の
「
晉
趙
鞅
歸
于

晉
」
の
『
公
羊
傳
』
に
、

此
れ
叛
な
り
。
其
の
歸
と
言
ふ
は
何
ぞ
や
。
地
を
以
て
國
を
正
す
な
り
。
其
の
、

地
を
以
て
國
を
正
す
こ
と
奈
何
。
晉
の
趙
鞅
、
晉
陽
の
甲
を
取
り
て
、
以
て
荀
寅

と
士
吉
射
を
逐
ふ
。
荀
寅
と
士
吉
射
は
、
曷
爲
な
る
者
か
。
君
側
の
惡
人
な
り
。

お

い

か

此
れ
君
側
の
惡
人
を
逐
ふ
に
、
曷
爲
れ
ぞ
叛
を
以
て
之
を
言
ふ
。
君
命
無
け
れ
ば

な
り
。（
此
叛
也
。
其
言
歸
何
。
以
地
正
國
也
。
其
以
地
正
國
奈
何
。
晉
趙
鞅
取
晉

陽
之
甲
、
以
逐
荀
寅
與
士
吉
射
。
荀
寅
與
士
吉
射
者
、
曷
爲
者
也
。
君
側
之
惡
人

也
。
此
逐
君
側
之
惡
人
、
曷
爲
以
叛
言
之
。
無
君
命
也
）

と
あ
る
よ
う
に
、
趙
鞅
は
晉
陽
の
軍
を
ひ
き
い
て
君
側
の
悪
人
で
あ
る
荀
寅
と
士
吉
射

を
追
い
は
ら
っ
た
。
こ
れ
は
行
為
自
体
は
善
で
あ
る
が
、
君
の
命
を
奉
じ
て
軍
を
起
し

た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、『
春
秋
』
は
「
叛
」
と
い
う
書
き
方
を
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

何
休
注
に
「
君
命
無
き
者
、
兵
を
操
り
て
國
に
郷
ふ
。
故
に
初
め
之
を
『
叛
』
と
謂
ふ
。

む
か

後
、
其
の
意
、
君
側
の
惡
人
を
逐
は
ん
と
欲
す
る
を
知
る
が
故
に
其
の
、
兵
を
釋
く
を

録
す
る
に
、『
歸
』
と
書
し
て
以
て
之
を
赦
す
。
君
子
は
意
を
誅
し
て
事
を
誅
さ
ず
」
と

い
う
。

⑭

「
媵
女
」
は
こ
し
い
れ
の
際
に
嫁
す
る
女
に
従
っ
て
い
っ
た
女
性
。
同
姓
の
国
か
ら

来
る
こ
と
も
あ
る
。
僖
公
八
年
「
秋
、
七
月
、
禘
于
太
廟
、
用
致
夫
人
」
の
『
公
羊
傳
』

に
、

用
と
は
何
ぞ
や
。
用
と
は
宜
し
く
用
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
致
と
は
何
ぞ
や
。
致

と
は
宜
し
く
致
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
禘
用
て
夫
人
を
致
す
は
、
禮
に
非
ざ
る
な

も
っ

り
。
夫
人
何
を
以
て
姜
氏
と
稱
せ
ざ
る
。
貶
す
る
な
り
。
曷
爲
れ
ぞ
貶
す
る
。
妾

な

ん

す

を
以
て
妻
と
爲
す
を
譏
る
な
り
。其
の
、妾
を
以
て
妻
と
爲
す
と
言
ふ
こ
と
奈
何
。
蓋け

だ

し
齊
の
媵
女
の
先
に
至
る
者
に

脅

さ
る
る
な
ら
ん
。（
用
者
何
。
用
者
不
宜
用
也
。

お
び
や
か

致
者
何
。
致
者
不
宜
致
也
。
禘
用
致
夫
人
、
非
禮
也
。
夫
人
何
以
不
稱
姜
氏
。
貶
。

曷
爲
貶
。
譏
以
妾
爲
妻
也
。
其
言
以
妾
爲
妻
奈
何
。
蓋
脅
于
齊
媵
女
之
先
至
者
也
）

と
あ
り
、
そ
の
何
休
注
に
「
僖
公
、
本
、
楚
の
女
を
聘
し
て
嫡
と
爲
す
。
齊
先
づ
其
の

女
を
致
し
、
僖
公
を
脅
し
て
、
用
て
嫡
と
爲
さ
し
む
」
と
い
う
。

原
文
は
「
妾
不
奉
君
之
命
則
媵
女
先
至
者
是
也
」
と
あ
る
が
、
前
後
の
構
文
か
ら
す

る
と
、
「
則
」
字
の
下
に
結
果
を
あ
ら
わ
す
語
が
き
て
、
「
媵
女
先
至
者
」
は
そ
の
例
で

あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
劉
師
培
は
「
『
則
』
の
下
、
一
字
を
脱
す
」
と
い
う
の
で
あ
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ろ
う
。
今
劉
師
培
に
従
い
、「
則
」
字
の
下
に
一
字
脱
し
て
い
る
と
み
る
。
強
い
て
入
れ

る
と
し
た
ら
傳
に
出
て
く
る
「
貶
」
あ
た
り
か
。

⑮

桓
公
十
八
年
「
公
與
夫
人
姜
氏
遂
如
齊
」
の
『
公
羊
傳
』
に
、

公
何
を
以
て
「
及
夫
人
」
と
言
は
ざ
る
。
夫
人
外
な
れ
ば
な
り
。
夫
人
外
な
る
は

何
ぞ
や
。
内
辭
な
り
。
其
の
實
夫
人
、
公
を
外
に
す
る
な
り
。（
公
何
以
不
言
及
夫

人
。
夫
人
外
也
。
夫
人
外
者
何
。
内
辭
也
。
其
實
夫
人
外
公
也
）

と
あ
り
、
そ
の
何
休
注
に
「
時
に
夫
人
、
齊
侯
に
淫
し
て
公
を
譖(

そ
し)

譖
る
。
故
に
爾

そ
し

し
か

云
ふ
」
と
い
う
。『
春
秋
』
の
正
例
で
は
「
公
及
夫
人
如
齊
」
と
書
く
べ
き
な
の
に
、「
及
」

と
い
う
字
を
使
わ
な
か
っ
た
の
は
、
魯
の
桓
公
の
夫
人
で
あ
る
姜
氏
が
齊
の
襄
公
と
姦

通
し
、
襄
公
と
は
か
っ
て
桓
公
を
濼
に
誘
い
だ
し
て
殺
そ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

⑯

蘇
輿
は
、「
案
ず
る
に
、
爲
人
者
天
篇
に
『
傳
曰
、
唯
天
子
受
命
於
天
。
天
下
受
命
於

天
子
。
一
國
則
受
命
於
君
。
君
命
順
則
民
有
順
命
。
君
命
逆
則
民
有
逆
命
。
故
曰
、
一

人
有
慶
、
兆
民
頼
之
、
此
之
謂
也
』
の
一
節
有
り
。
疑
ふ
ら
く
は
是
れ
此
の
處
の
錯
簡

な
ら
ん
。
本
篇
の
下
文
は
上
と
類
せ
ず
。
當
に
別
に
一
篇
と
爲
す
べ
し
」
と
い
う
。

ま
さ

⑰

惠
棟
（
『
校
釋
』
引
）
は
「
『
孔
子
曰
』
の
下
は
當
に
叧
に
一
則
と
爲
す
べ
し
、
郊
祀

篇
に
係
る
」
と
い
い
、
冒
廣
生
（
『
校
釋
』
引
）
は
「
當
に
郊
語
篇
の
『
畏
聖
人
之
言
』

の
下
に
在
る
べ
し
、
下
、『
彼
豈
無
傷
害
予
人
』
云
云
に
接
す
」
と
い
い
、
譚
獻
の
『
董

子
』
で
は
郊
語
篇
に
移
し
て
い
る
。

⑱

『
論
語
』
季
氏
に
、

孔
子
曰
く
、
君
子
に
三
畏
有
り
。
天
命
を
畏
れ
、
大
人
を
畏
れ
、
聖
人
の
言
を
畏

る
。（
孔
子
曰
、
君
子
有
三
畏
。
畏
天
命
、
畏
大
人
、
畏
聖
人
之
言
）

と
あ
る
。
蘇
輿
は
、
何
晏
『
集
解
』
の
「
吉
に
順
ひ
兇
に

逆
ふ
は
天
の
命
な
り
。
大
人

さ
か
ら

と
は
即
ち
聖
人
。
天
地
と
其
の
德
を
合
し
、
深
遠
に
し
て
知
り
易
か
る
可
か
ら
ざ
る
は
、

則
ち
聖
人
の
言
な
り
」
を
引
い
て
、「
案
ず
る
に
、
大
人
と
は
位
に
在
る
者
を
謂
ふ
」
と

い
う
。

⑲

郊
祭
を
行
う
場
合
、
事
前
に
卜
し
、
も
し
結
果
が
よ
く
な
け
れ
ば
い
け
に
え
の
動
物

を
と
り
か
え
る
。『
春
秋
』
に
は
そ
の
例
が
三
度
見
え
る
。

夏
、
四
月
、
四
卜
郊
。
不
從
。
乃
免
牲
。
猶
三
望
。（
僖
公
三
十
一
年
）

夏
、
四
月
、
三
卜
郊
。
不
從
。
乃
免
牲
。（
襄
公
七
年
）

夏
、
四
月
、
四
卜
郊
。
不
從
。
乃
不
郊
。（
襄
公
十
一
年
）

⑳

宣
公
三
年
「
春
、
王
正
月
、
郊
牛
之
口
傷
。
改
卜
牛
。
牛
死
。
乃
不
郊
。
猶
三
望
」

の
何
休
注
に
「
宣
公
、
牲
を
養
ふ
に
、
謹
敬
な
ら
ず
、
潔
清
な
ら
ず
し
て
災
あ
る
を
譏

る
。
至
尊
に
事
ふ
る
を
重
ん
ず
る
が
故
に
其
の
簡
甚
を
詳
録
す
」
と
い
う
。



鼷
鼠
に
郊
牛
の
角
が
か
じ
ら
れ
る
例
は
三
度
あ
る
。

七
年
、
春
、
王
正
月
、
鼷
鼠
食
郊
牛
角
。
改
卜
牛
。
鼷
鼠
又
食
其
角
。
乃
免
牛
。（
成

公
七
年
）

鼷
鼠
食
郊
牛
。
牛
死
。
改
卜
牛
。（
定
公
十
五
年
）

鼷
鼠
食
郊
牛
。
改
卜
牛
。（
哀
公
元
年
）

成
公
七
年
の
何
休
注
に
、「
鼷
鼠
と
は
鼠
中
の
微
な
る
者
な
り
。
角
、
上
に
生
え
る
は
、

指
逆
の
象
な
り
。
『
易
京
房
傳
』
に
曰
く
、
『
天
を
祭
り
て
愼
し
ま
ざ
れ
ば
、
鼷
鼠
、
郊

牛
の
角
を
食
す
』
と
。『
又
食
』
と
書
す
る
は
、
魯
覺
悟
せ
ず
、
重
ね
て
災
有
る
を
重
ん

じ
録
す
る
な
り
」
と
い
う
。



「
牛
を
食
す
」
の
例

鼷
鼠
食
郊
牛
。
改
卜
牛
。（
哀
公
元
年
）



「
食
し
て
死
す
」
の
例

鼷
鼠
食
郊
牛
。
牛
死
。
改
卜
牛
。（
定
公
十
五
年
）



「
食
し
て
生
く
」
の
例

鼷
鼠
食
郊
牛
。
改
卜
牛
。（
哀
公
元
年
）



「
食
せ
ず
し
て
自
ら
死
す
」「
卜
を
改
め
て
牛
死
す
」
の
例

三
年
、
春
、
王
正
月
、
郊
牛
之
口
傷
。
改
卜
牛
。
牛
死
。
乃
不
郊
。
猶
三
望
。（
宣

公
三
年
）



「
卜
し
て
其
の
角
を
食
す
」
の
例

七
年
、
春
、
王
正
月
、
鼷
鼠
食
郊
牛
角
。
改
卜
牛
。
鼷
鼠
又
食
其
角
。
乃
免
牛
。（
成

公
七
年
）
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

『
五
經
異
義
』
に
、「
公
羊
説
に
云
ふ
、
鼷
鼠
初
め
て
牛
角
を
食
す
る
は
、
咎
は
有
司

に
在
り
。
又
食
す
る
は
、
咎
は
人
君
に
在
り
」
と
あ
り
、
定
公
十
五
年
『
公
羊
傳
』「
曷

爲
不
言
其
所
食
。
漫
也
」
の
何
休
注
に
、「
漫
と
は
徧
へ
に
其
の
身
を
食
す
。
災
あ
る
は

ひ
と

不
敬
な
り
。
牛
死
す
る
を
舉
げ
て
重
し
と
爲
さ
ず
。
復
た
食
す
る
を
舉
ぐ
る
は
、
内
の

災
は

甚

し
け
れ
ば
な
り
」
と
い
う
。
ま
た
『
穀
梁
傳
』「
不
敬
莫
大
焉
」
の
范
寧
注
に
、

は
な
は
だ

「
定
公
、
不
敬
最
も
大
な
り
。
故
に
天
災
最
も
甚
し
」
と
い
う
。



『
春
秋
』
に
弑
君
が
三
十
六
回
あ
る
と
い
う
指
摘
は
王
道
篇
・
滅
國
上
篇
・
盟
會
要

篇
な
ど
に
も
見
え
る
。



『
春
秋
』
に
亡
国
が
五
十
二
回
あ
る
と
い
う
指
摘
は
王
道
篇
・
滅
國
上
篇
・
盟
會
要

篇
な
ど
に
も
見
え
る
。



宣
公
十
五
年
、
秋
に
「
初
め
て
畝
に
税
し
た
」
結
果
、
そ
の
冬
に
蝝
が
大
発
生
す
る

と
い
う
災
害
が
お
こ
っ
た
。
宣
公
十
五
年
「
冬
、
蝝
生
」
の
『
公
羊
傳
』
に
、

此
れ
其
の
蝝
生
ず
と
言
ふ
は
何
ぞ
や
。
蝝
の
生
ず
る
は
書
さ
ず
。
此
れ
何
を
以
て

書
す
。
之
を

幸

へ
ば
な
り
。
之
を
幸
ふ
と
は
何
ぞ
や
。
猶
ほ
之
を
受
く
云
爾
と
曰

さ
い
は

な

し
か
い
ふ

ふ
が
ご
と
し
。
之
を
受
く
云
爾
と
は
何
ぞ
や
。
上
、
古
を
變
へ
常
を
易
ふ
。
是
に

し
か
い
ふ

か

應
じ
て
天
災
有
り
。（
此
其
言
蝝
生
何
。
蝝
生
不
書
。
此
何
以
書
。
幸
之
也
。
幸
之

者
何
。
猶
曰
受
之
云
爾
。
受
之
云
爾
者
何
。
上
變
古
易
常
。
應
是
而
有
天
災
）

と
あ
る
。

【
現
代
語
訳
】

順
命
第
七
十

父
は
子
に
と
っ
て
天
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
祖
父
は
父
に
と
っ
て
天
の
よ
う
な
存
在

で
あ
る
。
天
が
な
い
の
に
生
ま
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
天
は
万
物
に
と
っ
て
祖
先
で

あ
る
。
万
物
は
天
と
い
う
存
在
が
な
け
れ
ば
生
ま
れ
な
い
。
陰
だ
け
で
も
生
ま
れ
ず
、
陽

だ
け
で
も
生
ま
れ
な
い
。
陰
と
陽
が
天
地
と
交
わ
っ
て
は
じ
め
て
（
万
物
が
）
生
ま
れ
る

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
天
か
ら
生
ま
れ
た
子
は
尊
く
、
母
か
ら
生
ま
れ
た
子
は
卑
し
い
。
尊

い
も
の
に
は
尊
い
名
称
が
つ
け
ら
れ
、
卑
し
い
も
の
に
は
卑
し
い
名
称
が
つ
け
ら
れ
る
。

だ
か
ら
徳
が
天
地
と
匹
敵
す
る
も
の
を
皇
帝
と
い
い
、
天
が
尊
と
ん
で
子
と
み
な
す
こ
と

か
ら
天
子
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
次
序
は
（
公
・
侯
・
伯
・
子
・
男
の
）
五
等
の
爵
を
も
う

け
て
尊
び
、
い
づ
れ
も
国
や
邑
の
名
称
で
呼
ば
れ
る
。
天
地
の
間
に
徳
の
な
い
も
の
は
、

州
・
国
・
人
・
氏
で
も
っ
て
呼
ば
れ
る
。
さ
ら
に
行
い
が
ひ
ど
い
も
の
は
国
や
邑
の
名
称

で
呼
ば
れ
る
こ
と
は
な
く
、
骨
肉
や
人
倫
の
関
係
か
ら
断
ち
切
ら
れ
、「
閽
」
や
「
盜
」
と

呼
ば
れ
る
。
天
地
の
間
に
名
姓
や
号
氏
が
存
在
し
な
い
も
の
は
、
卑
賎
で
あ
る
士
よ
り
卑

賎
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
尊
い
も
の
は
き
わ
め
て
高
く
、
そ
れ
よ
り
上
に
加
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
卑
賎
な
も
の
は
き
わ
め
て
卑
賎
で
、
そ
れ
よ
り
下
の
存
在
は
な
い
。

『
春
秋
』
に
お
け
る
尊
卑
爵
位
の
高
下
の
並
べ
方
は
、
全
編
を
通
し
て
一
貫
し
て
い
て

わ
か
り
や
す
く
、
た
と
え
闇
愚
な
も
の
で
あ
っ
て
も
は
っ
き
り
理
解
で
き
る
。
た
と
え
ば

公
子
慶
父
は
罪
が
重
い
の
で
国
名
を
つ
け
て
呼
ん
で
は
な
ら
な
い
。
た
だ
王
の
親
族
で
あ

る
が
ゆ
え
に
、
諱
ん
で
齊
仲
孫
と
い
っ
て
、「
公
子
」
と
い
う
名
称
を
取
り
去
っ
た
の
で
あ

る
。
だ
か
ら
天
命
を
奉
じ
ら
れ
な
い
大
罪
が
あ
る
も
の
は
す
べ
て
親
属
関
係
か
ら
切
り
棄

て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
人
は
天
に
対
し
て
は
道
に
よ
っ
て
命
を
受
け
、
人
に
対
し
て
は
言

葉
に
よ
っ
て
命
を
受
け
る
。
道
に
従
わ
な
い
も
の
は
、
天
の
ほ
う
か
ら
関
係
が
断
ち
切
ら

れ
る
。
言
葉
に
従
わ
な
い
も
の
は
、
人
の
ほ
う
か
ら
関
係
が
断
ち
切
ら
れ
る
。
臣
子
が
君

か
ら
命
を
受
け
、
退
出
し
て
国
境
を
出
た
な
ら
ば
、
社
稷
や
国
家
に
危
険
が
せ
ま
っ
た
場

合
に
の
み
、
み
づ
か
ら
命
令
を
発
し
て
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
。
鄄
の
盟
が
そ
れ
で

あ
る
。

天
子
は
天
か
ら
命
を
受
け
、
諸
侯
は
天
子
か
ら
命
を
受
け
、
子
は
父
か
ら
命
を
受
け
、

臣
妾
は
君
か
ら
命
を
受
け
、
妻
は
夫
か
ら
命
を
受
け
る
。
こ
れ
ら
命
を
受
け
る
も
の
に
と

っ
て
い
ち
ば
ん
尊
い
も
の
は
天
で
あ
る
。
だ
か
ら
い
づ
れ
も
天
か
ら
命
を
受
け
る
と
い
っ

て
も
よ
い
。
天
子
が
天
の
命
を
奉
じ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
そ
の
天
子
は
廃
さ
れ
て

「
公
」
と
呼
ば
れ
る
。
王
者
の
後
裔
が
そ
れ
で
あ
る
。
公
や
侯
が
天
子
の
命
を
奉
じ
る
こ

と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
公
侯
と
い
う
名
称
は
廃
絶
さ
れ
て
、
公
や
侯
の
位
に
つ
く
こ
と
は

で
き
な
い
。
衞
侯
朔
が
そ
れ
で
あ
る
。
子
が
父
の
命
を
奉
じ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
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方
伯
の
討
伐
を
う
け
る
と
い
う
罪
に
あ
た
る
。
衞
の
世
子
蒯
聵
が
そ
れ
で
あ
る
。
臣
が
君

の
命
を
奉
じ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
た
と
え
そ
の
行
い
が
善
で
あ
っ
て
も
「
叛
」
と

い
う
書
き
方
を
さ
れ
る
。
「
晉
の
趙
鞅
、
晉
陽
に
入
り
て
以
て
叛
す
」
と
い
う
の
が
そ
れ
で

あ
る
。
妾
が
君
の
命
を
奉
じ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
□
。
つ
き
そ
い
の
女
が
嫁
よ
り

先
に
や
っ
て
き
た
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
妻
が
夫
の
命
を
奉
じ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、

夫
婦
関
係
は
断
絶
す
る
。（
『
春
秋
』
の
記
載
に
）「
及
」
と
い
う
字
を
用
い
な
い
の
が
そ
れ

で
あ
る
。
天
に
従
わ
な
い
も
の
の
罪
は
こ
れ
ほ
ど
重
大
な
の
で
あ
る
。

孔
子
は
い
う
、「
天
命
を
畏
れ
、
大
人
を
畏
れ
、
聖
人
の
言
葉
を
畏
れ
る
」
と
。
社
稷
・

宗
廟
・
山
川
・
鬼
神
を
祭
る
場
合
、
正
し
い
や
り
方
で
行
わ
な
か
っ
た
と
し
て
も
災
害
は

お
こ
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
天
を
祭
っ
て
も
天
が
そ
の
祭
祀
を
享
け
な
い
場
合
に
は
、
卜
で

吉
が
出
ず
、（
い
け
に
え
の
）
牛
の
口
が
傷
つ
け
ら
れ
、
鼷
鼠
が
牛
の
角
を
か
じ
る
。
そ
の

場
合
、
牛
の
角
を
か
じ
っ
た
と
い
っ
た
り
、
か
じ
ら
れ
て
牛
が
死
ん
だ
と
い
っ
た
り
、
か

じ
ら
れ
た
が
牛
は
生
き
て
い
た
り
、
か
じ
ら
れ
て
い
な
い
の
に
牛
が
死
ん
だ
り
、
卜
を
し

な
お
し
た
の
に
牛
が
死
ん
だ
り
、
卜
を
し
た
あ
と
に
牛
の
角
が
か
じ
ら
れ
た
り
し
た
。
こ

の
よ
う
に
過
失
に
軽
重
が
あ
り
、
そ
の
結
果
（
引
き
起
さ
れ
る
）
災
害
に
も
大
小
が
あ
る

の
で
、
よ
く
推
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
郊
祭
の
異
変
か
ら
、
災
害
が
発
生
す
る
原
因

を
推
測
す
れ
ば
、
こ
の
異
変
は
人
為
的
な
も
の
で
は
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
異
変
が
、
人
に
は

そ
の
原
因
が
わ
か
ら
な
い
の
に
、
異
変
の
ほ
う
か
ら
や
っ
て
く
る
の
を
見
れ
ば
、
何
を
言

う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
以
上
の
こ
と
か
ら
お
そ
る
べ
き
も
の
を
考
え
る
と
、
誅
絶
の
権

を
握
っ
て
い
る
の
は
た
だ
天
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
臣
が
君
を
弑
し
、
子
が
父
を
弑

す
る
例
は
、『
春
秋
』
に
三
十
数
例
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
卑
賎
な
も
の
が
弑
し
た
例
は
数
え

き
れ
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
お
そ
る
べ
き
も
の
は
た
だ
天
命
と
大
人
だ
け

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
春
秋
』
に
国
が
亡
ん
だ
例
は
五
十
数
例
あ
る
。
い
づ
れ
も
お
そ
れ

る
と
い
う
こ
と
に
注
意
を
怠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
し
て
や
大
人
を
お
そ
れ
な
い
と
す
る

と
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
大
人
が
誅
殺
の
権
を
握
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
君
が
滅
び
る
の

に
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
が
必
要
で
あ
ろ
う
か
（
す
ぐ
滅
び
る
）。
魯
の
宣
公
は
聖
人
の
言
葉

に
そ
む
い
て
、
古
く
か
ら
の
制
度
を
変
更
し
平
生
の
や
り
方
を
改
め
た
の
で
、
災
害
が
す

ぐ
に
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
聖
人
の
言
葉
は
慎
重
に
承
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
三

つ
の
お
そ
る
べ
き
も
の
は
、
内
容
は
異
な
る
が
行
き
つ
く
先
は
同
じ
で
あ
る
。
だ
か
ら
聖

人
は
こ
の
三
つ
を
同
じ
こ
と
と
み
て
、
お
そ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

郊
事
對
第
七
十
一

『
漢
書
』
董
仲
舒
傳
に
、「
仲
舒
、
家
に
在
り
て
、
朝
廷
如
し
大
議
有
れ
ば
、
使
者
及
び

も

廷
尉
張
湯
を
し
て
其
の
家
に
就
き
て
之
に
問
は
し
む
。
其
の
對
、
皆
明
法
有
り
」
と
あ
る

つ

が
、
本
篇
「
郊
事
對
第
七
十
一
」
は
、
そ
れ
ら
の
内
の
一
つ
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
篇
は

張
湯
の
問
い
に
対
し
て
董
仲
舒
が
答
え
る
形
で
展
開
す
る
。
篇
名
が
示
す
と
お
り
、
郊
祭

に
つ
い
て
の
問
答
で
あ
る
。

董
仲
舒
は
、
ま
ず
郊
祭
が
天
子
の
祭
り
の
中
で
最
も
重
要
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
故
に
正

月
上
辛
の
日
に
執
り
行
わ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
犠
牲
と
な
る
牛
に
つ
い
て
の
決
ま
り
を
述

べ
る
。
次
に
魯
が
周
公
を
祭
る
と
き
、
白
牲
と
い
う
純
牲
（
本
来
天
子
が
天
地
を
祭
る
と

き
に
用
い
る
犠
牲
）
を
用
い
る
理
由
、
す
な
わ
ち
周
公
が
成
王
を
支
え
た
賢
者
で
あ
る
た

め
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
次
に
魯
が
郊
祭
を
執
り
行
っ
た
根
拠
、
す
な
わ
ち
周
公
が
成

王
を
聖
人
の
域
に
ま
で
導
い
た
こ
と
の
功
績
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
次
に
、

魯
が
郊
祭
を
執
り
行
う
と
き
に
用
い
る
犠
牲
が
、
混
じ
り
け
の
な
い
騂
犅
で
あ
る
こ
と
を

述
べ
る
。
最
後
に
宗
廟
を
祭
る
と
き
の
慎
重
な
態
度
に
つ
い
て
述
べ
る
。

郊
事
對
第
七
十
一

廷
尉
臣
湯
昧
死
言
。
臣
湯
承
制
、
以
郊
事
問
故
膠
西
相
仲
舒
。

臣
仲
舒
對
曰
、
所
聞
、
古
者
天
子
之
禮
、
莫
重
於
郊
。
郊
常
以
正
月
上
辛
者
、
所
以
先

百
神
而
最
居
前
。
禮
三
年
喪
、
不
祭
其
先
、
而
不
敢
廢
郊
。
郊
重
於
宗
廟
、
天
尊
於
人
也
。

王
制
曰
、
祭
天
地
之
牛
繭
栗
。
宗
廟
之
牛
握
。
賓
客
之
牛
尺
。
此
言
德
滋
美
、
而
牲
滋
微

也
。
春
秋
曰
、
魯
祭
周
公
用
白
牡
、
色
白
貴
純
也
。
帝
牲
、
在
滌
三
月
。
牲
貴
肥
潔
、
而
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不
貪
其
大
也
。
凡
養
牲
之
道
、
務
在
肥
潔
而
已
。
駒
犢
未
能
勝
芻
豢
之
食
。
莫
如
令
食
其

母
便
。

臣
湯
謹
問
仲
舒
。
魯
祀
周
公
用
白
牡
、
非
禮
也
。

臣
仲
舒
對
曰
、
禮
也
。

臣
湯
問
、
周
天
子
用
騂
犅
、
羣
公
不
毛
。
周
公
諸
公
也
。
何
以
得
用
純
牲
。

臣
仲
舒
對
曰
、
武
王
崩
、
成
王
立
、
而
在
襁
褓
之
中
。
周
公
繼
文
武
之
業
、
成
二
聖
之

功
、
德
漸
天
地
、
澤
被
四
海
。
故
成
王
賢
而
貴
之
。
詩
云
、
無
德
不
報
。
故
成
王
使
祭
周

公
以
白
牡
、
上
不
得
與
天
子
同
色
、
下
有
異
於
諸
侯
。
臣
仲
舒
愚
以
爲
、
報
德
之
禮
。

臣
湯
問
仲
舒
。
天
子
祭
天
、
諸
侯
祭
土
。
魯
何
縁
以
祭
郊
。

臣
仲
舒
對
曰
、
周
公
傅
成
王
、
成
王
遂
及
聖
。
功
莫
大
於
此
。
周
公
聖
人
也
。
有
祭
於

天
道
、
故
成
王
令
魯
郊
也
。

臣
湯
問
仲
舒
。
魯
祭
周
公
用
白
牡
。
其
郊
何
用
。

臣
仲
舒
對
曰
、
魯
郊
用
純
騂
犅
。
周
色
上
赤
。
魯
以
天
子
命
郊
、
故
以
騂
。

臣
湯
問
仲
舒
。
祠
宗
廟
、
或
以
鶩
當
鳧
、(

鶩)

〔
鳧
〕(
非)

〔
當
〕(

鳧)

〔
鶩
〕
①
、

可
用
否
。

仲
舒
對
曰
、
鶩
非
鳧
、
鳧
非
鶩
也
。
臣
聞
、
孔
子
入
太
廟
、
毎
事
問
、
愼
之
至
也
。
陛

下
祭
、
躬
親
齋
戒
沐
浴
、
以
承
宗
廟
、
甚
敬
謹
。
奈
何
以
鳧
當
鶩
、
鶩
當
鳧
。
名
實
不
相

應
、
以
承
大
廟
、
不
亦
不
稱
乎
。
臣
仲
舒
愚
以
爲
、
不
可
。
臣
犬
馬
齒
衰
、
賜
骸
骨
、
伏

陋
巷
。
陛
下
乃
幸
使
九
卿
、
問
臣
以
朝
廷
之
事
。
臣
愚
陋
曾
不
足
以
承
明
詔
、
奉
大
對
。

臣
仲
舒
昧
死
以
聞
。

【
校
記
】

①

「
非
」

兪
樾
は
後
文
に
「
仲
舒
對
曰
、
鶩
非
鳧
、
鳧
非
鶩
也
」「
奈
何
以
鳧
當
鶩
、

鶩
當
鳧
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
非
」
は
「
當
」
で
は
な
い
か
と
言
う
。
た
だ
、
そ
の
場

合
は
、「
鳧
」
と
「
鶩
」
を
入
れ
替
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

今
、
兪
樾
に
従
い
、「
非
」
を
「
當
」
に
改
め
、
さ
ら
に
意
を
も
っ
て
「
或
以
鶩
當
鳧
、

鳧
當
鶩
」
と
改
め
る
。

【
書
き
下
し
文
】

廷
尉
臣
湯
①
昧
死
し
て
②
言
ふ
。
臣
湯
、
制
を
承
け
、
郊
事
を
以
て
故
の
膠
西
の
相
仲

も
と

し
ゃ
う

舒
に
問
ふ
③
。

臣
仲
舒
對
へ
て
曰
は
く
、「
聞
く
所
、
古
は
天
子
の
禮
、
郊
よ
り
重
き
も
の
莫
し
。
郊
は

常
に
正
月
上
辛
を
以
て
す
る
は
、
百
神
に
先
ん
じ
て
最
も
前
に
居
る
所
以
な
り
④
。
禮
に

ゆ

ゑ

ん

三
年
の
喪
、
其
の
先
を
祭
ら
ざ
る
も
、
敢
へ
て
郊
を
廢
せ
ず
⑤
。
郊
は
宗
廟
よ
り
重
く
、

天
は
人
よ
り
尊
き
な
り
。
『
王
制
』
に
曰
は
く
、
『
天
地
を
祭
る
の
牛
は
繭
栗
。
宗
廟
の
牛

け
ん
り
つ

は
握
。
賓
客
の
牛
は

尺

』
⑥
と
。
此
れ
德
は
滋
ま
す
美
に
し
て
、
牲
は
滋
ま
す
微
か
な
る

あ
く

し
ゃ
く

ま
す

ま
す

か
す

を
言
ふ
な
り
。
『
春
秋
』
に
曰
は
く
、
『
魯
は
周
公
を
祭
る
に
白
牡
を
用
ふ
』
⑦
と
。
色
白

き
は
純
な
る
を
貴
ぶ
な
り
。『
帝
牲
は
、
滌
に
在
る
こ
と
三
月
』
⑧
と
あ
り
。
牲
は
肥
潔
な

で
き

る
を
貴
び
、
其
の
大
な
る
を
貪
ら
ざ
る
な
り
。
凡
そ
牲
を
養
ふ
の
道
は
、
肥
潔
な
る
に
在

る
に
務
む
る
の
み
。
駒
犢
は
未
だ
芻
豢
の
食
に
勝
ふ
能
は
ず
⑨
。
其
の
母
に
食

は
し
む
る

く

と

く

す
う
け
ん

た

あ
た

や
し
な

の
便
に
如
く
は
莫
し
」
と
。

し

臣
湯
謹
ん
で
仲
舒
に
問
ふ
、「
魯
、
周
公
を
祀
る
に
白
牡
を
用
ふ
る
は
、
非
禮
な
る
か
」

ま
つ

は

く

ぼ

⑩
と
。

臣
仲
舒
對
へ
て
曰
は
く
、「
禮
な
り
」
と
。

臣
湯
問
ふ
、「
周
の
天
子
は
騂
犅
を
用
ひ
、
羣
公
は
不
毛
も
て
す
⑪
。
周
公
は
諸
公
な
り
。

せ
い
か
う

何
を
以
て
純
牲
を
用
ふ
る
を
得
る
や
」
と
。

臣
仲
舒
對
へ
て
曰
は
く
、
「
武
王
崩
じ
て
、
成
王
立
ち
て
、
襁

褓
の
中
に
在
り
。
周
公

き
ゃ
う
ほ
う

は
文
武
の
業
を
繼
ぎ
、
二
聖
の
功
を
成
し
、
德
、
天
地
に
漸
し
、
澤
、
四
海
を
被
ふ
。
故

ぜ
ん

お
ほ

に
成
王
は
賢
と
し
て
之
を
貴
ぶ
。
『
詩
』
に
云
ふ
、
『
德
無
く
ん
ば
報
い
ず
』
⑫
と
。
故
に

成
王
は
、
周
公
を
祭
る
に
白
牡
を
以
て
し
、
上
は
天
子
と
色
を
同
じ
う
せ
ざ
る
も
⑬
、
下

は
諸
侯
に
異
な
る
こ
と
有
ら
し
む
。
臣
仲
舒
愚
に
し
て
以
爲
へ
ら
く
、
德
に
報
ひ
る
の
禮

お

も

な
り
」
と
。
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臣
湯
、
仲
舒
に
問
ふ
、
「
『
天
子
は
天
を
祭
り
、
諸
侯
は
土
を
祭
る
』
⑭
と
あ
り
。
魯
は

何
に
縁
り
て
以
て
郊
を
祭
る
か
」
と
。

よ

臣
仲
舒
對
へ
て
曰
は
く
、「
周
公
は
成
王
に
傅
た
り
て
、
成
王
遂
に
聖
に
及
ぶ
。
功
、
此

ふ

こ
れ

よ
り
大
な
る
は
莫
し
。
周
公
は
聖
人
に
し
て
、
天
を
祭
る
の
道
有
り
。
故
に
成
王
、
魯
を

し
て
郊
せ
し
む
る
な
り
」
と
。

臣
湯
、
仲
舒
に
問
ふ
、「
魯
は
周
公
を
祭
る
に
白
牡
を
用
ふ
。
其
の
郊
に
は
何
を
か
用
ふ

る
」
と
。

臣
仲
舒
對
へ
て
曰
は
く
、「
魯
、
郊
に
は
純
な
る
騂
犅
を
用
ふ
。
周
、
色
は
赤
を

上

ぶ
。

せ
い
か
う

た
ふ
と

魯
は
天
子
の
命
を
以
て
郊
す
、
故
に
騂
を
以
て
す
」
⑮
と
。

臣
湯
、
仲
舒
に
問
ふ
、「
宗
廟
を
祠
る
に
、
或
い
は
鶩
を
以
て
鳧
に
當
て
⑯
、
鳧
を
鶩
に

ま
つ

ぼ
く

ふ

あ

當
つ
、
用
ふ
べ
き
か
否
か
」
と
。

仲
舒
對
へ
て
曰
は
く
、
「
鶩
は
鳧
に
非
ず
、
鳧
は
鶩
に
非
ざ
る
な
り
。
臣
聞
く
、
『
孔
子

太
廟
に
入
り
て
は
、
事
毎
に
問
ふ
』
⑰
と
は
愼
し
み
の
至
り
な
り
。
陛
下
は
祭
る
に
、
躬
親

み

づ

か

ら
齋
戒
沐
浴
し
て
、
以
て
宗
廟
を
承
け
、
甚
だ
敬
謹
し
む
。
奈
何
ぞ
鳧
を
以
て
鶩
に
當
て
、

つ

つ

い

か

ん

鶩
を
鳧
に
當
つ
る
。
名
實
相
應
ぜ
ず
し
て
⑱
、
以
て
大
廟
を
承
く
る
は
、
亦
不
稱
な
ら
ず

や
。
臣
仲
舒
愚
に
し
て
以
爲
へ
ら
く
、
不
可
な
り
。
臣
犬
馬
⑲
齒
衰
へ
、
骸
骨
を
賜
ひ
⑳
、

陋
巷
に
伏
す
。
陛
下
は
乃
ち
幸
に
九
卿

を
し
て
、
臣
に
問
ふ
に
朝
廷
の
事
を
以
て
せ
し

む
。
臣
愚
陋
に
し
て
、

曾
ち
以
て
明
詔
を
承
け
て
大
對
を
奉
ず
る
に
足
ら
ず
。
臣
仲
舒
昧

す
な
は

死
し
て
以
て
聞
す
」
と
。

【
注
】

①

「
廷
尉
」
と
は
裁
判
や
刑
罰
を
掌
る
職
名
。『
漢
書
』
百
官
公
卿
表
に
「
廷
尉
、
秦
の

官
、
刑
辟
を
掌
り
、
正
・
左
・
右
監
有
り
、
秩
皆
千
石
」
と
あ
る
。「
湯
」
は
張
湯
、
杜

陵
の
人
。『
漢
書
』
列
伝
巻
二
十
九
に
そ
の
伝
が
あ
る
。

②

「
昧
死
」
は
「
死
を
昧
す
」
の
意
。
上
書
す
る
と
き
に
、
お
そ
れ
は
ば
か
る
意
味
を

を
か

表
す
常
套
句
。

③

『
漢
書
』
董
仲
舒
傳
に
、
膠
西
の

相
と
し
て
赴
任
し
、
ま
た
そ
の
職
を
辞
し
た
事
情

し
ゃ
う

が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
「
董
仲
舒
傳
」
に
は
、

仲
舒
、
家
に
在
り
て
、
朝
廷
如
し
大
議
有
れ
ば
、
使
者
及
び
廷
尉
張
湯
を
し
て
其

も

の
家
に
就
き
て
之
に
問
は
し
む
。
其
の
對
、
皆
明
法
有
り
。(

仲
舒
在
家
、
朝
廷
如

有
大
議
、
使
使
者
及
廷
尉
張
湯
就
其
家
而
問
之
、
其
對
皆
有
明
法)

と
あ
り
、「
郊
事
對
篇
」
の
内
容
は
、
朝
廷
と
董
仲
舒
と
の
や
り
と
り
の
一
つ
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

④

「
正
月
上
辛
」

『
春
秋
』
成
公
十
七
年
「
九
月
辛
丑
、
用
郊
」
の
条
の
『
公
羊
傳
』

に
、

用
と
は
何
ぞ
。
用
と
は
宜
し
く
用
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
九
月
は
用
て
郊
す
る
所

に
非
ざ
る
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
郊
曷
れ
に
用
ふ
る
。
郊
に
は
正
月
上
辛
を
用
ふ
。

い
づ

或
い
は
曰
は
く
、
用
ひ
て
然
る
後
に
郊
す
、
と
。(

用
者
何
。
用
者
不
宜
用
也
。
九

月
、
非
所
用
郊
也
。
然
則
郊
曷
用
。
郊
用
正
月
上
辛
。
或
曰
用
然
後
郊)

と
あ
り
、
そ
の
『
解
詁
』
に
、

魯
の
郊
は
博
く
春
三
月
を
卜
ふ
に
、
正
月
と
言
へ
る
は
、
因
っ
て
百
王
の
正
し
く

當
に
用
ふ
べ
き
所
な
る
を
見
す
な
り
。
三
王
の
郊
は

一

ら
夏
正
を
用
ふ
る
に
、
正

も
っ
ぱ

月
と
言
へ
る
は
、
春
秋
の
制
な
り
。
正
月
は
歳
首
に
し
て
、
上
辛
は
尤
ほ
始
新
の

な

ご
と
し
。
皆
其
の
首
先
の
意
に
取
る
。
日
い
ふ
は
辛
を
用
ふ
る
は
例
な
る
を
明
か

に
す
。
郊
せ
ざ
れ
ば
則
ち
日
い
は
ず
。(

魯
郊
博
卜
春
三
月
、
言
正
月
者
、
因
見
百

王
正
所
當
用
也
。
三
王
之
郊
一
用
夏
正
、
言
正
月
者
、
春
秋
之
制
也
。
正
月
者
歳

首
、
上
辛
尤
始
新
。
皆
取
其
首
先
之
意
。
日
者
明
用
辛
例
。
不
郊
則
不
日)

と
あ
り
、「
正
月
」
は
一
年
の
最
初
の
月
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
「
上
辛
」
の
「
辛
」
は
「
始

新
」
の
「
新
」
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
い
ず
れ
も
首
先
と
い
う
意
味
を
持
つ
と
い
う
。

凌
曙
は
、『
禮
記
』
郊
特
牲
の
「
郊
の
辛
を
用
ふ
る
は
、
周
の
始
め
て
郊
す
る
と
き
、

日
以
て
至
れ
る
な
り
」
の
盧
植
の
注
に
、

辛
の
言
た
る
、
自
ら
新
た
に
絜
ら
か
に
す
る
を
言
ふ
な
り
。(

辛
之
爲
言
、
言
自
新

き
よ

絜
也)
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ま
た
鄭
玄
の
注
に
、

辛
日
を
用
ふ
る
は
、
凡
そ
人
君
と
爲
り
て
は
、
當
に
齊
戒
し
て
自
ら
新
し
く
す
べ

き
の
み
。(

用
辛
日
者
、
凡
爲
人
君
、
當
齊
戒
自
新
耳)

と
あ
る
の
を
引
く
。

⑤

こ
こ
は
、
郊
祭
を
何
よ
り
も
重
視
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。『
繁
露
』
郊
祭
第
六
十

七
に
も
、
同
様
の
内
容
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

『
春
秋
』
の
義
、
國
に
大
喪
有
れ
ば
、
宗
廟
の
祭
り
を
止
ど
め
、
郊
祭
を
止
め
ず
。

と
ど

郊
祭
を
止
め
ざ
る
は
、
敢
て
父
母
の
喪
を
以
て
、
天
に
事
ふ
る
の
禮
を
廢
せ
ざ
れ

と
ど

ば
な
り
。
父
母
の
喪
は
、
至
っ
て
哀
痛
悲
苦
な
る
も
、
尚
ほ
敢
へ
て
郊
を
廢
せ
ざ

る
な
り
。
孰
か
以
て
郊
を
廢
す
る
に
足
る
者
あ
ら
ん
や
。
故
に
其
の
、
禮
に
在
り

て
は
、
亦
、「
喪
に
は
祭
ら
ず
、
唯
だ
天
を
祭
る
の
み
、
喪
を
越
え
て
事
を
行
ふ
を

爲
す
」
と
曰
ふ
。
夫
れ
古
の
、
天
を
畏
敬
し
て
天
の
郊
を
重
ん
ず
る
こ
と
、
此
の

如
く
甚
し
き
な
り
。（
春
秋
之
義
、
國
有
大
喪
者
、
止
宗
廟
之
祭
、
而
不
止
郊
祭
。

不
止
郊
祭
者
、
不
敢
以
父
母
之
喪
、
廢
事
天
地
之
禮
也
。
父
母
之
喪
、
至
哀
痛
悲

苦
也
、
尚
不
敢
廢
郊
也
。
孰
足
以
廢
郊
者
。
故
其
在
禮
、
亦
曰
、
喪
者
不
祭
、
唯

祭
天
、
爲
越
喪
而
行
事
。
夫
古
之
畏
敬
天
而
重
天
郊
、
如
此
甚
也)

と
あ
り
、
本
篇
と
同
様
の
内
容
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
禮
記
』
王
制
に
も
、

喪
に
は
三
年
祭
ら
ず
、
唯
だ
天
地
社
稷
を
祭
る
の
み
。(

喪
三
年
不
祭
、
唯
祭
天
地

社
稷)

と
あ
る
。

⑥

こ
こ
は
『
禮
記
』
王
制
に
、

天
地
を
祭
る
の
牛
は
、
角
は
繭
栗
、
宗
廟
の
牛
は
、
角
は
握
、
賓
客
の
牛
は
、
角
は

尺

。

け
ん
り
つ

あ
く

し
ゃ
く

(

祭
天
地
之
牛
、
角
繭
栗
、
宗
廟
之
牛
、
角
握
、
賓
客
之
牛
、
角
尺)

と
あ
る
の
を
指
す
。

「
繭
栗
」
と
は
、
そ
の
形
状
か
ら
言
っ
た
も
の
。
凌
曙
は
『
漢
書
』
の
顔
師
古
注
に
、

「
牛
角
の
形
、
或
い
は
繭
の
如
く
、
或
い
は
栗
の
如
し
。
其
の
小
な
る
を
言
ふ
」
と
あ

る
の
を
引
く
。

「
握
」
は
、
そ
の
長
さ
か
ら
言
っ
た
も
の
で
、
四
本
の
指
を
並
べ
た
長
さ
。
右
に
引

用
し
た
一
節
の
鄭
玄
注
に
「
握
は
、
長
じ
て
膚
を
出
で
ざ
る
を
謂
ふ
」
と
あ
る
。

⑦

魯
が
周
公
を
祭
る
と
き
に
白
牡
を
用
い
た
こ
と
は
、『
春
秋
』
文
公
十
三
年
「
世
室
屋

壞
﹂
の
条
の
『
公
羊
傳
』
に
見
え
る
。
そ
こ
に
は
、

魯
、
周
公
を
祭
る
に
、
何
を
以
て
牲
と
爲
す
。
周
公
に
は
白
牲
を
用
ひ
、
魯
公
に

は
騂
犅
を
用
ひ
、
群
公
に
は
不
毛
な
り
。(

魯
祭
周
公
、
何
以
爲
牲
。
周
公
用
白
牲
、

せ
い
か
う

魯
公
用
騂
犅
、
群
公
不
毛)

と
あ
り
、
そ
の
『
解
詁
』
に
、

白
牡
は
、
殷
の
牲
な
り
。
周
公
死
し
、
王
禮
有
る
も
、

謙

り
て
敢
へ
て
文
武
と

へ
り
く
だ

あ

同
じ
く
せ
ざ
る
な
り
。
夏
の
黑
牡
を
以
て
せ
ざ
る
は
、
周
の
文
を
改
め
、
當
に
夏

を
以
て
す
べ
き
か
と

嫌

ふ
に
て
、

嫌

ひ
を
辟
く
る
な
り
。
騂
犅
は
赤
脊
、
周
の

う
た
が

う
た
が

さ

せ
い
か
う

牲
な
り
。
魯
公
は
諸
侯
な
る
を
以
て
嫌
は
ず
。
故
に
周
制
に
從
ひ
、
脊
を
以
て
差

と
爲
す
。
不
毛
は
、
純
色
な
ら
ず
、
尊
祖
よ
り
降
る
所
以
な
り
。(

白
牡
、
殷
牲
也
。

ゆ

ゑ

ん

周
公
死
、
有
王
禮
、
謙
不
敢
與
文
武
同
也
。
不
以
夏
黑
牡
者
、〔
嫌
〕(

謙)

改
周
之

文
、
當
以
夏
、
辟
嫌
也
。
騂
犅
赤
脊
、
周
牲
也
。
魯
公
以
諸
侯
不
嫌
。
故
從
周
制
、

以
脊
爲
差
。
不
毛
、
不
純
色
、
所
以
降
于
尊
祖)

と
あ
る
。
ま
た
『
校
釋
』
は
、
『
詩
』
魯
頌
「
閟
宮
」
に
「
白
牡
騂
剛
」
と
あ
り
、
『
毛

は

く

ぼ
せ
い
ご
う

傳
』
に
、

白
牡
は
周
公
の
牲
な
り
。
騂
剛
は
魯
公
の
牲
な
り
。(

白
牡
周
公
牲
也
。
騂
剛
魯
公

牲
也)

と
あ
る
の
を
引
く
。

⑧

「
帝
牲
は
、
滌
に
在
る
こ
と
三
月
」
の
一
文
は
『
春
秋
』
宣
公
三
年
の
「
三
年
春
王

で
き

正
月
、
郊
牛
之
口
傷
。
改
卜
牛
。
牛
死
。
乃
不
郊
。
猶
三
望
」
の
条
の
『
公
羊
傳
』
に

見
え
る
。
そ
の
『
解
詁
』
に
、

滫
は
宮
の
名
、
帝
牲
を
三
牢
に
養
ふ
の
處
な
り
。
之
を
滫
と
謂
ふ
は
、
其
の
蕩
滌

せ
ら
れ
て
絜
清
な
る
に
取
る
。
三
牢
な
る
は
、
各
お
の
一
月
を

主

り
、
三
月
は

つ
か
さ
ど

一
時
な
れ
ば
、
以
て
其
の
天
牲
を
充
た
す
に
足
る
に
取
る
。(

滫
宮
名
、
養
帝
牲
三
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牢
之
處
也
。
謂
之
滫
者
、
取
其
蕩
滌
絜
清
。
三
牢
者
、
各
主
一
月
、
取
三
月
一
時
、

足
以
充
其
天
牲)

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
「
滫
」
と
は
囲
み
の
名
。
洗
い
流
し
て
清
潔
に
す
る
の
意
味

を
持
つ
。『
校
釋
』
は
、『
禮
記
』
郊
特
牲
に
、

帝
牛
必
ず
滌
に
在
る
こ
と
三
月
。(

帝
牛
必
在
滌
三
月)

と
あ
り
、
ま
た
蔡
邕
『
獨
斷
』
巻
上
に
、

帝
の
牲
牢
は
三
月
す
。
外
牢
に
在
る
こ
と
一
月
、
中
牢
に
在
る
こ
と
一
月
、
明
牢

に
在
る
こ
と
一
月
。
明
堂
に
近
づ
く
を
謂
ふ
な
り
。
三
月
一
時
は
已
に
肥
ゆ
る
に

足
る
。
之
を
徙
す
こ
と
三
月
な
る
は
、
其
の
潔
ら
か
な
る
を
示
す
な
り
。(

帝
牲
牢

三
月
、
在
外
牢
一
月
、
在
中
牢
一
月
、
在
明
牢
一
月
、
謂
近
明
堂
也
。
三
月
一
時

已
足
肥
矣
。
徙
之
三
月
、
示
其
潔
也
）

と
あ
る
の
を
引
く
。

⑨

「
駒
」
は
子
馬
。「
犢
」
は
子
牛
。
「
芻
豢
」
に
つ
い
て
は
、『
説
文
』
に
「
牛
馬
を
芻

と
曰
ひ
、
犬
豕
を
豢
と
曰
ふ
」
と
あ
る
。
蘇
輿
は
『
周
禮
』
の
鄭
玄
注
に
、「
牛
羊
を
養

ふ
を
芻
と
曰
ひ
、
犬
豕
の
若
き
は
則
ち
豢
と
曰
ふ
」
と
あ
る
の
を
引
く
。
「
芻
豢
の
食
」

と
は
『
校
釋
』
が
言
う
よ
う
に
、
牲
畜
を
養
う
飼
料
の
意
と
す
る
。

⑩

周
公
を
祀
る
と
き
に
白
牡
を
用
い
た
こ
と
は
、『
春
秋
』
文
公
十
三
年
「
世
室
屋
壞
﹂

の
条
の
『
公
羊
傳
』
に
見
え
る
。
原
文
は
注
⑦
に
引
い
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
こ
は
、
周
公
は
諸
公
で
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
純
毛
の
白
牡
を
用
い
る
こ
と
が
で
き

た
の
か
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
注
⑪
も
併
せ
て
参
照
の
こ
と
。

⑪

「
周
の
天
子
は
騂
犅
を
用
い
、
羣
公
は
不
毛
を
用
い
る
」
こ
と
は
注
⑦
参
照
。『
校
釋
』

は
『
禮
記
』
明
堂
位
に
、

夏
后
氏
、
牲
は
黒
を

尚

ぶ
、
殷
は
白
牡
、
周
は
騂
剛
な
り
。(

夏
后
氏
牲
尚
黒
、

た
っ
と

せ
い
が
う

殷
白
牡
、
周
騂
剛)

と
あ
る
の
を
引
く
。
な
お
本
篇
で
は
「
騂
犅
」
に
作
り
、『
禮
記
』
明
堂
位
で
は
「
騂
剛
」

、

、

に
作
っ
て
い
る
が
、
『
校
釋
』
は
「
『
剛
』
は
﹃
犅
﹄
と
通
ず
」
と
言
う
。
さ
ら
に
『
校

釋
』
は
、『
周
禮
』
地
官
「
牧
人
」
に
、

凡
そ
陽
祀
に
は
騂
牲
を
用
い
、
之
を
毛
す
。(

凡
陽
祀
用
騂
牲
、
毛
之)

と
あ
り
、
そ
の
鄭
玄
の
注
に
、

之
を
毛
す
と
は
、
純
毛
を
取
る
な
り
。(

毛
之
、
取
純
毛)

と
あ
る
の
を
引
く
。

⑫

こ
の
詩
の
出
典
は
『
詩
』
大
雅
「
抑
」。

言
と
し
て
讎
ひ
ざ
る
こ
と
無
く
、
德
と
し
て
報
い
ざ
る
こ
と
無
し
。(

無
言
不
讎
、

も
ち

無
德
不
報)

と
あ
る
。
「
讎
」
は
『
毛
傳
』
に
「
用
な
り
」
と
あ
る
の
に
従
っ
た
。

⑬

「
天
子
は
騂
犅
を
用
」
い
る
と
あ
り
、
赤
色
で
あ
る
。
注
⑦
に
引
く
『
解
詁
』
に
「
騂
犅

せ
い
か
う

せ
い
か
う

は
赤
脊
」
と
あ
る
。

⑭

こ
の
一
文
は
、『
春
秋
』
僖
公
三
十
一
年
「
夏
四
月
。
四
卜
郊
不
從
。
乃
免
牲
。
猶
三

望
」
の
条
の
『
公
羊
傳
』
に
、

天
子
は
天
を
祭
り
、
諸
侯
は
土
を
祭
る
。(

天
子
祭
天
、
諸
侯
祭
土)

と
あ
る
。
そ
の
『
解
詁
』
に
、

郊
は
、
天
を
祭
る
所
以
な
り
。
土
は
社
を
謂
ふ
な
り
。
諸
侯
の
祭
る
所
、
社
よ
り

ゆ

ゑ

ん

重
き
も
の
莫
し
。(

郊
者
、
所
以
祭
天
也
。
土
謂
社
也
。
諸
侯
所
祭
、
莫
重
於
社)

と
あ
る
。
諸
侯
た
る
魯
が
、
ど
う
し
て
郊
を
祭
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
問
い
で

あ
る
。

⑮

「
周
は
赤
を
上
ぶ
」
と
あ
り
、
魯
は
天
子
の
命
に
よ
っ
て
郊
祭
を
執
り
行
う
こ
と
か

ら
赤
色
で
あ
る
「
騂
犅
」
を
用
い
る
と
い
う
。
注
⑦
に
引
く
『
解
詁
』
に
「
騂
犅
は
赤

せ
い
か
う

脊
、
周
の
牲
な
り
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

⑯

「
鶩
」
は
、
あ
ひ
る
。「
鳧
」
は
、
か
も
。『
校
釋
』
は
『
爾
雅
』
釋
鳥
に
、「
舒
鳧
は
鶩

じ

ょ

ふ

ぼ
く

な
り
」
と
あ
り
、
そ
の
郭
注
に
、「
鴨
な
り
」
と
あ
り
、
ま
た
『
禮
記
』
曲
禮
の
『
正
義
』

あ
ふ

に
、「
鳧
は
野
鴨(

か
も)

の
名
な
り
。
鶩
は
家
鴨(

あ
ひ
る)

の
名
な
り
」
と
あ
る
の
を
引

く
。

⑰

こ
こ
は
『
論
語
』
八
佾
に
、

子
、
太
廟
に
入
り
て
、
事
毎
に
問
ふ
。(

子
入
太
廟
、
毎
事
問)

ご
と
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と
あ
る
の
を
指
す
。

⑱

名
実
が
一
致
し
な
い
例
と
し
て
、
蘇
輿
は
、『
漢
書
』
郊
祀
志
下
に
、

莽
、
遂
に
鬼
神
を
崇
め
て
淫
祀
し
、
其
の
末
年
に
至
り
て
、
天
地
六
宗
よ
り
以
下
、

諸
小
鬼
神
に
至
る
ま
で
、
凡
そ
千
七
百
か
所
、
三
牲
・
鳥
獸
三
千
餘
種
を
用
ふ
。

後
に
備
ふ
る
能
は
ず
、
乃
ち
雞
を
以
て
鶩
鴈
に
當
て
、
犬
も
て
麋
鹿
に
當
つ
。
數し

ば

し
ば
自
ら
以
て
當
に
僊
す
べ
し
と
下
詔
す
。
語
は
其
の
傳
に
在
り
。(

莽
遂
崇
鬼
神

淫
祀
、
至
其
末
年
、
自
天
地
六
宗
以
下
至
諸
小
鬼
神
、
凡
千
七
百
所
、
用
三
牲
鳥

獸
三
千
餘
種
。
後
不
能
備
、
乃
以
雞
當
鶩
鴈
、
犬
當
麋
鹿
。
數
下
詔
自
以
當
僊
。

語
在
其
傳)

と
あ
る
の
を
引
く
。
こ
こ
に
は
王
莽
が
「
鶩
・
鴈
」
の
代
わ
り
に
「
雞
」
を
用
い
、「
麋

・
鹿
」
の
代
わ
り
に
「
犬
」
を
用
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

⑲

「
犬
馬
」
は
、
自
分
の
こ
と
を
謙
っ
て
言
っ
た
も
の
。『
校
釋
』
は
「
人
臣
の
君
主
に

対
す
る
謙
称
」
と
す
る
。

⑳

「
賜
骸
骨
」
は
、
辞
職
を
許
さ
れ
た
の
意
。『
校
釋
』
は
「
致
仕
退
休
」
の
意
と
す
る
。



「
九
卿
」

凌
曙
は
、「
太
常
」「
光
禄
」「
衛
尉
」「
太
僕
」「
廷
尉
」「
大
鴻
臚
」「
宗

正
」「
大
司
農
」「
少
府
」
を
指
す
と
い
う
。『
校
釋
』
も
同
じ
。

【
現
代
語
訳
】

郊
事
對
第
七
十
一

廷
尉
で
あ
る
湯
は
、
お
そ
れ
な
が
ら
上
書
し
て
申
し
上
げ
ま
す
。
湯
は
、
制
書
を
承
り
、

郊
事
の
こ
と
を
故
の
膠
西
の
相
仲
舒
に
お
尋
ね
し
ま
す
。

も
と

し
ゃ
う

仲
舒
が
答
え
て
言
う
に
、「
聞
く
所
に
よ
れ
ば
、
古
は
天
子
の
礼
の
中
で
、
郊
よ
り
重
要

な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
郊
祭
を
常
に
正
月
上
辛
の
日
に
行
う
の
は
、
百
神
に
先
ん
じ
て

最
初
に
あ
る
か
ら
で
す
。
礼
で
は
三
年
の
喪
の
間
、
そ
の
祖
先
を
祭
り
ま
せ
ん
が
、
決
し

て
郊
祭
を
廃
止
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
郊
は
宗
廟
よ
り
重
要
で
、
天
は
人
よ
り
尊
い

も
の
で
す
。
『
王
制
』
に
曰
う
、
『
天
地
を
祭
る
場
合
の
牛
の
角
は
繭
栗
の
も
の
。
宗
廟
を

祭
る
と
き
の
牛
の
角
は
握
の
も
の
。
賓
客
を
も
て
な
す
と
き
の
牛
の
角
は
尺
の
も
の
』
と
。

こ
れ
は
徳
が
盛
ん
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
犠
牲
は
ま
す
ま
す
微
小
で
あ
る
こ
と
を
言
う
の

で
す
。
『
春
秋
』
に
曰
う
、
『
魯
は
周
公
を
祭
る
と
き
に
白
牡
を
用
い
る
』
と
。
色
が
白
を

用
い
る
の
は
純
粋
で
あ
る
こ
と
を
貴
ぶ
の
で
す
。『
帝
牲
は
、
滌
に
三
か
月
い
る
』
と
。
牲

は
肥
え
て
潔
ら
か
で
あ
る
こ
と
を
貴
び
、
そ
の
大
き
な
も
の
を
貪
ら
な
い
の
で
す
。
凡
そ

き
よ

犠
牲
を
養
う
や
り
方
と
し
て
は
、
肥
え
て
潔
ら
か
で
あ
る
こ
と
に
務
め
る
だ
け
で
す
。
子

馬
や
仔
牛
は
は
ま
だ
芻
豢
の
飼
料
を
食
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
母
に
養
わ
せ
る

の
が
最
も
好
都
合
で
す
」
と
。

湯
は
、
謹
ん
で
仲
舒
に
尋
ね
ま
す
に
、「
魯
が
周
公
を
祀
る
際
に
白
牡
を
用
い
る
の
は
、

礼
に
か
な
っ
て
い
な
い
の
で
す
か
」
と
。

仲
舒
が
答
え
て
言
う
に
、「
礼
に
か
な
っ
て
い
ま
す
」
と
。

湯
が
尋
ね
ま
す
に
、「
周
の
天
子
は
騂
犅
を
用
い
、
羣
公
は
不
毛
を
用
い
ま
す
。
周
公
は

諸
公
で
す
。
ど
う
い
う
理
由
で
純
牲
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
か
」
と
。

仲
舒
が
答
え
て
言
う
に
、「
武
王
が
崩
御
し
、
成
王
が
即
位
し
ま
し
た
が
、
幼
か
っ
た
の

で
す
。（
そ
こ
で
）
周
公
は
文
王
・
武
王
の
偉
業
を
継
い
で
、
二
聖
の
功
を
完
成
し
、
徳
沢

は
天
地
四
海
に
ゆ
き
わ
た
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
成
王
は
周
公
を
賢
者
と
し
て
貴
ん
だ
の
で

す
。
『
詩
』
に
云
う
、
『
徳
が
無
け
れ
ば
報
い
な
い
』
と
。
だ
か
ら
成
王
は
、
周
公
を
祭
る

と
き
に
白
牡
を
用
い
、
天
子
と
は
色
を
同
じ
く
は
し
な
い
が
、
諸
侯
と
は
異
な
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
わ
た
く
し
仲
舒
は
、
徳
に
報
い
た
礼
だ
と
愚
考
い
た
し
ま
す
」
と
。

湯
が
、
仲
舒
に
尋
ね
ま
す
に
、「(

『
公
羊
傳
』)

に
『
天
子
は
天
を
祭
り
、
諸
侯
は
土
を

祭
る
』
と
あ
り
ま
す
が
、
魯
は
ど
う
い
う
根
拠
で
郊
を
祭
る
の
で
す
か
」
と
。

仲
舒
が
答
え
て
言
う
に
、「
周
公
は
成
王
に
養
育
係
と
し
て
仕
え
、
成
王
は
や
が
て
聖
に

ま
で
及
ん
だ
。
そ
の
功
績
は
、
こ
れ
よ
り
大
き
い
も
の
は
な
い
で
し
ょ
う
。
周
公
は
聖
人

で
あ
り
、(

そ
う
い
う
人
に
は)

天
を
祭
る
道
理
も
有
り
ま
し
ょ
う
。
だ
か
ら
成
王
は
、
魯

に
郊
祭
を
さ
せ
た
の
で
す
」
と
。

湯
が
、
仲
舒
に
尋
ね
ま
す
に
、「
魯
は
周
公
を
祭
る
際
に
白
牡
を
用
い
る
。
そ
の
郊
祭
に

は
何
を
用
い
る
の
で
す
か
」
と
。
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仲
舒
が
答
え
て
言
う
に
、「
魯
は
、
郊
祭
に
は
混
じ
り
け
の
な
い
騂
犅
を
用
い
る
。
周
は

色
は
赤
を
尊
ぶ
。
魯
は
天
子
の
命
に
よ
っ
て
郊
を
祭
る
の
で
す
。
だ
か
ら
騂
を
用
い
ま
す
」

と
。湯

が
、
仲
舒
に
尋
ね
ま
す
に
、「
宗
廟
を
祠
る
際
に
、
あ
ひ
る
を
鴨
に
代
用
し
た
り
、
鴨

を
あ
ひ
る
に
代
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
代
用
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
す
か
で
き

な
い
の
で
す
か
」
と
。

仲
舒
が
答
え
て
言
う
に
、「
あ
ひ
る
は
鴨
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
鴨
は
あ
ひ
る
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
私
は
『
孔
子
は
太
廟
に
入
る
と
、
一
つ
一
つ
問
う
た
』
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
慎
重
の
極
み
で
す
。
陛
下
は
祭
り
に
際
し
て
、
自
ら
齋
戒
沐
浴
し
て
宗
廟
を
奉
祀

し
、
た
い
そ
う
慎
ま
れ
ま
す
。
ど
う
し
て
鴨
を
あ
ひ
る
に
代
用
し
た
り
、
あ
ひ
る
を
鴨
に

代
用
し
た
り
す
る
で
し
ょ
う
か
。
名
実
が
一
致
し
な
い
ま
ま
、
大
廟
を
奉
祀
す
る
の
は
、

な
ん
と
不
適
切
な
こ
と
で
し
ょ
う
。
わ
た
く
し
仲
舒
は
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
愚
考

い
た
し
ま
す
。
わ
た
く
し
は
卑
し
い
年
寄
り
、
骸
骨
を
賜
ひ
、
狭
苦
し
い
路
地
裏
に
住
ん

で
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
陛
下
は
幸
に
も
九
卿
殿
を
お
遣
わ
し
に
な
り
、
わ

た
く
し
に
朝
廷
の
事
を
お
尋
ね
に
な
り
ま
し
た
。
わ
た
く
し
は
愚
か
で
卑
し
い
身
の
上
、

と
て
も
明
詔
を
承
っ
て
お
答
え
を
奉
る
に
は
足
り
ま
せ
ん
。
わ
た
く
し
仲
舒
、
恐
れ
な
が

ら
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
」
と
。

執
贄
第
七
十
二

本
篇
は
、
天
子
、
公
侯
、
卿
、
大
夫
が
、
そ
れ
ぞ
れ
相
見
す
る
と
き
の
礼
物
と
そ
の
意

味
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
蘇
輿
が
指
摘
し
て
い
る
が
、
「
士
」
「
庶
人
」
場
合
の
礼
物
に
つ

い
て
は
記
載
が
な
い
。

天
子
は
鬯
酒
、
公
侯
は
玉
、
卿
は
子
羊
、
大
夫
は
雁
を
用
い
る
と
い
う
。
説
明
は
大
夫

の
「
雁
」
か
ら
始
ま
り
、
卿
の
「
子
羊
」、
公
侯
の
「
玉
」
、
天
子
の
「
鬯
酒
」
へ
と
進
む
。

雁
は
必
ず
謹
ん
で
隊
列
組
ん
で
進
み
、
民
の
上
に
あ
っ
て
随
行
を
従
え
て
進
む
長
者
に

似
て
お
り
、
そ
れ
故
に
大
夫
は
雁
を
礼
物
と
す
る
と
い
う
。

子
羊
は
角
を
用
い
る
こ
と
が
無
く
、
捕
ら
え
ら
れ
て
も
殺
さ
れ
て
も
鳴
か
ず
、
母
に
食

事
を
与
え
ら
れ
る
と
き
は

跪

い
て
受
け
る
と
こ
ろ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
仁
を
好
む
者
、
道
義

ひ
ざ
ま
ず

に
命
を
捧
げ
る
者
、
礼
を
知
る
者
に
似
て
お
り
、
そ
れ
故
に
卿
は
子
羊
を
礼
物
と
す
る
と

い
う
。

玉
は
潤
い
が
あ
り
、
角
立
っ
て
い
て
も
傷
つ
け
ず
、
そ
れ
ら
の
点
が
仁
、
義
の
徳
を
備

え
た
君
子
に
似
て
お
り
、
そ
れ
故
に
公
侯
は
玉
を
礼
物
と
す
る
と
い
う
。

鬯

酒
は
香
ば
し
い
香
り
を
天
に
ま
で
到
達
さ
せ
、
純
粋
で
あ
る
こ
と
は
他
と
比
べ
よ
う

ち
ょ
う
し
ゅ

も
な
い
こ
と
は
聖
人
と
同
じ
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
王
は
鬯
酒
を
礼
物
と
す
る
と
い
う
。

執
贄
第
七
十
二

凡
執
贄
、
天
子
用
暢
、
公
侯
用
玉
、
卿
用
羔
、
大
夫
用
雁
。

雁
乃
有
類
於
長
者
。
長
者
在
民
上
、
必
施
然
有
先
後
之
隨
、
必
俶
然
有
行
列
之
治
。
故

大
夫
以
爲
贄
。

羔
有
角
而
不
任
。
設
備
而
不
用
、
類
好
仁
者
。
執
之
不
鳴
、
殺
之
不
諦
、
類
死
義
者
。

羔
食
於
其
母
、
必
跪
而
受
之
、
類
知
禮
者
。
故
羊
之
爲
言
猶
祥
與
。
故
卿
以
爲
贄
。

玉
有
似
君
子
。
子
曰
、
人
而
不
曰
如
之
何
如
之
何
者
、
吾
末
如
之
何
也
矣
。
故
匿
病
者

不
得
良
醫
、
羞
問
者
聖
人
去
之
。
以
爲
遠
功
而
近
有
災
。
是
則
不
有
。
玉
至
清
而
不
蔽
其

惡
。
内
有
瑕
穢
、
必
見
之
於
外
。
故
君
子
不
隱
其
短
、
不
知
則
問
、
不
能
則
學
、
取
之
玉

也
。
君
子
比
之
玉
、
玉
潤
而
不
汚
。
是
仁
而
至
清
潔
也
。
廉
而
不
殺
、
是
義
而
不
害
也
。

堅
而
不

、（
過)

〔
和
〕
①
而
不
濡
。
視
之
如
庸
、
展
之
如
石
。(

状
如
石)

②
掻
而
不
可(

從)

③
繞
。
潔
白
如
素
、
而
不
受
汚
。
玉
類
備
者
。
故
公
侯
以
爲
贄
。

暢
有
似
於
〔
聖
人
〕
④
。
聖
人
者
、
純
仁
淳
粹
、
而
有
知
之
貴
也
。
擇
於
身
者
、
盡
爲

德
音
。
發
於
事
者
、
盡
爲
潤
澤
。
積
美
（
陽
）〔
暢
〕
⑤
芬
香
以
通
之
天
。
暢
亦
取
百
香
之

心
、
獨
末
之
、
合
之
爲
一
、
而
達
其
臭
、
氣
暢
于
天
。
其
淳
粹
無
擇
、
與
聖
人
一
也
。
故

天
子
以
爲
贄
、
而
各
以
事
上
也
。
觀
贄
之
意
、
可
以
見
其
事
。
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【
校
記
】

①

「
過
」

劉
師
培
が
「
過
」
は
「
和
」
の
仮
借
字
で
あ
る
と
い
い
、『
校
釋
』
が
そ
れ

を
是
と
す
る
の
に
従
い
、「
過
」
を
「
和
」
に
改
め
る
。

ぜ

②

「
状
如
石
」

蘇
輿
が
こ
の
三
字
を
衍
字
と
す
る
の
に
従
い
、
削
除
す
る
。

③

「
從
」

兪
樾
が
衍
字
と
す
る
の
に
従
い
、
削
除
す
る
。

④

「
聖
人
」

紀
昀(
『
校
釋
』
引)

、
兪
樾
に
従
い
、「
聖
人
」
の
二
字
を
補
う
。

⑤

「
陽
」

董
箋
本(

『
校
釋
』
引)

及
び
孫
詒
讓
に
従
い
、「
陽
」
を
「
暢
」
に
改
め
る
。

【
書
き
下
し
文
】

①
凡
そ
贄
を
執
る
に
、
天
子
は
暢

②
を
用
ひ
、
公
侯
は
玉
を
用
ひ
、
卿
は
羔
を
用
ひ
、

に
へ

ち
ゃ
う

か
う

大
夫
は
雁
を
用
ふ
。

雁
は
乃
ち
長
者
に
類
す
る
有
り
。
長
者
は
民
の
上
に
在
り
、
必
ず
施
然
と
し
て
先
後
の

隨
有
り
、
必
ず
俶

然
と
し
て
行
列
の
治
有
り
③
。
故
に
大
夫
は
以
て
贄
と
爲
す
。

し
ゅ
く
ぜ
ん

羔
④
は
角
有
る
も
任
ぜ
ず
。
設
け
備
ふ
る
も
用
ひ
ざ
る
は
、
仁
を
好
む
者
に
類
す
。
之

か
う

を
執
る
も
鳴
か
ず
、
之
を
殺
す
も
諦
か
ざ
る
は
、
義
に
死
す
る
者
に
類
す
⑤
。
羔
は
其
の

な

か
う

母
に
食
せ
ら
る
る
と
き
、
必
ず

跪

き
て
之
を
受
く
る
は
、
禮
を
知
る
者
に
類
す
⑥
。
故

ひ
ざ
ま
づ

に
羊
の
言
た
る
猶
ほ
祥
の
ご
と
き
か
。
故
に
卿
は
以
て
贄
と
爲
す
。

な

玉
は
君
子
に
似
た
る
有
り
。
子
曰
は
く
、「
人
に
し
て
之
を
如
何
せ
ん
之
を
如
何
せ
ん
と

こ
れ

い

か

ん

い

か

ん

曰
は
ざ
る
者
は
、
吾
之
を
如
何
と
も
す
る
こ
と
末
き
の
み
」
⑦
と
。
故
に
病
を
匿
す
者
は

こ
れ

い

か

ん

な

か
く

良
醫
を
得
ず
、
問
ふ
を
羞
づ
る
者
は
聖
人
之
を
去
る
。
以
て
功
を
遠
ざ
け
て
災
有
る
を
近

こ
れ

づ
く
と
爲
す
。
是
れ
則
ち
有
⑧
と
せ
ず
。
玉
は
至
清
に
し
て
其
の
惡
を
蔽
は
ず
。
内
に
瑕
穢

と
も

お
ほ

か

あ

い

有
れ
ば
、
必
ず
之
を
外
に
見
は
す
⑨
。
故
に
君
子
、
其
の
短
を
隱
さ
ず
、
知
ら
ざ
れ
ば
則

あ
ら

ち
問
ひ
、
能
く
せ
ざ
れ
ば
則
ち
學
ぶ
⑩
は
、
之
を
玉
に
取
る
な
り
。
君
子
は
、
之
を
玉
に
比

な
ぞ
ら

ふ
。
玉
は
潤
に
し
て
汚
れ
ず
。
是
れ
仁
に
し
て
至
っ
て
清
潔
な
り
。
廉
に
し
て
殺
さ
ず
、

是
れ
義
に
し
て

害
は
ざ
る
な
り
⑪
。
堅
き
も

な
ら
ず
⑫
、
和
す
る
も
濡
な
ら
ず
。
之
を

そ
こ
な

か
う

じ
ゅ

視
れ
ば
庸
の
如
き
も
、
之
を
展
れ
ば
石
の
如
し
。
掻
く
も
繞
む
る
べ
か
ら
ず
。
潔
白
な
る

み

か

た
わ

こ
と
素
の
如
く
に
し
て
、
汚
れ
を
受
け
ず
。
玉
は
備
ふ
る
者
に
類
す
。
故
に
公
侯
以
て
贄

と
爲
す
。

暢
⑬
は
聖
人
に
似
た
る
有
り
。
聖
人
と
は
、
純
仁
淳
粹
に
し
て
、
知
の
貴
き
こ
と
有
る

な
り
。
身
に
擇
ぶ
者
、

盡

く
德
音
と
爲
る
。
事
に
發
す
る
者
、

盡

く
潤
澤
と
爲
る
。

え
ら

こ
と
ご
と

こ
と
ご
と

美
暢
の
芬
香
を
積
み
て
以
て
之
を
天
に
通
ぜ
し
む
。
暢
も
亦
百
香
の
心
を
取
り
、
獨
り
之

ま
た

ひ
と

を
末
に
し
、
之
を
合
し
て
一
と
爲
し
、
其
の
臭
を
達
し
、
氣
は
天
に
暢
ぶ
⑬
。
其
の
淳
粹

の

に
し
て
擇
ぶ
無
き
こ
と
、
聖
人
と
一
な
り
⑭
。
故
に
天
子
は
以
て
贄
と
爲
す
。
而
し
て
各

え
ら

お
の

お
の
以
て
上
に
事
ふ
る
な
り
。
贄
の
意
を
觀
れ
ば
、
以
て
其
の
事
を
見
る
べ
し
。

つ
か

【
注
】

①

相
見
す
る
と
き
の
礼
物
「
贄
」
に
つ
い
て
は
、
諸
家
も
取
り
上
げ
て
い
る
よ
う
に
様

々
な
文
献
に
記
述
が
あ
る
。
ま
と
ま
っ
た
記
載
が
あ
る
も
の
と
し
て
は
、『
説
苑
』
修
文

篇
に
、天

子
は
鬯
を
以
て
贄
と
爲
す
。
鬯
と
は
百
草
の
本
な
り
。
上
は
天
に
暢
び
、
下
は

の

地
に
暢
び
、
暢
び
ざ
る
所
無
し
。
故
に
天
子
は
鬯
を
以
て
贄
と
爲
す
。
諸
侯
は
圭

を
以
て
贄
と
爲
す
。
圭
と
は
玉
な
り
。
薄
け
れ
ど
も
撓
ま
ず
。
廉
あ
る
も
劌
ら
ず
、

た
わ

か
ど

き

中
に
瑕
有
れ
ば
、
必
ず
外
に
見
は
る
。
故
に
諸
侯
は
玉
を
以
て
贄
と
爲
す
。
卿
は

き
ず

あ
ら

羔
を
以
て
贄
と
爲
す
。
羔
と
は
羊
な
り
。
羊
は
羣
る
る
も
黨
せ
ず
。
故
に
卿
は
以

む

て
贄
と
爲
す
。
大
夫
は
鴈
を
以
て
贄
と
爲
す
。
鴈
は
行
列
す
る
に
長
幼
の
禮
有
り
。

故
に
大
夫
は
以
て
贄
と
爲
す
。
士
は
雉
を
以
て
贄
と
爲
す
。
雉
は
指
食
籠
狎
し
て

之
を
服
す
べ
か
ら
ず
。
故
に
士
は
雉
を
以
て
贄
と
爲
す
。
庶
人
は
鶩
を
以
て
贄
と

爲
す
。
鶩
は
鶩
鶩
な
り
。
鶩
鶩
は
它
心
無
し
。
故
に
庶
人
は
鶩
を
以
て
贄
と
爲
す
。

(
天
子
以
鬯
爲
贄
。
鬯
者
百
草
之
本
也
。
上
暢
於
天
、
下
暢
於
地
、
無
所
不
暢
。
故

天
子
以
鬯
爲
贄
。
諸
侯
以
圭
爲
贄
。
圭
者
玉
也
。
薄
而
不
撓
。
廉
而
不
劌
、
有
瑕

於
中
、
必
見
於
外
。
故
諸
侯
以
玉
爲
贄
。
卿
以
羔
爲
贄
。
羔
者
羊
也
。
羊
羣
而
不
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黨
。
故
卿
以
爲
贄
。
大
夫
以
鴈
爲
贄
。
鴈
者
行
列
有
長
幼
之
禮
。
故
大
夫
以
爲
贄
。

士
以
雉
爲
贄
。
雉
者
不
可
指
食
籠
狎
而
服
之
。
故
士
以
雉
爲
贄
。
庶
人
以
鶩
爲
贄
。

鶩
者
鶩
鶩
也
。
鶩
鶩
無
它
心
。
故
庶
人
以
鶩
爲
贄)

と
あ
り
、
ま
た
『
白
虎
通
』
瑞
贄
篇
に
、

臣
、
君
に
見
ゆ
る
に
贄
有
る
は
何
ぞ
。
贄
と
は
質
な
り
。
己
の
誠
を
質
し
、
己
の

悃
幅
を
致
す
な
り
。
王
者
は
臣
子
の
心
に
縁
り
て
以
て
之
が
制
を
爲
し
、
其
の
尊

卑
を
差
し
て
以
て
其
の
意
に
副
ふ
な
り
。
公
侯
、
玉
を
以
て
贄
と
爲
す
は
、
玉
は

其
の
燥
な
る
も
輕
か
ら
ず
、
濕
な
る
も
重
か
ら
ざ
る
に
取
り
、
公
侯
の
德
の
全
き

を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
卿
は
羊
を
以
て
贄
と
爲
す
。
羔
は
其
の
群
る
る
も
黨
せ

ざ
る
に
取
る
。
卿
の
職
は
忠
を
盡
く
し
て
下
を
率
ゐ
る
に
在
り
て
阿
黨
せ
ざ
る
な

り
。
大
夫
、
雁
を
以
て
贄
と
爲
す
は
、
其
の
飛
ぶ
に
行
を
成
し
、
止
ま
る
に
列
を

成
す
に
取
る
な
り
。
大
夫
の
職
は
命
を
奉
じ
て
四
方
に
適
く
に
在
り
。
動
作
は
當

に
能
く
自
ら
正
し
く
し
て
以
て
君
に
事
ふ
べ
き
な
り
。
士
、
雉
を
以
て
贄
と
爲
す

は
、
其
の
之
を
誘
ふ
に
食
を
以
て
し
、
之
を
懾
す
に
威
を
以
て
す
べ
か
ら
ざ
る
に

お
ど

取
る
。
必
ず
死
し
て
生
畜
す
べ
か
ら
ず
。
士
の
行
ひ
耿
介
に
し
て
、
節
を
守
り
義

こ
う
か
い

に
死
し
て
、
當
に
移
轉
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
曲
禮
に
曰
は
く
、
卿
は
羔
、
大
夫

は
雁
を
以
て
し
、
士
は
雉
を
以
て
贄
と
爲
し
、
庶
人
の
贄
は
匹
。
童
子
は
贄
を
委お

き
て
退
く
。
野
外
・
軍
中
に
て
贄
無
き
と
き
は
纓
・
拾
・
矢
を
以
て
し
て
可
な
り
、

と
。
必
ず
贄
有
る
を
言
ふ
な
り
。(

臣
見
君
有
贄
何
。
贄
者
質
也
。
質
己
之
誠
、
致

己
之
悃
幅
也
。
王
者
縁
臣
子
心
以
爲
之
制
、
差
其
尊
卑
以
副
其
意
。
公
侯
以
玉
爲

贄
者
、
玉
取
其
燥
不
輕
、
濕
不
重
、
明
公
侯
之
德
全
也
。
卿
以
羔
爲
贄
。
羔
者
取

其
群
不
黨
。
卿
職
在
盡
忠
率
下
、
不
阿
黨
也
。
大
夫
以
雁
爲
贄
者
、
取
其
飛
成
行
、

止
行
列
也
。
大
夫
職
在
奉
命
適
四
方
、
動
作
當
能
自
正
以
事
君
也
。
士
以
雉
爲
贄

者
、
取
其
不
可
誘
之
以
食
、
懾
之
以
威
、
必
死
不
可
生
畜
。
士
行
耿
介
、
守
節
死

義
、
不
當
移
轉
也
。
曲
禮
曰
、
卿
羔
、
大
夫
以
雁
、
士
以
雉
爲
贄
、
庶
人
之
贄
疋
。

童
子
委
贄
而
退
。
野
外
軍
中
無
贄
、
以
纓
拾
矢
可
也
。
言
必
有
贄
也)

と
あ
る
。
い
ず
れ
も
天
子
よ
り
庶
人
に
至
る
ま
で
の
「
贄
」
の
記
載
が
あ
る
が
、
こ
の

「
執
贄
篇
」
で
は
、
大
夫
ま
で
の
記
載
し
か
な
い
。
蘇
輿
が
言
う
よ
う
に
こ
の
篇
に
は

闕
文
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
右
に
引
用
し
た
『
白
虎
通
』
瑞
贄
篇
に
も
一
部
引
か
れ
て
い
る
が
、『
禮
記
』

曲
禮
下
に
、

凡
そ
摯
は
、
天
子
は
鬯

、
諸
侯
は
圭
、
卿
は
羔
、
大
夫
は
雁
、
士
は
雉
、
庶
人
の

し

ち
ょ
う

け
い

か
う

が
ん

ち

摯
は
匹
。(

凡
摯
、
天
子
鬯
、
諸
侯
圭
、
卿
羔
、
大
夫
雁
、
士
雉
、
庶
人
之
摯
匹)

ぼ
く

と
あ
る
。
「
摯
」
は
「
贄
」
と
同
じ
。『
校
釋
』
は
、『
周
禮
』
春
官
「
大
宗
伯
」
の
「
禽

を
以
て
六
摯
と
作
し
、
以
て
諸
臣
を
等
し
く
す
」(

以
禽
作
六
摯
、
以
等
諸
臣)

の
鄭
玄

り

く

し

な

注
に
、摯

の
言
た
る
至
な
り
。
執
り
て
以
て
自
ら
致
す
所
な
り
。(

摯
之
言
至
。
所
執
以
自

致
也)

と
あ
る
の
を
引
く
。

②

「
暢
」
は
盧
文
弨
が
「
暢
と
鬯
と
は
同
じ
」
と
言
い
、
凌
曙
が
「
暢
、
鬯
は
古
今
の

字
」
と
言
う
よ
う
に
「
鬯
」
で
、「
鬯
酒
」
の
こ
と
。

③

こ
こ
で
は
「
雁
」
が
整
然
と
秩
序
正
し
く
飛
翔
す
る
さ
ま
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
注
①
に
引
く
『
説
苑
』
修
文
篇
に
「
鴈
は
行
列
す
る
に
長
幼
の
禮
有
り
」
と
あ
り
、

同
じ
く
『
白
虎
通
』
瑞
贄
篇
に
「
其
の
飛
ぶ
に
行
を
成
し
、
止
ま
る
に
列
を
成
す
」
と

あ
る
。
蘇
輿
は
さ
ら
に
『
春
秋
』
荘
公
二
十
四
年
「
戊
寅
、
大
夫
宗
婦
覿
、
用
幣
」
の

条
の
『
解
詁
』
に
、

雁
は
其
の
人
の
上
に
在
り
て
、
先
後
に
行
列
す
る
こ
と
有
る
に
取
る
。(

雁
取
其
在

人
上
、
有
先
後
行
列)

と
あ
る
の
を
引
く
。

「
施
然
」
は
「
ゆ
っ
く
り
」
の
意
。
蘇
輿
が
『
詩
』
王
風
「
丘
中
有
麻
」
に
、「
將
ふ

こ

其
れ
來
り
て
施
施
た
れ
。
」(

將
其
來
施
施)

の
『
毛
傳
』
に
、
「
施
施
と
は
、
進
み
難
き

し

し

の
意
な
り
。
」（
施
施
、
難
進
之
意)

と
あ
る
の
を
引
き
、
ま
た
『
校
釋
』
が
「
緩
緩
前
進
」

の
さ
ま
と
言
う
の
に
従
う
。

「
俶
然
」
は
「
謹
ん
で
隊
列
を
整
え
る
」
と
解
す
る
。
蘇
輿
は
『
釋
名
』
釋
親
屬
に
、
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「
『
叔
も
亦
俶
な
り
、
嫂
を
見
て
俶
然
と
し
て
却
退
す
る
な
り
』(

叔
亦
俶
也
、
見
嫂
俶

然
却
退
也)

」
と
あ
り
、『
一
切
經
音
義
』
十
三
引
く
『
字
林
』
に
、「
踧
踖
は
進
ま
ざ
る

な
り
。
惟
だ
先
後
に
行
列
す
る
こ
と
有
り
。
故
に
若
し
却
退
す
る
も
而
も
敢
へ
て
競
進

せ
ざ
る
な
り
。」(

踧
踖
、
不
進
也
。
惟
有
先
後
行
列
。
故
若
却
退
而
不
敢
競
進)

と
あ
る

の
を
引
き
、『
校
釋
』
が
「
恭
敬
に
し
て
徐
行
」
の
さ
ま
と
言
う
の
に
従
う
。

④

「
羔
」
は
子
羊
。『
詩
』
召
南
「
羔
羊
」
の
「
羔
羊
之
皮
」
の
『
毛
傳
』
に
「
小
な
る

を
『
羔
』
と
曰
ひ
、
大
な
る
を
『
羊
』
と
曰
ふ
」
と
あ
る
。

⑤

『
春
秋
』
荘
公
二
十
四
年
「
戊
寅
、
大
夫
宗
婦
覿
、
用
幣
」
の
条
の
『
解
詁
』
に
も
、

羔
は
其
の
執
ら
ふ
る
も
鳴
か
ず
、
之
を
殺
す
も
號
せ
ざ
る
に
取
る
。
乳
す
る
と
き

は
必
ず
跪
き
て
之
を
受
く
る
は
、
義
に
死
し
禮
を
知
る
者
に
類
す
る
な
り
。(

羔
取

其
執
之
不
鳴
、
殺
之
不
號
。
乳
必
跪
而
受
之
、
類
死
義
知
禮
者
也)

と
あ
る
。

⑥

注
⑤
参
照
。
ま
た
蘇
輿
は
『
白
虎
通
』
衣
裳
篇
に
、

羔
と
は
、
跪
乳
す
る
に
取
る
。
遜
順
す
る
な
り
。(
羔
者
、
取
跪
乳
、
遜
順
也)

と
あ
る
の
を
引
く
。
ま
た
『
校
釋
』
は
同
じ
く
「
朝
聘
篇
」
に
、

卿
は
羔
を
執
る
。
其
の
跪
乳
す
る
に
取
る
。
禮
有
る
な
り
。(
執
羔
、
取
其
跪
乳
、

有
禮
也)

と
あ
る
の
を
引
く
。

⑦

『
論
語
』
衞
靈
公
篇
に
、

子
曰
は
く
、
之
を
如
何
せ
ん
之
を
如
何
せ
ん
と
曰
は
ざ
る
者
は
、
吾
之
を
如
何
と

こ
れ

い

か

ん

こ
れ

い

か

ん

こ
れ

い

か

ん

も
す
る
末
き
の
み
。(

子
曰
、
不
曰
如
之
何
如
之
何
者
、
吾
末
如
之
何
也
已
矣)

な

と
あ
る
。
『
論
語
』
と
比
べ
る
と
本
篇
で
は
「
人
而
」
の
二
文
字
が
多
い
。
『
校
釋
』
は

「
不
曰
」
を
「
不
仁
」
に
作
る
本
が
あ
り
、『
論
語
』
の
「
人
而
不
仁
」
と
の
混
同
が
あ

る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

⑧

「
有
」
は
「
友
」
の
意
と
す
る
。
蘇
輿
が
、『
釋
名
』
釋
言
語
に
、

友
は
有
な
り
。
相
保
有
す
る
な
り
。(

友
、
有
也
。
相
保
有
也)

『
荀
子
』
大
略
篇
に
、

友
と
は
、
相
有
す
る
所
以
な
り
。(

友
者
、
所
以
相
有
也)

ゆ

ゑ

ん

『
白
虎
通
』
綱
紀
篇
に
、

友
と
は
、
有
な
り
。(

友
者
、
有
也)

と
あ
る
の
を
引
く
の
に
従
う
。

⑨

「
玉
」
に
つ
い
て
は
、
注
①
に
引
く
『
説
苑
』
修
文
篇
、『
白
虎
通
』
瑞
贄
篇
も
参
照

の
こ
と
。
さ
ら
に
『
春
秋
』
荘
公
二
十
四
年
「
戊
寅
、
大
夫
宗
婦
覿
、
用
幣
」
の
条
の

『
解
詁
』
に
も
、

玉
は
其
の
至
清
に
し
て
自
ら
其
の
惡
を
蔽
は
ざ
る
に
取
る
。
潔
白
に
し
て
汚
を
受

お
ほ

け
ず
、
内
は
堅
剛
に
し
て
外
は
温
潤
な
る
は
、
德
を
備
ふ
る
の
君
子
に
似
た
る
有

り
。(

玉
取
其
至
清
而
不
自
蔽
其
惡
。
潔
白
而
不
受
汚
、
内
堅
剛
而
外
温
潤
、
有
似

乎
備
德
之
君
子)

と
あ
る
。

⑩

曾
宇
康(

『
校
釋
』
引)

は
、
類
似
の
表
現
が
『
呂
氏
春
秋
』
謹
聽
篇
、『
説
苑
』
敬
慎

篇
、『
荀
子
』
非
十
二
子
篇
な
ど
に
見
え
る
と
指
摘
す
る
。『
呂
氏
春
秋
』
謹
聽
篇
に
は
、

太
上
は
之
を
知
り
、
其
の
次
は
其
の
知
ら
ざ
る
を
知
り
、
知
ら
ざ
れ
ば
則
ち
問
ひ
、

能
く
せ
ざ
れ
ば
則
ち
學
ぶ
。(

太
上
知
之
、
其
次
知
其
不
知
、
不
知
則
問
、
不
能
則

學)

と
あ
り
、『
説
苑
』
敬
慎
篇
に
は
、

知
ら
ざ
れ
ば
則
ち
問
ひ
、
能
く
せ
ざ
れ
ば
則
ち
學
ぶ
。
智
あ
り
と
雖
も
必
ず
質
し

て
、
然
る
後
に
之
を
辯
ず
。(

不
知
則
問
、
不
能
則
學
。
雖
智
必
質
、
然
後
辯
之)

と
あ
る
。

⑪

「
玉
」
と
「
君
子
」
と
を
関
連
づ
け
て
述
べ
る
も
の
と
し
て
、
蘇
輿
は
、『
禮
記
』
聘

義
に
、夫

れ
昔
者
君
子
は
德
を
玉
に
比
せ
り
。
温
潤
に
し
て
澤
あ
る
は
、
仁
な
り
。
縝
密

し
ん
み
つ

に
し
て
以
て
栗
な
る
は
、
知
な
り
。
廉
に
し
て
劌
ら
ざ
る
は
、
義
な
り
。(

夫
昔
者

り
つ

や
ぶ

君
子
比
德
於
玉
焉
。
温
潤
而
澤
、
仁
也
。
縝
密
以
栗
、
知
也
。
廉
而
不
劌
、
義
也)

と
あ
り
、
ま
た
『
初
學
記
』
二
十
七
に
引
く
『
五
經
通
義
』
に
、
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玉
に
五
德
有
り
。
温
潤
に
し
て
澤
な
る
は
、
智
に
似
た
る
有
り
。
鋭
く
し
て

害
は

そ
こ
な

ざ
る
は
、
仁
に
似
た
る
有
り
。
抑
ふ
る
も
撓
ま
ざ
る
は
、
義
に
似
た
る
有
り
。
内

お
さ

た
わ

に
瑕
有
る
も
、
必
ず
外
に
見
は
る
る
は
、
信
に
似
た
る
有
り
。
之
を
垂
る
る
こ
と

墜
つ
る
が
如
き
は
、
禮
に
似
た
る
有
り
。(

玉
有
五
德
。
温
潤
而
澤
、
有
似
于
智
。

鋭
而
不
害
、
有
似
于
仁
。
抑
而
不
撓
、
有
似
于
義
。
有
瑕
于
内
、
必
見
于
外
、
有

似
于
信
。
垂
之
如
墜
、
有
似
于
禮)

と
あ
り
、
ま
た
『
白
虎
通
』
瑞
贄
篇
に
引
く
『
禮
王
度
記
』
に
、

玉
は
、
君
子
の
德
に
象
る
こ
と
有
り
。
燥
な
る
も
輕
か
ら
ず
、
濕
な
る
も
重
か
ら

ず
、
薄
け
れ
ど
も
橈
ま
ず
、
廉
あ
る
も
傷
つ
け
ず
、
疵
あ
る
も
掩
は
ず
。
是
を
以

た
わ

か
ど

き
ず

お
ほ

こ
こ

て
人
君
は
之
を
寶
と
す
。(

玉
者
、
有
象
君
子
之
德
。
燥
不
輕
、
濕
不
重
、
薄
不
橈
、

廉
不
傷
、
疵
不
掩
。
是
以
人
君
寶
之)

と
あ
る
の
を
引
く
。

⑫

「
堅
き
も

な
ら
ず
」
に
つ
い
て
は
、「

」
を
「
堅
い
」
の
意
味
に
取
り
、
一
応
「(

内

は)

堅
い
が(

外
は)

堅
く
な
く
」
と
訳
し
た
が
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
蘇
輿
は
『
荀
子
』
法

行
篇
に
、

堅
剛
に
し
て
屈
せ
ず
。(

堅
剛
而
不
屈)

と
あ
り
、
ま
た
『
管
子
』
水
地
篇
に
、

夫
れ
玉
は
温
潤
に
し
て
以
て
澤
な
る
は
、
仁
な
り
。
鄰
に
し
て
以
て
理
な
る
は
知

な
り
。
堅
に
し
て
而
も
蹙
ら
ざ
る
は
義
な
り
。（
夫
玉
温
潤
以
澤
、
仁
也
。
鄰
以
理

し
か

せ
ま

者
、
知
也
。
堅
而
不
蹙
、
義
也)

と
あ
る
の
を
引
く
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
堅
き
も

な
ら
ず
」
全
体
で
「
堅
い
」
の
意
味

と
捉
え
る
の
で
あ
ろ
う
。『
校
釋
』
は
王
道
焜
刊
本
が
「

」
を
「
磨
」
に
作
る
の
に
従

い
、『
論
語
』
陽
貨
篇
に
、

堅
し
と
曰
は
ず
や
。
磨
し
て
磷
ら
が
ず
。(

不
曰
堅
乎
。
磨
而
不
磷
）

う
す

と
あ
り
、
そ
の
意
味
だ
と
す
る
。『
校
釋
』
も
「
磨
い
て
も
薄
く
な
ら
な
い
ほ
ど
に
堅
い
」

の
意
味
と
捉
え
る
の
で
あ
ろ
う
。
一
説
と
し
て
お
く
。

⑬

「
鬯
」
は
様
々
な
草
花
の
粉
末
を
酒
に
混
ぜ
て
作
ら
れ
る
と
い
う
。
そ
れ
故
に
香
り

も
立
ち
、
旨
い
と
い
う
。
蘇
輿
は
『
白
虎
通
』
考
黜
篇
に
、

鬯
と
は
、
百
草
の
香
鬱
金
を
以
ゐ
て
合
は
せ
て
之
を
釀
し
、
鬯
を
成
爲
す
。(

鬯
者
、

以
百
草
之
香
鬱
金
而
合
釀
之
、
成
爲
鬯)

と
あ
り
、
ま
た
同
じ
く
『
白
虎
通
』
考
黜
篇
に
引
く
『
王
度
記
』
に
、

天
子
は
鬯
、
諸
侯
は
薫
、
大
夫
は
芑
蘭
、
士
は
蒹
、
庶
人
は
艾
。(

天
子
鬯
、
諸
侯

薫
、
大
夫
芑
蘭
、
士
蒹
、
庶
人
艾)

と
あ
る
の
を
引
く
。

ま
た
、
孫
詒
譲(

『
札
迻
』)

は
、『
漢
書
』
禮
樂
志
「
郊
祀
歌
」
の
「
百
末
の
旨
酒
、

布
蘭
生
」
の
顔
師
古
注
に
、

百
末
は
、
百
草
華
の
末
な
り
。
百
草
華
の
末
を
以
て
酒
に
雜
ふ
。
故
に
香
り
て
且

ま
じ

つ
美
き
な
り
。
事
は
春
秋
繁
露
に
見
ゆ
。(

百
末
、
百
草
華
之
末
也
。
以
百
草
華
末

う
ま

雜
酒
、
故
香
且
美
也
。
事
見
春
秋
繁
露)

と
あ
る
の
を
引
く
。

⑭

「
鬯
」
と
「
聖
人
」
と
を
関
連
づ
け
た
表
現
と
し
て
は
、『
春
秋
』
荘
公
二
十
四
年
「
戊

寅
、
大
夫
宗
婦
覿
、
用
幣
」
の
条
の
『
解
詁
』
に
、

鬯

は
其
の
芬
芳
、
上
に
在
り
て
、
臭
ひ
天
に
達
し
て
、
醇
粹
に
し
て
擇
ぶ
無
く
、

ち
ゃ
う

ふ
ん
ぱ
う

え
ら

聖
人
に
似
た
る
有
る
に
取
る
。
故
に
執
る
所
を
視
れ
ば
其
の
任
と
す
る
所
を
知
る
。

み

(

鬯
取
其
芬
芳
在
上
、
臭
達
于
天
、
而
醇
粹
無
擇
、
有
似
乎
聖
人
。
故
視
所
執
而
知

其
所
任
矣)

と
あ
る
。

ま
た
、
蘇
輿
は
天
子
に
「
客
禮
」
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
贄
」
が
あ
る
理
由
を

説
明
し
た
も
の
と
し
て
、『
通
典
』
七
十
五
に
、

天
子
に
客
禮
無
し
。
亦
贄
有
る
は
、
神
祇
に
事
ふ
る
の
道
有
る
を
明
ら
か
に
す
。

ま
た

つ
か

故
に
贄
を
須
ゐ
て
以
て
心
を
表
す
。
故
に
巡
狩
し
て
山
川
に
至
り
て
之
に
告
ぐ
る

も
ち

所
有
れ
ば
、
鬯
酒
を
用
ひ
、
盛
る
に
大
璋
・
中
璋
を
以
て
す
。(

天
子
無
客
禮
亦
有

贄
者
、
明
有
事
神
祇
之
道
、
故
須
贄
以
表
心
。
故
巡
狩
至
于
山
川
有
所
告
之
、
用

鬯
酒
、
盛
以
大
璋
・
中
璋)
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と
あ
る
の
を
引
く
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
神
祇
す
な
わ
ち
天
地
の
神
々
に
仕
え
る
た
め
の

も
の
で
あ
る
と
い
う
。

【
現
代
語
訳
】

執
贄
第
七
十
二

凡
そ
相
手
に
見
え
る
と
き
の
礼
物
は
、
天
子
は
鬯
酒
を
用
い
、
公
侯
は
玉
を
用
い
、
卿

は
子
羊
を
用
い
、
大
夫
は
雁
を
用
い
る
。

雁
は
と
い
え
ば
、
長
者
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
長
者
は
民
の
上
に
い
て
、
必
ず
ゆ
っ

く
り
と
進
む
随
行
が
先
後
に
い
て
、（
雁
の
よ
う
に
）
必
ず
謹
ん
で
隊
列
を
整
え
て
進
む
。

だ
か
ら
大
夫
は
雁
を
礼
物
と
す
る
。

子
羊
は
角
は
あ
る
が
役
に
立
た
な
い
。
備
え
て
は
い
る
が
用
い
な
い
の
は
、
仁
を
好
む

者
に
似
て
い
る
。
子
羊
が
捕
ら
え
ら
れ
て
も
鳴
か
ず
、
殺
さ
れ
て
も
泣
か
な
い
の
は
、
道

義
に
命
を
捧
げ
る
者
に
似
て
い
る
。
子
羊
が
そ
の
母
に
食
事
を
与
え
ら
れ
る
と
き
、
必
ず

跪

い
て
受
け
と
る
の
は
、
礼
を
知
っ
て
い
る
者
に
似
て
い
る
。
だ
か
ら
羊
と
い
う
言
葉

ひ
ざ
ま
づ

は
ち
ょ
う
ど
「

祥

」
の
意
味
の
よ
う
な
も
の
だ
。
だ
か
ら
卿
は
子
羊
を
礼
物
と
す
る
。

さ
い
わ
い

玉
は
君
子
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
孔
子
は
、「
人
で
こ
の
こ
と
を
ど
う
し
よ
う
、
こ
の

こ
と
を
ど
う
し
よ
う
と
言
わ
な
い
者
は
、
私
に
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
」
と
言
っ
た
。
だ

か
ら
病
気
を
隠
す
者
は
良
医
を
得
ら
れ
な
い
し
、
質
問
す
る
こ
と
を
恥
じ
る
者
は
、
聖
人

は
遠
ざ
か
る
。
よ
っ
て
功
績
を
遠
ざ
け
て
災
害
を
近
づ
け
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
人
は

友
と
し
な
い
。
玉
は
至
っ
て
清
く
、
そ
の
悪
を
覆
い
隠
さ
な
い
。
内
に
疵
が
あ
れ
ば
、
必

き
ず

ず
そ
れ
を
外
に
現
す
。
だ
か
ら
君
子
が
、
そ
の
短
所
を
隠
さ
ず
、
知
ら
な
け
れ
ば
質
問
し
、

よ
く
で
き
な
け
れ
ば
学
ぶ
の
は
、
玉
か
ら
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
君
子
を
玉
に
な
ぞ
ら

え
る
。
玉
は
潤
い
が
あ
っ
て
汚
れ
な
い
。(

君
子
で
言
え
ば)

こ
れ
は
仁
で
あ
っ
て
至
っ
て

清
潔
で
あ
る
。
角
立
っ
て
い
る
が
傷
つ
け
な
い
。(

君
子
で
言
え
ば)

こ
れ
は
義
で
あ
っ
て

人
を
害
し
な
い
。(

内
は)

堅
い
が(

外
は)

堅
く
な
く
、
温
和
で
あ
る
が
柔
弱
で
な
い
。
ち

ょ
っ
と
見
る
と
普
通
だ
が
、
よ
く
見
る
と
石
の
よ
う
だ
。
掻
き
む
し
っ
て
も
撓
め
る
こ
と

た
わ

は
で
き
な
い
。
潔
白
な
こ
と
は
白
糸
の
よ
う
で
、
汚
れ
を
受
け
な
い
。
玉
は
德
を
備
え
た

者
に
似
て
い
る
。
だ
か
ら
公
侯
は
玉
を
礼
物
と
す
る
。

鬯
酒
は
聖
人
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
聖
人
と
は
、
純
仁
淳
粹
で
、
貴
い
知
を
持
っ
て

い
る
。
我
が
身
に
選
ん
だ
こ
と
は
、
す
べ
て(

人
々
へ
の)

徳
の
あ
る
立
派
な
言
葉
と
な
り
、

そ
れ
を
事
に
発
揮
す
れ
ば
、
す
べ
て(

人
々
へ
の)

恩
恵
と
な
る
。
立
派
な
鬯
酒
の
こ
う
ば

し
い
香
り
を
積
み
あ
げ
て
天
に
ま
で
到
達
さ
せ
る
。
鬯
酒
も
亦
百
の
草
花
の
香
の
核
心
を

ま
た

取
り
、
た
だ
そ
れ
を
粉
末
に
し
、
合
わ
せ
て
一
つ
に
し
て
、
そ
の
臭
い
を
行
き
渡
ら
せ
、

そ
の
気
は
天
に
ま
で
広
が
る
。
そ
の
純
粋
で
他
と
比
べ
よ
う
も
な
い
こ
と
は
、
聖
人
と
同

じ
で
あ
る
。
だ
か
ら
天
子
は
鬯
酒
を
礼
物
と
す
る
。
か
く
し
て
各
お
の
上
に
仕
え
る
の
で

あ
る
。
礼
物
の
意
味
を
よ
く
察
す
れ
ば
そ
の
事
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

山
川
頌
第
七
十
三

本
篇
は
、
題
名
が
示
す
よ
う
に
、
山
と
川
と
を
称
え
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

前
半
は
、
山
の
、
広
大
で
険
し
く
永
久
に
存
在
し
続
け
る
さ
ま
が
、
仁
人
、
志
士
に
似

て
い
る
と
い
う
。
山
は
多
く
の
恵
み
を
施
し
、
多
く
の
功
績
を
残
す
が
自
慢
し
な
い
こ
と

か
ら
、
君
子
は
山
に
喩
え
ら
れ
る
と
い
う
孔
子
の
言
葉
を
引
用
し
、
山
の
徳
を
称
え
る
内

容
に
な
っ
て
い
る
。

後
半
は
、
川
の
水
の
様
々
な
有
り
よ
う
を
、
そ
れ
ぞ
れ
力
あ
る
者
、
公
平
で
偏
ら
な
い

者
、
明
察
な
者
、
知
あ
る
者
、
天
命
を
知
る
者
、
善
く
教
化
す
る
者
、
勇
気
あ
る
者
、
徳

あ
る
者
に
似
て
い
る
と
い
い
、
川
の
水
を
称
え
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
最
後
に

『
論
語
』
の
「
逝
く
者
は
斯
く
の
如
き
か
な
。
晝
夜
を
舍
か
ず
」
を
引
い
て
、「
此
を
之
れ

ゆ

か

お

謂
ふ
な
り
」
と
結
び
、
い
わ
ゆ
る
古
注
の
悲
観
的
な
解
釈
と
は
異
な
り
、
前
向
き
の
言
葉

と
し
て
解
釈
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。

山
川
頌
第
七
十
三
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山
則
巃
嵸

崔
、
摧
嵬

巍
①
、
久
不
崩
陁
、
似
夫
仁
人
志
士
。
孔
子
曰
、
山
川
神
祇

立
、
寶
藏
殖
、
器
用
資
、
曲
直
合
。
大
者
可
以
爲
宮
室
臺
榭
、
小
者
可
以
爲
舟
輿(

浮
灄
）

〔
椄
槢
〕
②
。
大
者
無
不
中
、
小
者
無
不
入
。
持
斧
則
斫
、(

折)

〔
持
〕
③
鐮
則
艾
。
生

人
立
、
禽
獸
伏
、
死
人
入
。
多
其
功
而
不
言
。
是
以
君
子
取
譬
也
。
且
積
土
成
山
無
損
也
。

成
其
高
無
害
也
。
成
其
大
無
虧
也
。
小
其
上
、
泰
其
下
。
久
長
安
、
後
世
無
有
去
就
、
儼

然
獨
處
、
惟
山
之(

意)
〔
悳
〕
④
。
詩
云
、
節
彼
南
山
、
惟
石
巖
巖
、
赫
赫
師
尹
、
民
具

爾
瞻
、
此
之
謂
也
。

水
則
源
泉
混
混
沄
沄
、
晝
夜
不
竭
、
既
似
力
者
。
盈
科
後
行
、
既
似
持
平
者
。
循
微
赴

下
、
不
遺
小
間
、
既
似
察
者
。
循
谿
谷
不
迷
或
、
奏
萬
里
而
必
至
、
既
似
知
者
。
障
防(

山

而)

〔
止
之
〕
⑤
、
能
清
淨
、
既
似
知
命
者
。
不
清
而
入
、
潔
清
而
出
、
既
似
善
化
者
。
赴

千
仞
之
壑(

入)

⑥
而
不
疑
、
既
似
勇
者
。
物
皆
困
於
火
、
而
水
獨
勝
之
、
既
似
武
者
。
咸

得
之
而
生
、
失
之
而
死
、
既
似
有
德
者
。
孔
子
在
川
上
曰
、
逝
者
如
斯
夫
。
不
舍
晝
夜
。

此
之
謂
也
。

【
校
記
】

①

「
巃
嵸

崔
、
摧
嵬

巍
」

盧
文
弨
、
兪
樾
は
、『
説
苑
』
雜
言
篇
に
「
巃
嵸


」

と
あ
る
こ
と
で
、
こ
こ
に
は
衍
字
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。
そ
の
可
能
性
は
大

き
い
が
、
文
字
を
確
定
し
難
い
の
で
一
応
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
。
な
お
、『
説
苑
』
雜

言
篇
の
一
節
は
【
注
】
②
を
参
照
の
こ
と
。

②

「
浮
灄
」

蘇
輿
に
従
い
「
椄
槢
」
に
改
め
る
。

③

「
折
」

盧
文
弨
に
従
い
「
持
」
に
改
め
る
。

④

「
意
」

孫
詒
讓
に
従
い
「
悳
」(

「
德
」)

に
改
め
る
。

⑤

「
山
而
」

蘇
輿
が
引
く
漢
魏
本
に
従
い
「
止
之
」
に
改
め
る
。

⑥

「
入
」

劉
師
培
に
従
い
、
衍
字
と
し
て
削
除
す
る
。

【
書
き
下
し
文
】

山
川
頌
①
第
七
十
三

②
山
は
則
ち
巃
嵸

崔
、
摧
嵬

巍
③
に
し
て
、
久
し
く
崩
陁
せ
ざ
る
は
、
夫
の
仁
人

ろ
う
し
ょ
う
ら
い
さ
い

さ
い
か
い
さ
い
ぎ

ほ

う

た

か

志
士
に
似
た
り
④
。
孔
子
曰
は
く
、「
山
川
神
祇
⑤
立
ち
、
寶
藏
殖
え
、
器
用
に
資
し
、
曲

じ

ん

ぎ

ふ

直
合
す
⑥
。
大
な
る
者
は
以
て
宮
室
臺
榭
を
爲
る
べ
く
、
小
な
る
者
は
以
て
舟
輿
椄
槢
⑦

つ
く

せ
っ
し
ふ

を
爲
る
べ
し
。
大
な
る
者
中
ら
ざ
る
無
く
、
小
な
る
者
入
ら
ざ
る
無
し
。
斧
を
持
ち
て
は

つ
く

あ
た

お
の

則
ち
斫
り
、
鐮
を
持
ち
て
は
則
ち
艾
る
。
生
人
立
ち
、
禽
獸
伏
し
、
死
人
入
る
⑧
。
其
の

き

か
ま

か

功
多
き
も
言
は
ず
⑨
。
是
を
以
て
君
子
は
譬
へ
を
取
る
な
り
」
と
。
且
つ
土
を
積
み
て
山

た
と

を
成
す
も
損
な
ふ
こ
と
無
き
な
り
。
其
の
高
き
を
成
す
も
害
ふ
こ
と
無
き
な
り
。
其
の
大

そ
こ

を
成
す
も
虧
く
こ
と
無
き
な
り
。
其
の
上
を
小
と
し
、
其
の
下
を
泰
と
す
。
久
し
く
長
く

か

安
ら
か
に
し
て
、
後
世
に
も
去
就
有
る
こ
と
無
く
、
儼
然
と
し
て
獨
り
處
る
は
、
惟
だ
山

ひ
と

を

た

の
悳
な
る
の
み
。
詩
に
云
は
く
、「
節
た
る
彼
の
南
山
、
惟
れ
石
巖
巖
た
り
、
赫
赫
た
る
師
尹

と
く

こ

が
ん
が
ん

か
く
か
く

し

ゐ

ん

は
、
民
具
に
爾
を
瞻
る
」
⑩
と
は
、
此
を
之
れ
謂
ふ
な
り
。

と
も

な
ん
ぢ

み

こ
れ

こ

水
は
則
ち
源
泉
混
混
沄
沄
⑪
と
し
て
、
晝
夜
竭
き
ざ
る
は
、
既
に
力
あ
る
者
に
似
た
り
。

こ
ん
こ
ん
う
ん
う
ん

つ

科

を
盈
た
し
て
後
に
行
く
⑫
は
、
既
に
平
を
持
す
る
者
に
似
た
り
⑬
。
微
に

循

ひ
下
き

く
ぼ
み

み

し
た
が

ひ
く

に
赴
き
、
小
間
を
遺
さ
ざ
る
は
、
既
に
察
す
る
者
に
似
た
り
⑭
。
谿
谷
に
循
ひ
て
迷
ひ
或ま

ど

は
ず
、
萬
里
を
奏
む
も
必
ず
至
る
は
、
既
に
知
る
者
に
似
た
り
⑮
。
障
防
し
て
之
を
止
む

す
す

る
も
、
能
く
清
淨
な
る
は
、
既
に
命
を
知
る
者
に
似
た
り
。
清
か
ら
ず
し
て
入
る
も
、
潔

清
に
し
て
出
づ
る
は
、
既
に
善
く
化
す
る
者
に
似
た
り
⑯
。
千
仞
の
壑
に
赴
く
も
疑
れ
ざ

た
に

お
そ

る
は
、
既
に
勇
な
る
者
に
似
た
り
⑰
。
物
皆
火
に
困
し
む
も
、
水
獨
り
之
に
勝
つ
は
、
既

に
武
な
る
者
に
似
た
り
。
咸
之
を
得
て
生
ま
れ
、
之
を
失
ひ
て
死
す
る
は
、
既
に
德
有
る

み
な
こ
れ

こ
れ

者
に
似
た
り
⑱
。
孔
子
、
川
の

上

に
在
り
て
曰
は
く
、
「
逝
く
者
は
斯
く
の
如
き
か
な
。

ほ
と
り

ゆ

か

晝
夜
を
舍
か
ず
」
⑲
と
は
、
此
を
之
れ
謂
ふ
な
り
。

お

【
注
】

①

「
頌
」
は
、
ほ
め
称
え
る
の
意
。『
校
釋
』
は
『
詩
』
序
に
、
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頌
と
は
、
盛
德
の
形
容
を
美
し
、
其
の
成
功
を
以
て
神
明
に
告
ぐ
る
者
な
り
。(

頌

よ
み

者
、
美
盛
德
之
形
容
、
以
其
成
功
告
於
神
明
者
也)

と
あ
る
の
を
引
く
。
ま
た
董
天
工
（
『
校
釋
』
引
）
は
「
此
れ
山
水
の
功
を
言
ふ
。
山
は

木
を
生
ず
る
を
以
て
言
ひ
、
川
は
流
行
す
る
を
以
て
言
ふ
」
と
言
う
。

②

本
篇
と
似
か
よ
っ
た
内
容
が
『
説
苑
』
雜
言
篇
に
見
え
る
。
た
だ
異
な
る
点
は
、『
説

苑
』
雜
言
篇
で
は
子
貢
の
、
智
者
は
な
ぜ
水
を
楽
し
む
の
か
、
ま
た
仁
者
は
な
ぜ
山
を

楽
し
む
の
か
と
い
う
問
い
（
『
論
語
』
雍
也
篇
の
「
知
者
樂
水
、
仁
者
樂
山
」
を
踏
ま
え

た
も
の
で
あ
ろ
う
）
に
孔
子
が
答
え
る
形
を
取
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
「
川
」
に
関
す

る
一
節
が
「
山
」
に
関
す
る
一
節
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
、
引
用
さ
れ
て
い
る
『
詩

經
』
の
詩
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
以
下
に
示
す
。

夫
れ
智
者
は
何
を
以
て
川
を
樂
し
む
や
。
曰
は
く
、
泉
源
潰
潰
と
し
て
、
晝
夜
を
釋

か
い
か
い

お

か
ざ
る
は
、
其
れ
力
あ
る
者
に
似
た
り
。
理
に
循
ひ
て
行
き
、
小
間
を
遺
さ
ざ
る

そ

し
た
が

の
こ

は
、
其
れ
平
を
持
す
る
者
に
似
た
り
。
動
き
て
下
に
之
く
は
、
其
れ
禮
有
る
者
に

ゆ

似
た
り
。
千
仞
の
壑
に
赴
き
て
疑
れ
ざ
る
は
、
其
れ
勇
あ
る
者
に
似
た
り
。
障
防

た
に

お
そ

す
る
も
清
き
は
、
其
れ
命
を
知
る
者
に
似
た
り
。
清
か
ら
ず
し
て
以
て
入
り
、
鮮

潔
に
し
て
出
づ
る
は
、
其
れ
善
く
化
す
る
者
に
似
た
り
。
衆
人
、
平
を
取
り
、
品

類
し
て
以
て
正
し
、
萬
物
之
を
得
れ
ば
則
ち
生
ま
れ
、
之
を
失
へ
ば
則
ち
死
す
る

こ
れ

は
、
其
れ
德
有
る
者
に
似
た
り
。
淑
淑
淵
淵
と
し
て
、
深
き
こ
と
測
る
べ
か
ら
ざ

る
は
、
其
れ
聖
な
る
者
に
似
た
り
。
天
地
の
間
に
通
潤
し
て
、
國
家
以
て
成
る
。

是
れ
知
の
水
を
樂
し
む
所
以
な
り
。
詩
に
云
ふ
、
思
に
泮
水
を
樂
し
む
、

薄
か
其

ゆ

ゑ

ん

こ
こ

い
さ
さ

の
茆
を
採
る
、
魯
侯
戾
り
止
る
、
泮
に
在
り
て
酒
を
飲
む
と
は
、
水
を
樂
し
む
を

き
た

い
た

之
れ
謂
ふ
な
り
。(

夫
智
者
何
以
樂
水
也
。
曰
、
泉
源
潰
潰
、
不
釋
晝
夜
、
其
似
力

者
。
循
理
而
行
、
不
遺
小
間
、
其
似
持
平
者
。
動
而
之
下
、
其
似
有
禮
者
。
赴
千

仞
之
壑
而
不
疑
、
其
似
勇
者
。
障
防
而
清
、
其
似
知
命
者
。
不
清
以
入
、
鮮
潔
而

出
、
其
似
善
化
者
。
衆
人
取
平
、
品
類
以
正
、
萬
物
得
之
則
生
、
失
之
則
死
、
其

似
有
德
者
。
淑
淑
淵
淵
、
深
不
可
測
、
其
似
聖
者
。
通
潤
天
地
之
間
、
國
家
以
成
。

是
知
之
所
以
樂
水
也
。
詩
云
、
思
樂
泮
水
、
薄
採
其
茆
、
魯
侯
戾
止
、
在
泮
飲
酒
。

樂
水
之
謂
也)

夫
れ
仁
者
は
何
を
以
て
山
を
樂
し
む
や
。
曰
は
く
、
夫
れ
山
は
巃
嵸


に
し
て
、

萬
民
の
觀
仰
す
る
所
な
り
。
草
木
焉
に
生
じ
、
衆
物
焉
に
立
ち
、
飛
禽
焉
に
萃
ま

こ
こ

こ
こ

こ
こ

あ
つ

り
、
走
獸
焉
に
休
み
、
寳
蔵
焉
に
殖
え
、
竒
夫
焉
に
息
ひ
、
羣
物
を

育
み
て
倦
ま

こ
こ

こ
こ

ふ

こ
こ

い
こ

は
ぐ
く

う

ず
。
四
方
並
び
に
取
り
て
焉
を
限
ら
ず
。
雲
風
を
出
だ
し
て
天
地
の
間
に
通
氣
せ

し
め
、
國
家
以
て
成
る
。
是
れ
仁
者
の
山
を
樂
し
む
所
以
な
り
。
詩
に
曰
は
く
、

ゆ

ゑ

ん

太
山
巖
巖
、
魯
侯
是
れ
瞻
る
と
は
、
山
を
樂
し
む
を
之
れ
謂
ふ
な
り
。(

夫
仁
者
何

が
ん
が
ん

み

以
樂
山
也
。
曰
、
夫
山
巃
嵸


、
萬
民
之
所
觀
仰
。
草
木
生
焉
、
衆
物
立
焉
、

飛
禽
萃
焉
、
走
獸
休
焉
、
寳
蔵
殖
焉
、
竒
夫
息
焉
、
育
羣
物
而
不
倦
焉
。
四
方
並

取
而
不
限
焉
。
出
雲
風
通
氣
于
天
地
之
間
、
國
家
以
成
。
是
仁
者
之
所
以
樂
山
也
。

詩
曰
、
太
山
巖
巖
、
魯
侯
是
瞻
。
樂
山
之
謂
也)

ま
た
、『
韓
詩
外
傳
』
巻
三
に
、

問
ふ
者
曰
は
く
、
夫
れ
智
者
は
何
を
以
て
水
を
樂
し
む
や
。
曰
は
く
、
夫
れ
水
な

る
者
は
、
理
に
縁
り
て
行
き
、
小
間
を
遺
さ
ざ
る
こ
と
、
智
有
る
者
に
似
た
り
。

よ

の
こ

動
き
て
下
き
に
之
く
こ
と
、
禮
有
る
者
に
似
た
り
。
深
き
を
蹈
み
て
疑
れ
ざ
る
こ

ひ
く

ゆ

お
そ

と
、
勇
有
る
者
に
似
た
り
。
障
防
す
る
も
清
き
こ
と
、
命
を
知
る
者
に
似
た
り
。

險
し
き
を
歷
て
遠
き
を
致
し
、
卒
に
成
り
て
毀
た
ざ
る
は
、
德
有
る
者
に
似
た
り
。

へ

つ
ひ

こ
ぼ

天
地
以
て
成
り
、
羣
物
以
て
生
じ
、
國
家
以
て
寧
ら
か
に
、
萬
事
以
て
平
ら
か
に
、

や
す

品
物
以
て
正
し
。
此
れ
智
者
の
水
を
樂
し
む
所
以
な
り
。
詩
に
曰
は
く
、
思
に
泮

ゆ

ゑ

ん

こ
こ

水
を
樂
し
む
、
薄
か
其
の
茆
を
采
る
、
魯
侯
戾
り
止
る
、
泮
に
在
り
て
酒
を
飲
む

い
さ
さ

と

き
た

い
た

と
は
、
水
を
樂
し
む
を
之
れ
謂
ふ
な
り
。(

問
者
曰
、
夫
智
者
何
以
樂
於
水
也
。
曰
、

夫
水
者
、
縁
理
而
行
、
不
遺
小
間
、
似
有
智
者
。
動
而
之
下
、
似
有
禮
者
。
蹈
深

不
疑
、
似
有
勇
者
。
障
防
而
清
、
似
知
命
者
。
歷
險
致
遠
、
卒
成
不
毀
、
似
有
德

者
。
天
地
以
成
、
羣
物
以
生
、
國
家
以
寧
、
萬
事
以
平
、
品
物
以
正
。
此
智
者
所

以
樂
於
水
也
。
詩
曰
、
思
樂
泮
水
、
薄
采
其
茆
、
魯
侯
戾
止
、
在
泮
飲
酒
。
樂
水

之
謂
也)
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問
ふ
者
曰
は
く
、
夫
れ
仁
者
は
何
を
以
て
山
を
樂
し
む
や
。
曰
は
く
、
夫
れ
山
な

る
者
は
、
萬
民
の
觀
仰
す
る
所
な
り
。
草
木
焉
に
生
じ
、
萬
物
焉
に
植
え
、
飛
鳥
焉

こ
こ

ふ

こ
こ

に
集
ま
り
、
走
獸
焉
に
休
ひ
、
四
方
益
ま
す
焉
に
取
與
し
、
雲
を
出
だ
し
風
を

道

こ
こ

い
こ

こ
こ

み
ち
び

き
、
天
地
の
間
に
嵸

た
り
て
、
天
地
以
て
成
り
、
國
家
以
て
寧
ら
か
な
り
。
是
れ

し
ょ
う

や
す

仁
者
の
山
を
樂
し
む
所
以
な
り
。
詩
に
曰
は
く
、
太
山
巖
巖
、
魯
邦
瞻
る
所
な
り

と
は
、
山
を
樂
し
む
を
之
れ
謂
ふ
な
り
。(

問
者
曰
、
夫
仁
者
何
以
樂
於
山
也
。
曰
、

夫
山
者
、
萬
民
之
所
觀
仰
也
。
草
木
生
焉
、
萬
物
植
焉
、
飛
鳥
集
焉
、
走
獸
休
焉
、

四
方
益
取
與
焉
、
出
雲
道
風
、
嵸
乎
天
地
之
間
、
天
地
以
成
、
國
家
以
寧
。
是
仁

者
所
以
樂
於
山
也
。
詩
曰
、
太
山
巖
巖
、
魯
邦
所
瞻
。
樂
山
之
謂
也)

と
あ
り
、
ま
た
『
尚
書
大
傳
』（
『
太
平
御
覧
』
四
百
十
九
引
）
に
も
、

子
張
曰
は
く
、
仁
者
何
ぞ
山
を
樂
し
む
や
。
孔
子
曰
は
く
、
夫
れ
山
は
恺
然
と
し

き

ぜ

ん

て
高
し
。
恺
然
と
し
て
高
け
れ
ば
則
ち
何
ぞ
樂
し
む
や
。
夫
れ
山
に
は
草
木
焉
に

き

ぜ

ん

こ
こ

生
じ
、
鳥
獸
焉
に
蕃
え
、
財
用
焉
に
殖
ゆ
。(

子
張
曰
、
仁
者
何
樂
於
山
也
。
孔
子

こ
こ

こ
こ

ふ

曰
、
夫
山
者
恺
然
高
。
恺
然
高
則
何
樂
焉
。
夫
山
草
木
生
焉
、
鳥
獸
蕃
焉
、
財
用

殖
焉)

と
あ
り
、
い
ず
れ
も
本
篇
と
内
容
的
に
重
複
す
る
内
容
を
持
っ
て
い
る
。

③

「
巃


崔
」
、「
摧
嵬

巍
」
、
い
ず
れ
も
山
の
高
く
険
し
い
さ
ま
を
言
う
。【
校
記
】

ろ
う
し
ょ
う
ら
い
さ
い

さ
い
か
い
さ
い
ぎ

①
に
も
述
べ
た
が
、
注
②
に
引
く
『
説
苑
』
雜
言
篇
で
は
「
巃
嵸


」
と
な
っ
て
い

る
。

④

劉
師
培
は
『
御
覽
』
三
十
八
に
引
く
『
韓
詩
外
傳
』
に
も
、「
山
が
仁
人
志
士
に
似
て

い
る
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、

夫
れ
山
は
萬
人
の
觀
仰
す
る
所
、
材
用
焉
に
生
じ
、
寳
藏
焉
に
植
え
、
飛
禽
焉
に
萃

こ
こ

こ
こ

こ
こ

あ
つ

ま
り
、
走
獸
焉
に
伏
し
、
物
群
を
育
み
て
倦
ま
ざ
る
は
、
夫
の
仁
人
志
士
に
似
た

こ
こ

う

か

る
有
り
。
是
れ
仁
者
の
山
を
樂
し
む
所
以
な
り
。(

夫
山
萬
人
之
所
觀
仰
、
材
用
生

焉
、
寳
藏
植
焉
、
飛
禽
萃
焉
、
走
獸
伏
焉
、
育
物
群
而
不
倦
、
有
似
夫
仁
人
志
士
、

是
仁
者
所
以
樂
山
也)

と
あ
る
。

⑤

凌
署
の
注
に
、

馬
融
曰
は
く
、
天
に
は
神
と
曰
ひ
、
地
に
は
祇
と
曰
ふ
。(

馬
融
曰
、
天
曰
神
、
地

曰
祇)

と
あ
る
。
天
の
神
を
「
神
」、
地
の
神
を
「
祇
」
と
い
う
。

⑥

『
校
釋
』
は
『
尚
書
』
洪
範
に
、

木
に
は
曲
直
を
曰
ふ
。（
木
曰
曲
直
）

と
あ
る
の
を
引
き
、
平
ら
で
ま
っ
す
ぐ
な
木
と
湾
曲
し
た
木
と
を
合
わ
せ
用
い
る
事
を

意
味
す
る
と
い
う
。『
今
註
今
譯
』
も
同
じ
。
今
、
こ
れ
に
従
う
。

⑦

【
校
記
】
②
に
述
べ
た
よ
う
に
、
も
と
「
浮
灄
」
に
作
る
。
恵
棟
、
盧
文
弨
が
「
桴

楫
」
に
作
り
、
凌
署
本
、
董
箋
本
（
『
校
釋
』
引
）
も
「
桴
楫
」
に
作
る
。
蘇
輿
は
「
浮

灄
」
で
は
意
味
が
無
く
、
ま
た
「
桴
楫
」
で
は
上
の
「
舟
」
と
意
味
が
重
複
す
る
と
し

て
、
「
椄
槢
」
の
訛
り
で
は
な
い
か
と
い
う
。
蘇
輿
は
、
『
淮
南
子
』
主
術
篇
に
「
大
な

る
者
は
以
て
舟
航
柱
梁
と
爲
し
、
小
な
る
者
は
以
て
楫
楔
と
爲
す
」
と
あ
り
、
王
念
孫

の
「
『
楫
楔
』
は
『
集
韻
』
引
『
椄
槢
』
に
作
る
、
小
梁
な
り
。
亦
『
莊
子
』
在
宥
篇
に

見
ゆ
。
」
を
引
く
。
『
莊
子
』
在
宥
篇
に
は
「
桁
楊
椄
槢
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
蘇
輿
に

従
い
、「
椄
槢
」
と
す
る
。
く
さ
び
、
か
せ
の
意
。

⑧

「
生
人
立
ち
、
禽
獸
伏
し
、
死
人
入
る
」
に
つ
い
て
蘇
輿
は
、『
荀
子
』
堯
問
篇
に

子
貢
、
孔
子
に
問
ひ
て
曰
は
く
、
賜
は
人
の
下
と
爲
る
も
未
だ
知
ら
ず
、
と
。
孔

子
曰
は
く
、
人
の
下
と
爲
る
者
は
、
其
れ
猶
ほ
土
の
ご
と
き
な
り
。
深
く
之
を
抇ほ

れ
ば
而
ち
甘
泉
を
得
、
之
を
樹
う
れ
ば
而

ち
五
穀
蕃
り
、
草
木
殖
ち
、
禽
獸

育

す
な
は

う

す
な
は

し
げ

そ
だ

や
し
な

は
れ
、
生
く
る
も
の
は
則
ち
焉
に
立
ち
、
死
す
る
も
の
は
則
ち
焉
に
入
る
。
其
の

功
多
き
も
、
悳
と
せ
ず
。
人
の
下
と
爲
る
者
は
、
其
れ
猶
ほ
土
の
ご
と
き
な
り
、

と
く

な

と
。(

子
貢
問
於
孔
子
曰
、
賜
爲
人
下
而
未
知
也
。
孔
子
曰
、
爲
人
下
者
乎
、
其
猶

土
也
。
深
抇
之
而
得
甘
泉
焉
、
樹
之
而
五
穀
蕃
焉
、
草
木
殖
焉
、
禽
獸
育
焉
、
生

則
立
焉
、
死
則
入
焉
。
多
其
功
、
而
不
悳
。
爲
人
下
者
、
其
猶
土
也)

と
あ
り
、『
説
苑
』
臣
術
篇
に
、
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孔
子
曰
は
く
、
人
の
下
と
為
る
者
は
、
其
れ
猶
ほ
土
の
ご
と
き
か
。
之
に
種
ゑ
れ

な

う

ば
則
ち
五
榖
焉
に
生
じ
、
之
を
掘
れ
ば
則
ち
甘
泉
焉
に
出
で
、
草
木
焉
に
植
え
、

こ
こ

こ
こ

こ
こ

禽
獸
焉
に

育
み
、
生
人
焉
に
立
ち
、
死
人
焉
に
入
る
。
其
の
功
多
き
も
言
は
ず
。

こ
こ

は
ぐ
く

こ
こ

こ
こ

人
の
下
と
為
る
者
は
、
其
れ
猶
ほ
土
の
ご
と
き
か
。(

孔
子
曰
、
為
人
下
者
、
其
猶

土
乎
。
種
之
則
五
榖
生
焉
、
掘
之
則
甘
泉
出
焉
。
草
木
植
焉
、
禽
獸
育
焉
、
生
人

立
焉
、
死
人
入
焉
。
多
其
功
而
不
言
。
為
人
下
者
、
其
猶
土
乎)

と
あ
る
の
を
引
く
。

⑨

こ
の
「
功
績
は
多
い
が
自
慢
し
な
い
」
と
い
う
表
現
に
は
、
道
家
的
な
発
想
が
感
じ

ら
れ
て
興
味
深
い
。
同
類
の
表
現
が
『
説
苑
』
雜
言
篇
に
は
、

孔
子
曰
は
く
、
夫
れ
水
な
る
者
は
、
君
子
は
德
を
焉
に
比
す
。

遍

く
予
ふ
る
も
私

あ
ま
ね

す
る
無
き
は
、
德
に
似
た
り
。(

孔
子
曰
、
夫
水
者
、
君
子
比
德
焉
。
遍
予
而
無
私
、

似
德)

と
あ
る
が
、
「
山
」
を
述
べ
る
箇
所
で
は
な
く
、
「
水
」
を
述
べ
る
箇
所
で
あ
り
、
本
篇

と
異
な
る
。

ま
た
、
蘇
輿
は
、『
尚
書
大
傳
』
略
説
に
、

夫
れ
山
は
草
木
焉
に
生
じ
、
鳥
獸
焉
に
蕃
え
、
財
用
焉
に
殖
え
、
財
用
を
生
ず
る

こ
こ

こ
こ

ふ

こ
こ

も
焉
を
私
爲
す
る
無
く
、
四
方
皆
焉
を
伐
る
も
、
毎
に
焉
を
私
予
す
る
無
し
。(

夫

こ
れ

こ
れ

つ
ね

こ
れ

山
草
木
生
焉
、
鳥
獸
蕃
焉
、
財
用
殖
焉
、
生
財
用
而
無
私
爲
焉
、
四
方
皆
伐
焉
、

毎
無
私
予
焉)

と
あ
り
、
さ
ら
に
蘇
輿
及
び
『
校
釋
』
は
、
『
藝
文
類
聚
』
巻
六
、
『
北
堂
書
鈔
』
巻
五

十
七
引
『
墨
子
』
佚
文
に
、

禽
子
問
ふ
、
天
と
地
と
孰
れ
か
仁
な
る
、
と
。
墨
子
曰
は
く
、

、
地
を
以
て
仁

い
づ

と
爲
す
。
太
山
の
上
に
て
は
則
ち
神
を
焉
に
封
じ
、
培
塿
の
側
に
は
則
ち
松
柏
を

ほ
う
ろ
う

生
ず
。
下
は
黍
苗
莞
蒲
を
生
じ
、
水
は
黿
鼉
龜
魚
を
生
ず
。
民
は
焉
に
衣
し
、
焉

し
ょ

か
ん

げ
ん

だ

き

ぎ
ょ

こ
こ

こ
こ

に
食
し
、
焉
に
家
し
、
焉
に
死
す
。
地
は
終
に
德
を
責
め
ず
。
故
に

、
地
を
以

こ
こ

こ
こ

つ
ひ

も
と

て
仁
と
爲
す
。(

禽
子
問
天
與
地
孰
仁
。
墨
子
曰
、

以
地
爲
仁
。
太
山
之
上
、
則

封
神
焉
、
培
塿
之
側
、
則
松
柏
。
下
生
黍
苗
莞
蒲
、
水
生
黿
鼉
龜
魚
。
民
衣
焉
、

食
焉
、
家
焉
、
死
焉
、
地
終
不
責
德
焉
。
故

以
地
爲
仁)

と
あ
る
の
を
引
く
。

⑩

出
典
は
『
詩
』
小
雅
「
節
南
山
」
。『
毛
傳
』
に
、「
節
」
は
「
髙
峻
の
皃
」
、「
巖
巖
」

は
「
積
石
の
皃
」、「
赫
赫
」
は
「
顯
盛
の
貌
」、
と
あ
る
。

⑪

『
孟
子
』
離
婁
篇
に
、

徐
子
曰
は
く
、
仲
尼
亟
し
ば
水
を
稱
し
て
曰
は
く
、
水
な
る
か
な
水
な
る
か
な
、

し
ば

と
。
何
を
か
水
に
取
る
や
、
と
。
孟
子
曰
は
く
、
原
泉
混
混
と
し
て
、
晝
夜
を
舍お

か
ず
。
科
に
盈
ち
て
後
に
進
み
、
四
海
に
放
る
。
本
有
る
者
は
是
の
如
し
。
是
れ

あ
な

み

い
た

も
と

か
く

こ

を
之
れ
取
る
の
み
。(

徐
子
曰
、
仲
尼
亟
稱
於
水
曰
、
水
哉
水
哉
、
何
取
於
水
也
。

こ

孟
子
曰
、
原
泉
混
混
、
不
舍
晝
夜
。
盈
科
而
後
進
、
放
乎
四
海
。
有
本
者
如
是
。

是
之
取
爾)

と
あ
り
、
こ
れ
は
尽
き
る
こ
と
な
く
湧
き
出
て
流
れ
る
水
を
称
賛
し
た
一
節
で
、
本
篇

と
共
通
す
る
。
「
混
混
沄
沄
」
は
、
水
が
湧
き
出
て
流
れ
、
尽
き
る
こ
と
の
な
い
さ
ま

を
表
す
。

⑫

注
⑪
参
照
。
「
科
」
は
、
く
ぼ
み
、
あ
な
の
意
。

⑬

「
持
平
」
は
、
公
平
で
偏
ら
な
い
意
。
注
②
に
引
く
『
説
苑
』
雜
言
篇
に
は
「
理
に
循

し
た
が

ひ
て
行
き
、
小
間
を
遺
さ
ざ
る
は
、
其
れ
平
を
持
す
る
者
に
似
た
り
」
と
あ
る
。
し
か

の
こ

し
、
そ
の
「
理
に
循
ひ
て
行
き
、
小
間
を
遺
さ
ず
」
の
部
分
は
、
本
篇
の
「
微
に
循
ひ
下

し
た
が

の
こ

ひ
く

き
に
赴
き
、
小
間
を
遺
さ
ざ
る
は
、
既
に
察
す
る
者
に
似
た
り
」
の
そ
れ
と
近
い
と
言

え
る
が
、「
平
を
持
す
る
者
」
と
「
既
に
察
す
る
者
」
と
は
内
容
の
上
か
ら
同
一
と
は
言

え
な
い
。
注
⑭
も
併
せ
て
参
照
の
こ
と
。

⑭

同
類
の
表
現
と
し
て
、
蘇
輿
は
、『
荀
子
』
宥
坐
篇
に
、

淖

約
に
し
て
微
達
す
る
は
、
察
す
る
に
似
た
り
。(

淖
約
微
達
、
似
察)

し
ゃ
く
や
く

と
あ
り
、『
説
苑
』
雜
言
篇
に
、

綿
弱
に
し
て
微
達
す
る
は
、
察
す
る
に
似
た
り
。(

綿
弱
而
微
達
、
似
察)

と
あ
る
の
を
引
く
。

⑮

注
②
に
引
く
『
韓
詩
外
傳
』
巻
三
に
は
、
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理
に
緣
り
て
行
き
、
小
間
を
遺
さ
ざ
る
は
、
知
有
る
者
に
似
た
り
。(

緣
理
而
行
、

よ

の
こ

不
遺
小
間
、
似
有
知
者)

と
あ
る
。
本
篇
の
「
察
す
る
者
」
と
『
韓
詩
外
傳
』
巻
三
の
「
知
あ
る
者
」
と
は
、
同

じ
と
考
え
て
よ
い
か
。

⑯

同
類
の
表
現
が
、
注
②
に
引
く
『
説
苑
』
雜
言
篇
に
、

不
清
以
て
入
れ
、
鮮
潔
以
て
出
だ
す
は
、
其
れ
善
く
化
す
る
者
に
似
た
り
。(

不
清

以
入
、
鮮
潔
以
出
、
其
似
善
化
者)

と
あ
る
。
ま
た
『
校
釋
』
は
、『
大
戴
禮
』
勸
學
篇
に
、

清
か
ら
ざ
る
を
苞
裹
し
て
以
て
入
れ
、
鮮
潔
以
て
出
だ
す
は
、
善
く
化
す
る
に
似

は
う
く
わ

た
り
。(

苞
裹
不
清
以
入
、
鮮
潔
以
出
、
似
善
化)

と
あ
る
の
を
引
く
。

⑰

「
疑
」
は
、
蘇
輿
に
従
い
、
恐
れ
る
の
意
と
す
る
。
蘇
輿
は
根
拠
と
し
て
、『
列
女
傳
』

貞
順
篇
に
、「
夫
人
節
を
守
り
、
流
死
す
る
も
疑
れ
ず
」(

夫
人
守
節
、
流
死
不
疑)

、『
荀

お
そ

子
』
宥
坐
篇
「
其
れ
百
仞
の
谷
に
赴
く
も
懼
れ
ざ
る
は
、
勇
あ
る
に
似
た
り
」(

其
赴
百

仞
之
谷
不
懼
、
似
勇
）
と
あ
る
の
を
引
く
。

⑱

同
類
の
表
現
と
し
て
、
注
②
に
引
く
『
説
苑
』
雜
言
篇
に
、

衆
人
、
平
を
取
り
、
品
類
し
て
以
て
正
し
、
萬
物
之
を
得
れ
ば
則
ち
生
ま
れ
、
之

こ
れ

を
失
へ
ば
則
ち
死
す
る
は
、
其
れ
德
有
る
者
に
似
た
り
。(

衆
人
取
平
、
品
類
以
正
、

萬
物
得
之
則
生
、
失
之
則
死
、
其
似
有
德
者)

と
あ
る
。
蘇
輿
は
、『
荀
子
』
宥
坐
篇
に
、

孔
子
曰
は
く
、
夫
れ
水
は
大
い
に
徧
ね
く
諸
生
を
與
ふ
る
も
無
爲
な
る
は
、
德
あ

あ
ま

る
に
似
た
り
。(

孔
子
曰
、
夫
水
大
徧
與
諸
生
而
無
爲
也
、
似
德)

と
あ
る
の
を
引
く
が
、
こ
の
『
荀
子
』
が
「
水
」
の
「
無
爲
」
な
る
さ
ま
を
「
德
」
と

捉
え
る
の
は
、
注
⑨
に
引
く
『
説
苑
』
雜
言
篇
に
、

孔
子
曰
は
く
、
夫
れ
水
な
る
者
は
、
君
子
は
德
を
焉
に
比
す
。

遍

く
予
ふ
る
も
私

あ
ま
ね

す
る
無
き
は
、
德
に
似
た
り
。(

孔
子
曰
、
夫
水
者
、
君
子
比
德
焉
。
遍
予
而
無
私
、

似
德)

と
あ
る
の
と
共
通
す
る
。
ま
た
、
楊
樹
達(

『
校
釋
』
引)

は
、『
大
戴
禮
記
』
勸
學
篇
に
、

孔
子
曰
は
く
、
夫
れ
水
な
る
者
、
君
子
は
德
に
比
す
。
偏

に
之
に
與
び
て
私
無
き

ひ
と
へ

お
よ

こ
と
德
に
似
た
り
。
及
ぶ
所
の
者
は
生
き
、
及
ば
ざ
る
所
の
者
は
死
す
る
こ
と
、

仁
に
似
た
り
。
其
の
流
れ
て
痺
下
に
行
き
、
倨
句
皆
其
の
理
に
循
ふ
こ
と
、
義
に

き
ょ
こ
う

し
た
が

似
た
り
。
其
の
百
仞
の
谿
に
赴
き
て
疑
れ
ざ
る
こ
と
、
勇
あ
る
に
似
た
り
。
淺
き

お
そ

に
は
流
れ
行
き
、
深
淵
に
は
測
ら
れ
ざ
る
こ
と
、
智
に
似
た
り
。
弱
約
危
通
す
る

こ
と
、
察
に
似
た
り
。
惡
を
受
く
る
も
讓
ら
ざ
る
こ
と
、
貞
に
似
た
り
。
清
か
ら

ざ
る
を
苞
裹
し
て
以
て
入
れ
、
鮮
潔
以
て
出
だ
す
こ
と
、
善
く
化
す
る
に
似
た
り
。

は
う
く
わ

(

孔
子
曰
、
夫
水
者
、
君
子
比
德
焉
。
偏
與
之
而
無
私
、
似
德
。
所
及
者
生
、
所
不

及
者
死
、
似
仁
。
其
流
行
痺
下
、
倨
句
皆
循
其
理
、
似
義
。
其
赴
百
仞
之
谿
不
疑
、

似
勇
。
淺
者
流
行
、
深
淵
不
測
、
似
智
。
弱
約
危
通
、
似
察
。
受
惡
不
讓
、
似
貞
。

苞
裹
不
清
以
入
、
鮮
潔
以
出
似
善
化)

と
あ
る
の
を
引
く
。
こ
れ
は
、『
荀
子
』
宥
坐
篇
、『
説
苑
』
雜
言
篇
と
共
通
す
る
。

⑲

出
典
は
『
論
語
』
子
罕
篇
。
い
わ
ゆ
る
「
川
上
の
嘆
」
と
し
て
有
名
な
一
節
。
本
篇

冒
頭
の
要
旨
に
も
簡
潔
に
触
れ
た
が
、
こ
こ
は
、
こ
の
川
の
水
の
よ
う
に
全
て
の
物
が

移
ろ
い
過
ぎ
去
っ
て
い
く
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
古
注
の
悲
観
的
な
解
釈
と
は
異
な
る
。

む
し
ろ
水
の
あ
り
よ
う
や
働
き
を
人
間
の
理
想
的
な
あ
り
よ
う
に
な
ぞ
ら
え
て
い
て
、

前
向
き
の
言
葉
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。

【
現
代
語
訳
】

山
川
頌
第
七
十
三

山
は
広
大
で
険
し
く
、
永
久
に
崩
壊
し
な
い
の
は
、
か
の
仁
人
・
志
士
に
似
て
い
る
。

孔
子
が
曰
う
に
、「
山
は
天
地
の
神
が
立
ち
、
資
源
も
し
げ
り
、
道
具
の
も
と
で
と
な
り
、

曲
が
っ
た
木
と
ま
っ
す
ぐ
の
木
を
合
わ
せ
て
、
大
き
な
も
の
は
宮
殿
や
物
見
台
を
作
る
こ

と
が
で
き
、
小
さ
な
も
の
は
舟
や
車
や
く
さ
び
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
き
な
も
の
は

ぴ
っ
た
り
と
あ
わ
な
い
も
の
は
な
く
、
小
さ
な
も
の
は
入
ら
な
い
も
の
は
な
い
。
斧
を
持



62

高松工業高等専門学校研究紀要 42(2007)

っ
て
は
切
り
、
鎌
を
持
っ
て
は
刈
る
。
生
あ
る
者
は
地
上
に
立
ち
、
禽
獣
は
伏
し
隠
れ
、

死
ん
だ
者
は
地
中
に
入
る
。
そ
の
功
績
は
多
い
が
自
慢
し
な
い
。
こ
う
い
う
わ
け
で
君
子

は
山
に
喩
え
を
取
る
の
で
あ
る
」
と
。
ま
た
土
を
積
ん
で
山
を
形
成
す
る
が
、
他
を
損
な

う
こ
と
は
な
い
。
そ
の
高
い
け
れ
ど
も
他
を
害
す
る
こ
と
も
な
い
。
大
き
い
け
れ
ど
欠
落

す
る
と
こ
ろ
も
な
い
。
そ
の
上
の
部
分
を
小
さ
く
し
、
そ
の
下
の
部
分
を
大
き
く
す
る
。

永
遠
に
安
泰
で
、
後
の
世
に
お
い
て
も
あ
っ
た
り
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
な
く
、
厳
然

と
と
そ
こ
に
存
在
す
る
の
は
、
た
だ
山
の
徳
だ
け
で
あ
る
。
詩
に
云
う
、「
険
し
く
そ
び
え

る
あ
の
南
山
、
岩
石
が
積
み
重
な
っ
て
い
る
、
権
勢
盛
ん
に
明
ら
か
な
る
師
尹
は
、
民
は
具と

も

に
師
尹
を
仰
ぎ
見
て
い
る
」
と
は
、
こ
の
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

水
は
源
泉
よ
り
湧
き
出
て
流
れ
、
終
日
尽
き
る
こ
と
が
な
い
の
は
、
も
と
よ
り
力
あ
る

者
に
似
て
い
る
。
窪
み
を
満
た
し
て
後
に
進
み
行
く
の
は
、
も
と
よ
り
公
平
で
偏
ら
な
い

者
に
似
て
い
る
。
微
か
な
も
の
沿
っ
て
低
い
と
こ
ろ
を
流
れ
、
わ
ず
か
な
隙
間
も
遺
さ
な

い
の
は
、
も
と
よ
り
明
察
な
者
に
似
て
い
る
。
谿
谷
に
沿
っ
て
迷
い
惑
う
こ
と
も
な
く
、

万
里
を
進
ん
で
も
必
ず
（
到
達
す
べ
き
所
に
）
到
着
す
る
の
は
、
も
と
よ
り(

物
事
を)

熟

知
す
る
者
に
似
て
い
る
。
遮
り
防
い
で
止
め
て
も
、
清
ら
か
で
あ
り
得
る
の
は
、
も
と
よ

り
天
命
を
知
る
者
に
似
て
い
る
。
入
る
と
き
に
は
清
ら
か
で
な
い
の
に
、
出
る
と
き
に
は

清
ら
か
で
あ
る
の
は
、
も
と
よ
り
善
く
教
化
す
る
者
に
似
て
い
る
。
千
仞
の
谷
に
赴
い
て

も
恐
れ
な
い
の
は
、
も
と
よ
り
勇
気
の
あ
る
者
に
似
て
い
る
。
万
物
は
皆
、
火
に
困
し
む

が
、
水
だ
け
は
火
に
勝
つ
の
は
、
も
と
よ
り
武
力
の
あ
る
者
に
似
て
い
る
。(
万
物)

み
な

水
を
得
て
生
ま
れ
、
水
を
失
っ
て
死
ぬ
の
は
、
も
と
よ
り
徳
の
有
る
者
に
似
て
い
る
。
孔

子
が
、
川
の
ほ
と
り
に
あ
っ
て
曰
う
、「
過
ぎ
ゆ
く
も
の
は
こ
の
川
の
水
の
よ
う
な
の
も
の

だ
な
あ
。
終
日
、
止
む
こ
と
が
な
い
」
と
は
、
こ
の
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
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